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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　思えば、幼い頃ころからよく変な夢を見た。名前もわからない自分になり、消毒液のにおいがする白い部屋で、仕組みが不可解な機械を持ち、一人きりで遊んでいる夢だ。

　夢なので詳しよう細さいは思い出せない。自分の名前ですら曖あい昧まいだ。なのに。




『またアンタはゲームばっかりやって──』




　瞳ひとみの奥で白昼夢がものすごい勢いで再生された。ぐらりと体が傾かたむき、両手と両りよう膝ひざを冷たく固い床ゆかにつく。

　忘れ物のありかを突とつ然ぜん、全部思い出したみたいだ。津つ波なみのような情報量に襲おそわれて、頭ががんがんする。

　やがて焦しよう点てんがあった視界が、大理石の床を映し出した。磨みがき上げられたそこには、自分の姿が映っている──はず、だ。

　だが、黄金をとかしこんだような髪かみに神秘的なサファイアの瞳をした、この華はなやかな美人は誰だれなのだろう。ほっそりとした首筋と卵型の顔の輪りん郭かくを、白い指でなでてみる。

（……この顔……ゲームで見たような……え、ゲーム？）

　まばたくと長い睫まつ毛げが上下した。その正面に、誰かが立ちはだかる。

　金きん髪ぱつの青年だ。唇くちびるを歪ゆがめて、膝をついている自分を上から見下ろしている。

「そうして跪ひざまずいて悲しんでみせ、同情をひこうとしても無む駄だだ。君以外、ここにいる全員がわかっている。俺の婚こん約やく者であるのをいいことに散々横暴に振ふる舞まった君に、同情の余地などない、とね」

「──セドリック、様？　あなた、本当にセドリック様？」

　か細くなった震ふるえ声に、金髪を持つ王子様みたいな青年は皮肉っぽく応じた。

「らしくないと言いたいんだろう？　でも俺の素すはこっちだ。君は何年も婚約者をしていて、そんなこと一つ見み抜ぬけなかった」

　ずきりとした胸の痛みが、現実感を取り戻もどさせる。

　そうだ、ここは現実だ。そして、目の前の人物は、エルメイア皇国の皇太子セドリック・ジャンヌ・エルメイア。幼い頃からの知り合いで、自分の婚約者──そして、大好きだったゲームの攻こう略りやくキャラだ。

（……ゲーム？　攻略キャラ？）

　自分の記き憶おくにうろたえて、周囲を見み渡わたす。だが冷たい視線が突つき刺ささるだけだった。

　今夜は、自分が通う学園の冬学期修しゆう了りようを祝う自由参加の夜会だ。既すでに教師達は出で払はらっており、いるのは学友達ばかり。なのに誰も彼もが冷たく自分を遠巻きに見ていた。

　唯ゆい一いつ、労いたわるような目を向けているのは、セドリックにそっと寄り添そう女性──名前はリリア・レインワーズという。庶民から男爵令嬢へと転身した学園の人気者だ。

　柔やわらかそうなキャラメル色の髪、ふっくらとした頰に甘そうな唇。大きな瞳は今、自分を案じている。

　さすがヒロインだと見上げる格好で観察して、はたと気づいた。

　なら、自分は。

「アイリーン・ローレン・ドートリシュ。俺は君との婚約を破は棄きさせてもらう」

「──お待ち下さい、それって！」

　自分の名前だ。そして、ゲームでの悪役令嬢の名前だ。

（まってまってまって！　そう、セドリック様はわたくしの婚約者で……なら私は）

　どこか他人ひと事ごとのように見えていた今の状じよう況きように対して一気に思考が巡めぐり出す。焦あせるアイリーンを、セドリックは嘲あざ笑わらった。

「俺はもう、自分に正直にリリアと生きていくことにした」

「……アイリーン様、ごめんなさい」

　ごめんなさいってなんだ。

　その喉のどの奥からせり上がった激情は、正しくアイリーンのものだった。

　再度視界が霞かすんだが、唇を嚙かんで気を確かにもとうとした。もう一度、自分の姿を見てみる。

　幾いく重えにもレースを重ねた豪ごう奢しやなドレス姿で、へたりこんでいる。公こう爵しやく令れい嬢じようにあるまじき、はしたない格好だ。だが、誰も手を差し伸のべてくれはしない。

　だってこれは、悪役令嬢の婚約破棄イベントだから。

「俺に愛されているという君の勘かん違ちがいにはもう、うんざりだ」

　ならどうして、そんな君が好きだよなんて微笑ほほえんだの。

　そのみじめな言葉は飲みこむ。それは鉛なまりを飲むような重さだったが、飲みこむと不思議と心が穏おだやかになった。

（……なんていうか、記憶が戻るにはタイミングがひどいと思うけれど……でも、少しだけ冷静になれたわ）

　──要はいいように使われたのだ自分は、と判断できるくらいには。

「何か申し開きがあるなら聞いてやらないでもないぞ」

　もしこれが何も知らないまま起こった出来事であったなら、徹てつ底てい的に闘たたかっただろう。闘う相手を間違えたまま。

　そう考えると、余よ裕ゆうが出てきた。薄うすく微笑み、顔を上げる。

「いいえ、セドリック様。──最初から素す直なおに仰おつしやってくだされば、なにもこんなに大おお仰ぎような舞ぶ台たいを作って大事にせずともよろしかったのに、とは思いますけれども」

　冷めた目で周囲を見渡すと、意味がわかったのかさっと目をそらす者がいた。だがセドリックは鼻で笑い返す。

「俺とリリアの決意表明だ」

「ここでなく公おおやけの場なら、ドートリシュ公爵家と皇こう帝ていからお叱しかりを受けてしまう──という脅おびえからではなく？」

「そんなわけないだろう。君の罪は皆みなの前で裁かれるべきだと思っただけだ」

「罪？　──つっ」

　ぐいと突然横から腕うでを引っ張るようにして体を持ち上げられた。首をめぐらせ、アイリーンは相手を見み据すえる。

「乱暴にしないでくださる。レディに対してなってないのではなくて」

「何がレディだ。いい加減にしろ、アイリーン。君の所業はもう誤ご魔ま化かしようがない」

　そう言って目の前に書類の束を突き出したのは、幼おさな馴な染じみのマークス・カウエルだった。未来の騎き士し団長と目される彼はすらりとした体たい軀くを持つ、寡か黙もくな人だ。正義感が強く、不正を許さない。その威い圧あつ感かんのある眼まな差ざしが、アイリーンを罪人のように睥へい睨げいする。

「……自分で立てますわ。離はなしてくださる？」

　冷めた目でマークスを見返したアイリーンは、自力で立ち上がり、腕を取り返した。差し出された書類を、ぱらぱらとめくる。いわゆる告発状だ。いつの間に集めたのか。

　リリアは身分が低いから『先に挨あい拶さつするな』といじめられていた。学園祭の劇の演目をアイリーンのわがままで変へん更こうさせられて、台詞せりふを覚え直したリリアが可哀かわい想そうだった。言うことに従わなければ、官かん僚りようの両親を降格させると脅おどされた──云うん々ぬん、何枚も続く。

　すべて匿とく名めいで、署名はもちろんない。呆あきれてばさりと後ろ向きに全部放ほうり投げてやった。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい、これが証しよう拠こですって？」

　ひらひらと大量の紙が舞う中で、優ゆう雅がに笑う。

「マークス。教えて差し上げるわ。『誰だれ々だれがそう言っている』というのは証拠ではなく、ただの噂うわさ、あるいは中傷というのよ」

「ッ、これだけ大勢に告発されながらまだ言い張るのか！　ドートリシュ公爵家令嬢であれば誤魔化せると思うな！」

「あら、なめられたものね。ドートリシュ公爵令嬢が本気で誤魔化そうとして、証拠が残るとお思い？　しかもこんな幼よう稚ちなこと。この学園の学生はいつから幼児になったのかしら」

　そう言って天鵞絨ビロードの絨じゆう毯たんに落ちた一枚を、靴くつの先で踏ふみにじった。そしてにこりと笑う。

「どうしても目を通して欲しいなら、もう一度署名つきで集めてくださる？　そうしたらきちんと覚えるわ──一人一人、お名前をね。まさか匿名でなければわたくしみたいな小こ娘むすめ一人糾きゆう弾だんできないなんて、情けないことは仰らないでしょう？」

　アイリーンの物言いに、マークスが苛いら立だちと一いつ緒しよに吐はき捨てる。

「それだけ口が回るのに、謝るという選せん択たく肢しはないのか」

「謝る？　ええ、なら謝りましょうか。リリア様。庶しよ民みん育ちのあなたに、『身分の高い者から声をかけられなければ話しかけてはいけない』という貴族のルールを押しつけようとして申し訳なかったわ。学園祭の劇の演目も、長すぎて台詞を覚えるのが大変だろうと気を回して変えてしまって、ごめんなさい？」

「アイリーン！　リリアを侮ぶ辱じよくするのはやめないか」

　侮辱されているのはこちらだ。こんな大勢の人間の前で、皇太子本人から婚約破棄を言い渡わたされる。お前はみんなに嫌きらわれているんだぞという、幼稚な告発状まで集めて──アイリーンを皆で笑いものにしようという意図がなければ、こんな展開にはならない。

　だが、顔を真っ赤にして怒おこるセドリックも拳こぶしを握にぎって震えているマークスも、瞳ひとみを潤うるませているリリアしか目に入っていないのだろう。よくよく見ると、周囲の前面に陣じん取どっている学生達は、攻略キャラやその取り巻きだ。

　この夜会は自由参加だ。わざわざ申し合わせて出席したのだろう。そして教師が席をはずした瞬しゆん間かんを狙ねらって、仕し掛かけてきた。

（なんて小ずるい。──いえ、でもしてやられたのはわたくしね）

　これ以上ここにいても、むなしいだけだ。むなしさを吐き出し、新しい息を吸った。

「おしゃべりがすぎましたわ。ではそろそろ失礼致いたします。皆みな様さまがお望みだっただろう、泣いてみっともなくすがるわたくしをお見せできなかったことだけが、心苦しいですわ」

　最後まで泣くな。いっそ笑え。してやったなどという優ゆう越えつ感などかけらも与あたえるな。

　だから、幕を引くのは自分でなければならない。

「では、ごきげんよう皆様。セドリック様──お慕したいしておりました」

　セドリックが虚きよをつかれたような顔をした。

　だが全すべてを過去にしたアイリーンは完かん璧ぺきな作法でドレスの裾すそを持ち上げ、礼をする。そして優雅に踵きびすを返し、シャンデリアの輝かがやきを背に退場した。




　泣くまいと歯を食いしばっているからか、ずきずきとこめかみが痛む。それでもひたすら考え続けた。

　ゲームの展開だと、これから自分は『顔も見たくない』というセドリックの一存で、今の学園から無む理り矢や理り退学させられる。なら、その前に自主退学してしまおう。ゲームの終了は学園の卒業式。まだ三ヶ月ほどある。その時間を有効に使わねばならない。

　他にもいくつかイベントがあったはずだ。まだ記き憶おくが混乱しているのか曖あい昧まいな部分が多いが、確かアイリーンはこれから公爵家から勘かん当どうを言い渡され下町に放り出されたり、自じ滅めつの道を歩んでいく。

（そうよ。ここが本当にあのゲームの世界なら、泣いてる場合じゃない）

　──そうして皆が学園を卒業するだろう三ヶ月後、いわゆるエンディングの時、悪役令れい嬢じようのアイリーンは死んでいる。

「冗じよう談だんじゃないわ」

　泣いてなどやらない。諦あきらめもしない。あんな連中の幸福のために、死んでなどやらない。

　考えろ。思い出せ。この状じよう況きようで何かできることは──そこまで考えてはっと瞠どう目もくした。

「……敵の敵は味方、って言うものね？」

　くすりと赤い口紅を引いた唇くちびるだけで笑う。

　その微笑は悪役令嬢そのものだっただろうが、涙なみだはこぼさずにすんだ。
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　夜空に向けて真っ黒な鴉からすがばさっと音を立てて飛び立つ。

　首を竦すくめたアイリーンの行く先を、黒くろ猫ねこがよぎっていった。

　不ふ吉きつな予感だけが行進する道のりだ。だがアイリーンは細身の剣けんを片手に持ち、顎あごを引いて、深夜の森の中をカンテラの灯あかりだけを頼たよりにまっすぐ歩く。

　がさっと巨きよ大だいネズミが茂しげみから飛び出して、足を止めた。一つしかない大きな目玉がぎょろりとアイリーンを見る。耳は異常に大きく、牙きばも鋭するどく口からはみ出ていた。

（……魔ま物もの。第一層では滅めつ多たにお目にかからないけれど）

　カンテラの灯りを向けると、魔物ネズミは向かいの茂みに飛びこみ、姿を消した。ほっと息を吐き出し、剣を握り直して足を進めようとして気づく。

「鴉……？　どうしてみんな頭ず蓋がい骨こつの上にのってるのかしら。まさかあれも魔物？」

　しかも枯かれた木の上にずらりと並んでアイリーンを見下ろしている。一いつ斉せいに襲おそいかかられたらたぶん、いや確実にただではすまない。

　があがあと鳴く声がどう自分を仕留めるかを話し合っているみたいだった。

（さすがにあの数はつらいわね……いえ、弱気は駄だ目めね。ここで引いたら死ぬのよ）

　進んでも死ぬかもしれないが。

「一応、わたくしだって聖剣の乙女おとめの血を継ついでいるのだし、その手の加護があったりしないかしら？　まあどうせ、その時がくるまで死なないと思うけれど……」

　自分が死ぬ先の運命が、今死なないことを保証してくれるなんて皮肉だ。自じ嘲ちようして、カンテラを持ち上げた。照らす道の先には、古く朽くち果てた建物がある。

　ずいぶん昔に使われなくなった皇城──廃はい城じようだ。

　噂が正しければ、そして本当にここがあのゲームの世界ならば、鬱うつ蒼そうとした森を挟はさんだ先にあるそこに、目当ての人が住んでいる。

『カエレ』

　大きな鴉から発せられた言葉に身を竦めた。喋しやべれるらしい。やはり魔物のようだ。

　それを機に、アイリーンを取り囲むように鴉の声が反はん響きようする。

『カエレ、ニンゲン』

『ココカラ先ハ、魔王様ノ城』

『魔王様、読書中』

　妙みようになごむ状況報告が混ざっていたが、鴉が喋るこの状況でさすがに笑えない。

『何シニキタ、娘むすめ。殺サレタイ？』

『昨日、婚こん約やく破は棄きサレタ娘ダ。復ふく讐しゆうカ？　クダラナイ』

　ぴくり、と目め尻じりを吊つり上げた。かあかあと鴉が嘲ちよう笑しようのように続ける。

『アレダケ嫌ワレテ、ヨク平気ナ顔シテラレル』

『エラソウニ色々言ッテタクセニ、ミジメ、ミジメ！』

『オ前、評判サイアク。ワガママ、傲ごう慢まん、モウ疵きず物もの──』

「……やってきた人をいきなり侮辱するのが、ここのやり方なのかしら？」

　ぴたりと視線を鴉に据すえて睨にらむ。背筋を伸のばして、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「魔王の命令で集めた噂うわさ？　魔王がそんな低てい俗ぞくな趣しゆ味みをお持ちだったなんて意外ね」

　ぎろりと一斉に鴉の目がこちらに集中した。魔物は魔王を敬愛する。魔王を侮辱するのは、魔物に喧けん嘩かを売ることに他ほかならない。挑ちよう発はつは自殺行こう為いだ。

　だが、魔王に挑いどむ勇者のつもりで、アイリーンはまっすぐ宣言する。

「先さき触ぶれもなくこんな時間に訪問する無礼はお詫わびするわ。でもわたくしはクロード・ジャンヌ・エルメイア様が噂でものごとを判断するようなつまらない方なら、早々に帰ります。安心なさって？」

　最後ににっこり笑い、アイリーンは優雅に歩く。すると何故なぜかわめくのをやめた鴉が、陰いん鬱うつな森の小道を進むアイリーンを追うように空からついてきた。ふと見ると、茂みの中もアイリーンを追うようにがさがさとうごめいている。

　自分から負けるなど許されない。そう教育を受けたアイリーンは、無視して前へ進む。

　やがて視界が開けた。

　星のない夜空の下に、廃城が現れる。あちこちが崩くずれかかっており、タペストリーはすすけて破れたまま、蔦つたに絡からまれた支柱は折れていた。城門付近の木は枯れ果てており、小さな池はドス黒く濁にごり、底なし沼ぬまと化している。アイリーンを追い越こした鴉たちが降り立ち、いかにもな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　魔王の城だ。

　カンテラで浮うかび上がる光景に、ごくりと喉のどが鳴ってしまう。

（……大だい丈じよう夫ぶよ。本当は優やさしい性格なはず……でもヒロイン限定とか──あり得るわね）

　希望的観測は敵だ。覚かく悟ごして行くしかない。深呼吸して、顔を上げた。

　人骨らしきものが散らばる切り株の横を通り抜ぬけ、進む。錆さびた鉄の扉とびらを力いっぱい押すが、なかなか動かない。息を切らして何度か挑んだが、びくともしない。

　だからといって諦めるわけにもいかず、再度手を伸ばした時、うしろから声が聞こえた。

「手伝おう」

「あら。ご親切にどうも──」

　轟ごう音おんと一いつ緒しよに鉄の扉が吹ふき飛んでいった。反射で浮かべた愛あい想そ笑いを引きつらせたまま、アイリーンは鉄の扉を指先一つで吹っ飛ばした相手を見る。

　カンテラの灯りに、濃こい人ひと影かげが映し出される。

　闇やみより深い艶つややかな黒の髪かみがさらりと湿しめった夜風になびき、顔立ちが露あらわになった。その顔は記き憶おくにあったはずなのに、実際に目にする魔ま性しようの美び貌ぼうに息を吞のむ。

　整った鼻び梁りようや薄うすい唇、顔立ちの造作も体たい軀くも、何もかもが一級の美術品のように完かん璧ぺきだ。だがそれ以上に印象的なのは、血濡ぬれた紅くれないの双そう眸ぼうだった。

（ス、スチルよりも生の迫はく力りよくがすごいわ……！）

　でもこの顔を自分は知っている。──そのことが逆に、アイリーンに腹を括くくらせた。

　アイリーンには時間がない。婚約破棄は、セドリック攻こう略りやくルートのイベントフラグだ。このまま何もしなければ自分は死ぬ。

　また前世と同じように、恋こいも夢も、老後すら謳おう歌かできないまま。

「人間が僕に何の用だ」

　魔王であり、エルメイア皇国の第一皇子でもあるクロード・ジャンヌ・エルメイアが赤い瞳ひとみに一いつ切さい感情を宿らせないまま、唇だけを動かす。

　怖おじ気づいてはいけない。アイリーンは顎を引き、髪をかき上げていつも通り微笑む。

「悪いお話ではありませんわ。わたくし、あなたに求きゆう婚こんしにきました」

　反応がないと思った直後、空から雷かみなりが落ち、枯れた大木が真っ二つに割れて燃え盛った。まるで神の逆げき[image: 鱗]りんに触ふれたかのようだ。

「……」

「誰だれが、誰に、結けつ婚こんを、申しこむ？」

　微笑が強こわばったアイリーンに、淡たん々たんと目の前の人物が丁てい寧ねいに問い返す。その背後ではめらめらと踊おどるように炎ほのおが燃え上がり、周囲を照らしていた。ちょっとした地じ獄ごく絵え図ずだ。

　だが及および腰ごしになっても、負けまいと人差し指を突つきつけてみせた。

「で、ですから、わたくし、あなたに求婚しに──！」

　自分の周囲に三回立て続けに雷が落ちると、意地も本能に負ける。

　返事を聞く前に、アイリーンはそのまま後ろ向きに卒そつ倒とうした。







　婚約者にふられた衝しよう撃げきで前世の記憶を思い出しました。

　こんなことを口にすれば、過保護な兄たちに医者を呼ばれるか、母から修しゆ業ぎようが足りないと訓練に駆かり出されるのがオチだろう。

　だから昨夜ゆうべ、婚約を破は棄きされ一人でみじめに帰ってきてからは、ひたすら一人で状じよう況きようの整理をした。気分が悪いので食事はいらないと言えば、さすがに婚約破棄のショックでふさぎこんでいると思われたのか、家族も今後の話は落ち着いたらと控ひかえてくれて幸いだった。

　おかげで、人目に触れずに外出するのも簡単だった。深夜とはいえ、屋や敷しきから抜け出すのにいつも手て強ごわいのは、ドートリシュ公こう爵しやく家の優ゆう秀しゆうな使用人達である。そっとしておきましょうという言葉が今回ほど役に立ったことはない。

　そもそも、今の自分が魔王の城に向かったなんて知られればますます悪評が立つ。

（お兄様達もわたくしには甘いけれど、容よう赦しやはしないものね。お父様はあれだし）

　わたくし──アイリーン・ローレン・ドートリシュ。

　それが今の自分の名前だ。エルメイア皇国の最大貴族、皇族と血のつながりがあるドートリシュ公爵家の一人娘。父は宰さい相しよう、母は皇太后の姪めいであり社交界と軍部で一目置かれる公爵夫人だ。加えて兄が三人いるという家族構成である。

　末っ子で一人娘のアイリーンは大事にされて育った。特に兄達の溺でき愛あいぶりは有名だ。だがアイリーンは知っていた。それは自分が女で兄ほど優秀でもなく、決して敵にならないからだと。

　のけ者の気分だった。だがどんなに勉強しても三人の兄はそれぞれ優秀で、どの分野でもとても追いつけない。ふてくされるアイリーンに、母は何度も諭さとした。女性には女性の闘たたかい方があると。

　アイリーンがそれを理解したのは、八歳の時。セドリック・ジャンヌ・エルメイアというまごうことなき皇子様に跪ひざまずかれ、婚約を申し入れられた時だった。

　有り体ていに言って舞まい上がった。セドリックはとても素す敵てきで、彼に必要とされると思うだけで自分に特別な価値が付加される気がした。

[image: ]

　彼に嫁とつぐならアイリーンは皇こう妃ひになる。皇妃という名前の特別な臣下になるよう、父親に言われた。

　それはアイリーンが初めて自分に与あたえられた期待であり、アイリーンの夢になった。

　礼れい儀ぎ作法にダンス、教養は経済から帝てい王おう学まで彼の助けになるべく、自分に叩たたきこんだ。自分が賊ぞくに襲おそわれたなどの事態も想定し、足手まといにならないよう剣けんの腕うでまで磨みがいた。

　色々できるようになると、セドリックが頼たよってくれる。皆みなもほめてくれる。それが嬉うれしくて楽しくて、また頑がん張ばる。

　それを繰くり返していたら、いつの間にか「皇太子の婚約者という立場をかさに偉えらそうに指図する傲ごう慢まん令れい嬢じよう」になっていた。

　もともと兄と張り合おうとするほど、負けん気が強くて強ごう情じようだった。正しいと思ったことは譲ゆずれないし、言いたいことは言う性格がよく誤解を招いた。君のことならちゃんとわかっているなんてセドリックの上っ面つらの言葉を信じて、周囲をおろそかにしたのもよくなかった。

　気づいたら学園一の嫌きらわれ者になっていて、理解者だと思っていたセドリックからまさかの婚約破棄だ。

　もう少し可愛かわいい態度を取ってか弱い女の子を演じていれば、また違ちがったのだろう。今のアイリーンはほんの少しだけ、客観的にそう思うことができる。

　というのも彼女がどんなふうに思われていたかを、ゲームを通じて知ったからだ。

（我ながら、自分が他人からどう見えるかを気にしてなさすぎたわ……かと言って、今いま更さら直せもしないけれど。いくら前世の記憶が蘇よみがえっても、私はわたくしだもの）

　そもそも自分の前世についても、夢の断だん片ぺんのようにしか思い出せていない。

　場所は日本というここよりはるかに科学も文明も発達した国だった。だが病弱で一年の大半をベッドですごし、青春も謳歌することなく早世したため、そもそも思い出があまりない。ただ、一番強く覚えている感情が「青春エンジョイしたかった、できれば乙女おとめゲームみたいな恋希望」なので、重度の乙女ゲーマーだったことは確かだ。

　その中でも『聖せいと魔まと乙女のレガリア』はやりこんだゲームだった。聖剣の乙女の伝説が残る、エルメイア皇国という西洋風の国が舞ぶ台たいのゲーム──今のアイリーンが生きているこの世界そのものだ。

　ゲームの中でアイリーンという人物は、攻略に高いパラメーターを要求される正統派ヒーロー・セドリックの婚約者だ。そして公爵令嬢という身分の高さを振ふりかざし取り巻きを引き連れヒロイン・リリアの恋こい路じを邪じや魔まする、典型的な悪役令嬢だった。庶しよ民みん上がりで貴族の子息達が通う学園に入ったリリアにからみ、正面から嫌いやがらせをしかける。そしてセドリックの攻略が進むと、セドリックに愛あい想そを尽つかされ、婚約破棄を言い渡わたされる。

　ゲームの中の話なら笑えるが、現実でアイリーン本人だと笑えない。

　さらに最悪なことにこの先、アイリーンはどう転んでも死ぬ。

　セドリックのルートはいわゆる正規ルートで、聖剣の乙女という国の伝説に迫せまっていく。その中でリリアは聖剣の乙女の生まれ変わりであることがわかり、やがて救国の聖女になるのだが、その前に聖剣の乙女が倒たおすべき敵、ラスボスとして魔ま王おうが目覚めるのだ。

　その魔王が、アイリーンがたった今、結婚を申し込んだ人物だ。

　クロード・ジャンヌ・エルメイア。ゲームの知識が正しければアイリーンより八つ上の二十五歳。セドリックの異母兄であり、かつてエルメイア皇国の皇太子は彼だった。

　だが彼は、聖剣の乙女が残した言い伝え通り、魔王の生まれ変わりの証あかしである赤い目と人間では扱あつかえない魔力を持って生まれた。伝え聞いた話では、彼に危険が迫るとどこからともなく魔物の大群がやってくるらしい。何より魔物に好かれ、魔物は彼の命令ならば平気で命も投げ出す。これが魔王でなくてなんなのか。

　幼いクロードは何度も殺されかけたが、その度たびに魔物達が彼を守った。手も足も出ない人間達はクロードの皇位継けい承しよう権を剝はく奪だつし、廃はい城じように幽ゆう閉へいし、存在を無視することで妥だ協きようしたのだ。

　そんな彼は大体のルートで魔王として覚かく醒せいし、ヒロインとその攻こう略りやくキャラの前に立ちはだかる。あるエンディングでは国を滅ほろぼし、あるエンディングではリリアの中から取り出された聖剣によって斃たおされる。そしてアイリーンはそのどさくさの中で死ぬのだ。

　魔王となったクロードが放つ光線にじゅっとやられることもあるし、魔王復活の儀ぎ式しきの生いけ贄にえになったりもする。モブみたいにナレーションで死亡することも多い。そこに至るまでの扱いも雑だ。アイリーンの出番は婚約破棄までが最大イベントで、その後の処理がめんどくさくなったというスタッフの意気込みが透すけて見える扱いだった。

（そりゃ殺しとけばユーザーから文句は出ないでしょうけれど！）

　殺される方はたまったものではない。アイリーンだって可哀かわい想そうだ──確かに彼女の振る舞いにも問題はあっただろう。

　でも死んでいいほどではなかったし、本当にただ一人が全すべての諸悪の根源だったなんて、それこそゲームでしかあり得ない。

　そう思ったあたりで、意識がゆらゆら揺ゆれた。声が聞こえるせいだ。

「……それで何故なぜ、人間の娘むすめを王が介かい抱ほうしている？」

「他意はない」

「私は安心しましたよ、皇太子たる者、女性には優やさしくしておきませんとねぇ」

　声は三人分、全員男性だ。

（確か、魔族側の従者と人間側の従者がいたから……スチルだと二人とも美形……）

　半覚醒のままで、アイリーンは知識と現実をすりあわせる。

「魔王が人間ごときを助ける必要はない。何が皇太子だ、人間の地位など不要だ」

「この方はエルメイア皇国第一皇子です。私は諦あきらめてませんよぉ。いずれきちんとしたご令嬢を娶めとって、温かい家庭を築いていただくんですから！」

「──キース。僕にそんな気はないと何度言わせるんだ」

　そうだ、人間側の従者はキース。魔王の幼おさな馴な染じみでもあり、栗くり色いろのくるくるした癖くせ毛げに眼鏡をかけた、穏おだやかな面おも差ざしの青年だ。小さい頃ころ、魔王に命を助けられたエピソードがあり、人間から迫はく害がいされてもクロードに付き従っている。

「ですがこの方、クロード様に求きゆう婚こんしたんでしょう。噂うわさはよろしくないご令嬢ですが、クロード様を選んだ点においてだけは評価できますよ」

「それだけだろう。人間の女を飼うのが王の望みだというのなら、用意するが」

「そんな用意はしなくていい、ベルゼビュート」

　ベルゼビュートは魔物側の従者だ。まっすぐな長ちよう髪はつと陶とう器きのように冷めた美び貌ぼうは、醜しゆう悪あくな魔物より悪魔と言われた方が納なつ得とくする。彼は魔王であるクロードに忠実で、まさしくクロードの命令なら何でもきく。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、クロード様。なあに、少々評判がアレでもこの城に入ったが最後、私めがきちんとクロード様に相応ふさわしい嫁よめに教育し直しますので」

「だからしなくていいと言っている、キース」

「では人間の女を飼う準備を、我らが王」

「どうしてお前らは僕にそう女性をあてがいたがるんだ……？」

「だが王は怒おこっていない。あの雷かみなりは動どう揺ようで落とされたものだ」

　ベルゼビュートの言葉に、咽むせる音が聞こえた。キースが頷うなずく。

「そうですねえ。クロード様が怒ると、地じ震しんだの噴ふん火かだの被ひ害がいが半はん端ぱないですから。本気でキレたら竜りゆうになっちゃいますし……私めを置いて魔物になっちゃわないでくださいよ」

　そうか、あれは怒いかりの稲いな妻ずまではなく動揺の雷だったのか。てっきり自分に狙ねらいを定めて殺しにきたのかと思った。

　少しだけ安心して、アイリーンはそっと目を開いてみた。思った通りというか、スチル通りの光景がそこにはあった。

　豪ごう奢しやな椅い子すに腰こし掛かけお茶を飲むクロードと、それを間にはさんで言い合う従者達。

（……ほんとにここ、あのゲームの世界なのね……）

　驚おどろきを通り越こして感かん嘆たんするようになってきた。とはいえ、自分の生死がかかっているのにのんびり感動していられない。

「とにかく、僕にそんなつもりはないし相手にもそんな気はない。見ろ、剣を持っている。誰だれかに命令されたか、何かの罠わなか。いずれにせよ自害でもされたら厄やつ介かいだ」

「それは誤解ですわ。わたくしは自分の意志で参りました」

　声を上げると、スチルが動いた。現実が動き出したかのように。

　三者三様の視線が、ソファに横たわっていたアイリーンに突つき刺ささる。キースは労いたわりを、ベルゼビュートはわかりやすい警けい戒かいと敵意を。

　そしてクロードは完かん璧ぺきに感情を押し殺した眼まな差ざしを向けた。

「剣けんを持ってきたのは、自分の身を守るためです。敵意ではありません」

「こんなおもちゃで魔物に勝てると？　娘」

　ベルゼビュートが鼻で笑った。ソファに行ぎよう儀ぎ良よく座り直したアイリーンは、にこりと微笑ほほえんで応じる。その視界の片かた隅すみで、持ってきた剣がソファの隅すみに抜ぬき身のまま立てかけられていることも確かく認にんした。

「わたくし、抵てい抗こうもせずに死ぬのはごめんですの」

「抵抗か。抵抗はいい。とても楽しい」

　魔物らしい感想に背筋が粟あわ立だつ。だがおくびにも出さず、背筋を伸のばし続けた。するとキースの方がたしなめにかかる。

「やめてくださいよ、人間のお嬢じようさんを蹂じゆう躙りんするなんて。後始末がめんどくさいでしょう。それでですね、ドートリシュ公爵令嬢」

「アイリーンとお呼びください、キース様」

「へえ、私めのことをご存じですか」

「クロード様のことは、できる限り調べましたわ」

　思い出したという方が正解だが、そこまで言うつもりはない。クロードも興味がないのか、眦まなじり一つ動かさなかった。

（魔物としての姿が竜で森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどるのだけれど、人間の器うつわでは膨ぼう大だいな魔力を制せい御ぎよしきれなくて、感情が異常現象を引き起こす。設定を知ってはいたけれど、さすがに驚いたわ）

　怒りは噴火を。悲しみはやまない雨を。魔王の心の乱れは自然の法則を乱すのだ。

　そして彼の感情は魔物にも影えい響きようする。今、魔物達が人間を襲おそわないのは、彼に人間を襲う意志がないからだ。彼が人間への憎にくしみや怒りにかられて魔王として覚醒すれば、魔物の大軍が一いつ斉せいに人間達に襲いかかるだろう。

　魔王として覚醒した時、彼は竜の姿に変わり、ひとではなくなる。

　そしてゲームのラスボスとなり、アイリーンをついでで殺す。

　つまり、アイリーンは死にたくなければクロードのラスボス化を防ぐしかない。

　そこまでの結論は容易に導き出せたが、そこで問題が発生した。

（どうしてだか魔王覚醒イベントの中身を覚えてないっていう……！　他ほかにも歯は抜ぬけみたいに記き憶おくが抜けてるところがあるし！　魔王覚醒はエンディング直前だったとしかわからないってどういうことなの、命かかってるのに！）

　おかげで肝かん心じん要かなめのクロードが魔王として覚醒するイベントを回かい避ひするには、何を回避すればいいのかがわからない。今日にでも思い出せればいいが、命をかけてそんな不確定要素にすがりついている場合ではない──だとすれば、次策を講じるしかなかった。

「それでですね、アイリーン様。あなたはどうしてここへ？　セドリック皇子から婚こん約やく破は棄きを言い渡わたされたそうですが、その復ふく讐しゆうに魔ま物ものの力を貸して欲しいとかでしたら無む駄だですよ。クロード様の方針は基本『毎日を無難にすごす』でしてね」

「まあ、気が合いそう。わたくしも無難、大好きです」

「いや、無難を好む人は普ふ通つう、魔王に会いにきて、しかも求婚しませんよ？」

「クロード様がわたくしを愛してくだされば、わたくしも無難な人生が歩めますから」

　呆気あつけにとられた眼差しが複数返ってきたが、かまってなどいられない。

　クロードが唯ゆい一いつ魔王にならず人間に踏ふみ止とどまる理由──それは、リリアへの愛だ。

　だがリリアは、クロードを攻こう略りやくできない。クロードは必ず一度エンディングを見たあとでルートが開放されるいわゆる『二周目じゃないと攻略できないキャラ』だ。ゲームと違ちがい、一周目しかない現実では攻略不可能なキャラであり、必ずラスボスになってしまう。

　だったらアイリーンがリリアの代わりにクロードを引き止める存在──すなわち、彼に愛される人物になるしかない。

　それが現状で選べる、アイリーンの無難で最善の策だ。

　にっこりとアイリーンはクロードに微笑みかけた。

「というわけで、わたくしと結けつ婚こん致いたしましょう。幸せにしますわ」

「この人間の女、おかしいのでは？」

「私もちょっぴりそう思いましたね、今……」

「ベルゼビュート、つまみ出せ」

　クロードの短い命令に、ベルゼビュートがなんの迷いもなく動く。それを見た瞬しゆん間かん、アイリーンはソファの端はしに立てかけてあった剣を手に取り、自分の首に突きつけた。

「ベル、待て！」

　アイリーンに手が届く前に、ベルゼビュートが止まった。

　思った通りの流れに、ほくそ笑えむ。──ここでヒロインであれば、大人しくベルゼビュートにつかまり、空を飛ぶという貴重な体験をして家まで強制送そう還かんされるのだが、別に選せん択たく肢しがあるわけでも好感度にかかわる展開でもないので、大丈夫だろう。

（むしろ脚きやく色しよくしていかないと。わたくしを愛してもらわなければ意味がないんだし）

　ベルゼビュートを止めたクロードが、眉まゆを少しひそめる。

「なんの真似まねだ」

「家に帰るならば、自分で帰ります。婚約者でもない殿との方がたに抱だかれて空を飛ぶなんてはしたない真似は、断固おことわりします」

「殿方？」

　ベルゼビュートが自分の顔を指して怪け訝げんそうな顔をしている。浮うかせた腰こしを椅子に戻し、クロードが言った。

「普通に帰そうとしただけだ」

「いやクロード様。ベルゼビュートさんに抱かれて空から帰るのは普通ではないですよ。おうちの方が卒そつ倒とうしますって」

「……。わかった、考こう慮りよするからその剣を戻せ。心臓に悪い」

「お優やさしいんですね」

　無表情のクロードに、微笑んでアイリーンは剣を元に戻す。キースが顎あごに手を当てた。

「評判はあれですが、度胸のあるお嬢さんですねえ。……ドートリシュ公こう爵しやく家といったら大貴族だし、これを逃のがす手はないかも……」

「キース、無駄話はやめろ。……とにかく君の話は却きやつ下かだ。帰ってくれ」

　ぽんと両手を叩たたいてアイリーンはにっこり笑った。

「求婚に『はい』と言っていただければわたくし、帰りますわ。簡単でしょう」

「だからそうなる意味がわからない。君と僕は初対面だろう。なのに、どうして僕と結婚したがるんだ。──その」

　表情は変わらないまま、クロードが言い淀よどんだ。

　ふわっと部屋の中にそよ風が吹ふいた気がして、アイリーンはまばたく。

「──君は、僕が、好きなのか？」

「いいえ？」

　きょとんと返すと、返事の代わりに部屋の中で強風が巻き起こる。慌あわててキースがクロードをなだめにかかった。

「ク、クロード様落ち着いて！　竜たつ巻まきは勘かん弁べんしてください！」

「じゃあ一体なんなんだ……!?」

「王よ、心情をお察しする」

「だって初対面でしょう」

「初対面で求婚してきたのは君だろう！　大体、セドリックに婚約破棄されたばかりでよくもそんな破は廉れん恥ちな真似が──」

　ぴたっと風がやんだ。アイリーンがクロードの鼻先に剣を突きつけたせいだろう。冷静になったのだ。

　主君に剣を向けられているのに、ベルゼビュートもキースも涼すずしい顔だ。それはそうだ、アイリーンなど、クロードが本気になれば一いつ瞬しゆんで消し炭にできるに違いない。

　それでもアイリーンの矜きよう持じにかけてこれだけは言わなければならない。

「確かにわたくしにも至らない点はあったでしょう。それは認めます。でもだからってあんな仕打ちを受けて、一生めそめそ泣いていろとでも？　冗じよう談だんではありませんわ。あんなゴミ屑くず男おとこのためにわたくしは人生を一秒たりとも無駄にする気はありません」

「……ゴミ屑。ずいぶん手厳しくなるんだな」

「ええ。女は恋こいを積み上げるものです。わたくしは、あなたを愛すると決めました。さあ、愛を育はぐくみましょう」

「剣けんを突つきつけてか？」

　冷めた目のクロードに、アイリーンはできる限り美しく微笑ほほえんだ。

「愛していると言い続ければ、その内本当になるらしいですわ。試ためしてみません？」

「なるほど」

　少しも抑よく揚ようのない声で応じたあと、クロードが手を伸のばしてきた。思わず剣を胸に抱いたアイリーンの肩かたから落ちた髪かみを、そっと長い指がすくい、赤い瞳ひとみが怪あやしく眇すがめられる。

「つまり君は、魔王を口説きにきたと？」

「くどっ……」

　かあっと頰ほおが赤らんだ。男性に対する免めん疫えきのなさのせいだ。前世は乙女おとめゲームがお友達で、今世は婚約者こそいたが箱入りのお嬢じよう様さまとして育ち、セドリックとは悲しいほど何もなかった。

　しかしうろたえるなんて弱みをさらすことはできない。及および腰ごしのまま、綺き麗れいな無表情に向けて無む理り矢や理り不敵に笑う。

「え、ええ。そ、そういうことになりますわね」

「……。声が震ふるえてるような気がするのは気のせいか」

「き、気のせいです」

「口説けるほど男慣れしてるように見えな」

「わたくしを誰だれだと思っていらっしゃるの、殿方を口説くなんて朝飯前の百ひやく戦せん錬れん磨まです!!」

　力いっぱい言い切っても、クロードは無表情だった。ただ頭のてっぺんから足の先まで、しげしげと眺ながめられる。

　いつも通り化け粧しようもドレスも完かん璧ぺきなはずだ。魔王の城に挑いどみにきたので軽装ではあるが、公こう爵しやく令れい嬢じようとして恥はずかしくないと自負できる。でもどうしてだか突とつ然ぜんに恥ずかしくなって、アイリーンは身じろぎした。

（や、やたらと美形な人が目の前にいると緊きん張ちようが……あ、髪！　ぼさぼさじゃ──）

　今いま頃ごろ気づいた。靴くつは泥どろで汚よごれているし、どこかにひっかけたのかドレスのレースはほつれ、全体的によれよれだ。森の中を突っ切ってきたのだから仕方がない。とはいえこれはゆゆしき事態だ。

　この時代、完璧な装いこそが女性の戦いくさ装しよう束ぞくであり、防ぼう御ぎよ力なのだから。

「きゅ……求婚しにきたのに、お見苦しい格好で失礼しました。もう一度、出直しますわ」

「出直す必要はない」

　クロードがぱちんと指を鳴らした。魔物でもやってくるのかと身構えたが、ふわっと優しい風が足あし下もとから吹き上がり、アイリーンの周囲を光をまき散らしながら舞まう。靴の泥が取れ、ほつれたレースが編みこまれたように戻り、木の枝にひっかけた生き地じが修復され、綺麗になっていく。ぼさぼさの髪の毛も丁てい寧ねいにとかしなおされたように風と一いつ緒しよにうしろに流れ、心なしか疲ひ労ろうも軽くなった。

（……魔ま法ほうだわ）

　ぱちりとまばたいたアイリーンにそっけなくクロードは告げる。

「これで二度とこなくていいだろう。帰れ」

「……。わたくし、この服、宝物にしますわ」

「は？」

「だって魔法がかかったドレスなんですもの！　素す敵てき！」

　目を輝かがやかせてくるりと回ると、お忍しのび用のワンピースの裾すそが広がった。同時に、花か瓶びんに活いけてあった花のつぼみが開く。これも魔法だろうか。目を輝かせて棚たなの上の花瓶を凝ぎよう視ししたが、一輪つぼみが開いただけで、それ以上の変化はない。

　不思議で、アイリーンは無表情のクロードに尋たずねる。

「今、花が咲さいたのも魔法ですか？」

　クロードは何も答えない。その斜ななめうしろから、キースが意味深に笑った。

「やはり女性がいらっしゃると部屋が華はなやかでいいですねえ。魔物に囲まれてばっかりだとクロード様の美意識や常識がゆがむのではないかと心配してたんですよ」

「そう、思い出しましたわ！　道中のカラスのことです」

「……僕は帰れと言っているんだが、聞いていないのか」

「聞いていますがお断りしているだけです。それであのカラスなんですけれども、あれはクロード様の部下なんでしょう？」

　微び妙みような顔をしているクロードの目の前、アイリーンは仁に王おう立だちした。

「この森に入った者に対して警告するのはいいとは思いますが、嘲あざけるのは下品です。部下の行動はクロード様の品位にかかわります。低てい俗ぞくな醜しゆう聞ぶんを元にした誹ひ謗ぼう中傷は控ひかえるよう教育しておいてくださいませ」

「なぜ君にそんなことを言われなければいけない？」

「婚こん約やく者が品のない方ではわたくしが恥ずかしいからです」

「そもそも僕は君の婚約者になった覚えはないんだが」

「それと、ベルゼビュート様の格好が破廉恥です。品がありませんわ」

　ベルゼビュートが目を白黒させ、キースが腹を抱かかえて爆ばく笑しようした。

　ベルゼビュートは上半身は長いベストを羽織っただけで肌はだの露出が多い、いわゆる東国風の格好だ。ゲームで見ていた時は何とも思わなかったが、この国でわざわざ肌を見せるなんて常識外れだ。大体、今は真冬である。見ていて寒い。

「きちんとしたものを仕立てましょう。あとは礼れい儀ぎ作法も学んでいただかないと」

「おい、人間の娘むすめ。どうして俺がそんなことをせねばならない」

「クロード様の片かた腕うでなのでしょう。魔物だろうがなんだろうが公おおやけの場に出て行けるよう、きちんとしていただかないと困ります」

「……。片腕」

　ベルゼビュートが心なしか弾はずんだ声を出した。これは簡単に操あやつれそうだ。

「キース様は……同じ服をずいぶん長く着回してらっしゃる感じですわね。物持ちのよさは好ましいですが、無ぶ精しようは困りますわ。きちんとした公の場に出られる衣装はおあり？」

「あー、数年前に仕立てたのがありますねえ。というのもですね、アイリーン様、聞いてくださいよ。私、高官のはずなんですが、クロード様の味方しすぎて給料ゼロなんですよ！　支し払はらい明細に額面あるのにおかしいと思いません？」

「まあ」

　横領だろうか。顔をしかめたあとで、アイリーンは考えこむ。

「……わかりました。となると、クロード様にもお金はないんですのね？」

　突然、花瓶に活けてある花が一いつ斉せいに散る。それを見た従者二人の反応は早かった。

「クロード様、傷つかなくていいですからね。私めは、十分人生楽しいですからね」

「王よ、そもそも金銭が必要ならば我々が奪うばってくる」

「二人とも黙だまれ。──わかっただろう、僕に嫁とついでも君になんの利益もない」

「あら、そんな小さなこと気になさらないで。わたくし、クロード様を養うくらいの甲か斐い性しようはありましてよ？　なんなら、魔物として飼って差し上げてもいいくらいです」

　途と端たん、窓の外で落らく雷らいが発生した。もう驚おどろかず、あらあらとアイリーンは笑う。

　無表情のままクロードがうなるような声を上げた。

「……どうしてそうなる。口説きにきたんじゃないのか」

「口説くよりそちらの方がわたくしの性に合います」

　ラスボスを飼う。いい展開ではないかと、ほくほくアイリーンは微笑む。

　クロードが冷ややかにそれを見返した。

「口説く方がまだましだとわからない君の感性はおかしい」

「褒ほめ言葉として受け取っておきますわ。というわけでわたくしと結けつ婚こんという名前の契けい約やくを致いたしましょう。うんと頷うなずいてくださるだけで、皆みな様さまに快適な生活と幸福が訪おとずれます」

「うわあ、新手の宗教勧かん誘ゆうっぽいですねえ」

「クロード様。わたくしへの見返りは、あなたの愛だけで十分です。それがどんなに難しいことなのか、わたくしはどこかのゴミ屑男のおかげで思い知りました」

　クロードが顔を上げた。ほんの少しだが、感情が出ている気がする。

　頷かせてしまえばこっちのものだと、アイリーンはクロードに詰つめ寄った。

「あなたは優やさしい人です。自分が人間を憎にくみ切れないせいで魔物達が窮きゆう屈くつな思いをしていることにも、心を痛めてらっしゃったりしません？」

「……」

「わたくしはわたくしを侮ぶ辱じよくした連中なんて頭から魔物に食べられてしまえばいいと思いますけれど、あなたの場合はそう願えば現実になってしまう。それはどれだけの重責で、葛かつ藤とうでしょう。──その誘ゆう惑わくに耐たえられるあなたの強さを、尊敬します」

　クロードの動どう揺ようが、初めて表情に出た。瞠どう目もくした瞳ひとみの中に映りこんで、アイリーンは悪あく魔まの笑えみを浮うかべる。

「わたくしと結婚してくだされば、わたくしはあなたもあなたの大事な魔物も守ります。一人で背負わせたりしませんわ。これでも皇こう妃ひになるはずだった人間ですから、心得ています」

　クロードが唐とう突とつに無表情に戻もどってしまう。まるで感情を押し殺したみたいに。

　まばたいた瞬しゆん間かん、アイリーンの眼前にクロードの綺き麗れいな顔があった。




「もう帰れ」




　それは言葉ではなく呪じゆ文もんだった。

　とんと額を人差し指でつかれ、よろめいた瞬間ふわりと体が浮いた──と思ったら、次の瞬間、ぽすんと腰こしから落下し、柔やわらかいものに受け止められた。

　ベッドの上だ。突とつ然ぜん現れた自分の寝しん室しつを何度もまばたきして見み渡わたし、臍ほぞをかんだ。魔法で強制送そう還かんされたのだ。

「……やられたわ。もうひと押しだったのかしら……それともはずした？」

　今一つ反応がつかめない人だ。淡たん々たんとしていると思ったら、あっさり動揺したり、すぐ冷静に戻ったり。今回、ただの一度だって笑わなかった。

　白のカーテンの隙すき間まから差しこむ朝日に目を細めて、アイリーンは考えこむ。

（脅おどしじみてたのがよくなかったかしら。まあヒロインはあんなこと言わないものね……でも瞬間移動させられるのって、だいぶ好感度上がった時に起こるパターンだったはず）

　ヒロインに惹ひかれていくのが怖こわくてわざと距きよ離りを置こうとしたりするときに、クロードは瞬間移動を使って物理的に距離を置く。

　その行動から推測すると、初日から結構いい線をいったのではないだろうか。

「まだ時間はあるし、明日はひかえめにいってみるべきかしら？　アプローチも変えて……」

「失礼します、アイリーン様。アイリーン様……お目覚めですか？」

　寝室を叩こう扉ひする侍じ女じよに、アイリーンは声を上げた。

「起きているわ。何か用？」

「旦だん那な様がアイリーン様にお話があるそうです。もういい加減、立ち直れと」

　そういえば、今の自分は婚こん約やく破は棄きのショックで部屋に引きこもっている設定だった。

（でも昨日の今日で立ち直れとか、相変わらずあのお父様は……）

　アイリーンの時は当然だと思っていたが、なかなか過か酷こくな気がする。前世の記き憶おくが戻るなんて衝しよう撃げき的な出来事がなかったら、普ふ通つう切り替かえられない。

　だがそれはそれだ。嘆たん息そくしたアイリーンはベッドから下りて、寝室の扉とびらを開ける。

「わかったわ。お父様に何かご迷めい惑わくをかけていないといいのだけれど」

「旦那様はいつも通りでいらっしゃいます。ですが、セドリック様との婚約破棄の件で色々支障が出たようで……その件についてかと思います」

「そう」

　そっけなくアイリーンは応じた。ならお説教も仕方のないことだと、気を取り直す。

「嫌いやなことはさっさとすませましょう。支し度たくをするから──いえ」

　魔ま法ほうがかかった服を見て、アイリーンは怪け訝げんな顔をした侍女に首を振ふる。

「このままで行くわ。あとで朝食を持ってきてちょうだい」
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　魔ま力りよくの名残なごりがそよ風になって足あし下もとを流れていく。

　どさりと椅い子すに腰を落として、クロードはまぶたを閉じ、こめかみに指を押し当てた。

「なんなんだ、彼女は」

「あれ、強制転移させちゃったんですか？　まさかとんでもないところに送ったり」

「してない。ちゃんと彼女の部屋に送り届けた」

　目の前から消えた令れい嬢じようがきちんと自室のベッドに落ちたのをまぶたの裏で確かく認にんする。何やらぶつぶつ言っている光景が視みえたが、聞かないことにした。千里眼は便利だが音まで聞こうとすると神経を使うし、なにより悪あく趣しゆ味みな力だと自覚している。

　目を開いたクロードの前に、キースがお茶を淹いれ直してくれた。

「ならいいですけどねえ。いやー、朝っぱらからにぎやかでしたね」

「王がわざわざ送り届けずとも、俺が窓から屋や敷しきめがけて放ほうり投げてやったのに」

「それは死にますって」

「あれは殺しても死なない女だ」

　真顔で断言したベルゼビュートに、キースは苦笑いを浮かべる。

　クロードも否定はできなかった。

「あれはまたくるのでは？　どうされる、王」

「飽あきるまで放っておけばいい」

「あのお嬢じようさんが飽きるより、クロード様がどうにかなる方が早い気がしますがねぇ……」

「魔ま王おう様、魔王様！　伝令！　皇こう帝ていノ使イ、クル！」

　真っ黒なカラスがテラスでばたばたと羽ばたきながら鳴く。おやおやとキースが笑った。

「今日はお客さんが多いですね」

「魔ま物もの達に門の内側に入るように伝えろ。結界を張る」

　クロードの言葉を聞いてカラスはすぐさまばたばたと飛び去っていった。それを見ながら、ベルゼビュートが進み出る。

「王。追い返すのであれば、俺が向かう」

「だめですよ。不戦条約があります。あなた方が魔王様のためとはいえ暴力を振るえば、それだけまたうるさく言われますよ、色々ね」

　キースの嘲ちよう笑しようまじりのたしなめに、ベルゼビュートは舌打ちした。

「本当に人間はおろかだ。王が命じない限り我らは人間を襲おそわない」

「そういえばクロード様、アイリーン様はどうして城に入れてあげたんです？」

「自分の足で僕に会いにきたからだ」

　だから、話くらい聞いてやろうと思った。それだけ。

（用件はくだらなかったが。ああ、でも……）

　──あなたの強さを、尊敬します。

（だめだ、気を許すな。……魔物にまだ、なりたくないなら）

　再度目を閉じる。この城とその周囲にある森を囲う柵さくにまで、意識の範はん囲いを広げた。

　誰だれもこの城にはたどり着けない。たどり着かせない。

　ここは、魔王の城なのだから。
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　ルドルフ・ローレン・ドートリシュといえば、エルメイア皇国一の切れ者宰さい相しようとして有名な人物だ。だが、一見して彼がそうだとわかる者はいないだろう。

　初対面の人は、全員が全員、あんな穏おだやかで頼たよりなさそうな人が──と言うに違ちがいない。

「ああ、アイリーン。よくきたね。朝早くからごめんね、今しか時間がなくて」

　書しよ斎さいに入るなり、にこにこ父親が手招きする。黒こく檀たんの執しつ務む机の前にある応接ソファに、アイリーンは腰を下ろして、父親が向かいに座るのを待った。

「セドリック様の件は残念だったね」

「申し訳ございません、お父様」

　セドリックとの婚こん約やくは政略結婚──政治的駆かけ引きに関かかわることだった。ドートリシュ公こう爵しやく家をより盤ばん石じやくにするための大事な一手だったはずだ。しかも婚約破棄に関する醜しゆう聞ぶんは、宰相である父親の周囲にも影えい響きようが出ているだろう。

　──この父親に影響があるかどうかはさておき。

「仕方がないよね。お前は明らかにセドリック様の好みからはずれていっていたから」

　悲しそうに告げられて、アイリーンは真顔になる。そしてもう一度謝った。

「……本当に申し訳ございませんでした」

「それでも、ドートリシュの名前があればもつかと思っていたんだけれどもね。いやはや若者の愛は強い。お前も『セドリック様がわかってくれるからいいの』が口くち癖ぐせで」

「本当に本当に申し訳ございませんでした」

「さすがに落ちこんでいるのかと思っていたんだけどね。引きこもっていると聞いたし」

　ふう、と父親はそこで溜ため息をついた。

「なのに思ったよりお前が元気で、お父様はがっかりだ……」

　心底残念そうに言われて、アイリーンは頰ほおを引きつらせた。

（相変わらずのドＳ！　娘むすめが婚約破棄されたっていうのに！）

　優やさしい父親は他人の不幸を見るのが大好きという、非常に厄やつ介かいな性格の持ち主である。それは家族でも例外ではない。むしろ家族の方が、愛をもって隠かくさない分、ひどい。

　わからない問題があると言えば喜んで横で観察され、何かに負けて悔くやしがっていれば楽しげに敗因を分ぶん析せきされる。おかげでアイリーンは並なみ大たい抵ていの中傷と挫ざ折せつに膝ひざをつかないたくましさを手に入れたが、泣くよりも解決策を提示し、落ちこむよりも戦うことを選ぶかわいげのない性格に育ってしまった。

　そう考えると、セドリックにふられた原因はこの父親にあるような気がしないでもない。

「お父様はもう、いつお前がフラれるかと毎日毎日楽しみにしていたのに」

「……わたくしがフラれると毎日毎日確信を得てらしたんですね」

「これ以上はあまりないなっていうくらい、みじめなフラれ方をしたのに……ああ、なんて可哀かわい想そうなんだ、アイリーン……泣き濡ぬれるお前はきっと世界一可愛かわいかっただろうに……！」

「そういう妄もう想そうをして楽しんでらしたんですね？」

「なのにお前ときたら、すっかり元気そうで。使用人達が止めるから諦あきらめたんだけど……やっぱり部屋に突とつ撃げきすればよかった」

　優ゆう秀しゆうな使用人達に感謝しながら、アイリーンはできるだけ平常心をもって答える。

「わたくし、すっぱりセドリック様のことは忘れることに致いたしましたから」

「そうかい。まあ、それがいいね。まさかあそこまで愚おろかだとは思わなかった」

　薄うすい笑えみを浮うかべて、ルドルフがあっさり切り捨てた。その躊ちゆう躇ちよのなさに、娘ながらぞっとする。

「でもアイリーン。かといってお前の立場が正当化されるわけでも、家の名めい誉よが回復するわけでもないんだよ」

「……わかっております。ドートリシュ公爵家に恥はじをかかせたことは、反省しています」

「じゃあ、本題に入ろう」

　にこやかに父親が指を組んだ。楽しそうだ。

　つまり、アイリーンにとって面おも白しろくない話が今から始まる。背筋を正した。

「お前、事業を起たち上げようとしていたね。薬の開発と販はん売ばい、あと販はん路ろのための運送業、道路の整備のための土木業」

「？　はい。ドートリシュ公爵領を産地とすることで原材料をおさえ、流通を工く夫ふうし利益を上げる形にすればいいと、お兄様に教えていただいて……」

　ドートリシュ公爵領は広く豊かだ。だがその豊かさは平均値であり、土地が広い分、地方と格差が生じている。そのため、豊かではない地域──要は土地があるだけのだだっ広い田舎いなかだ──を豊かにすべく、兄達はその土地に生息する植物の活用方法を考えたり、特産物を作ることで領民の生活水準を上げるべく奮ふん闘とうしている。そこへアイリーンも一枚嚙かませてもらった。

　公こう爵しやく令れい嬢じよう、しかも皇太子の婚約者が商売だ。当然、批判は出た。だが薬の開発は公共性が高いという理り屈くつで周囲を黙だまらせた。扱あつかいの難しい薬品より先に、石せつ鹼けんや軟なん膏こう、消毒液といった気軽に使える安いものを市民に普ふ及きゆうさせることで利益も見こめた。

　実はエルメイア皇室の財政は見た目ほど豊かではない。だからせめて自分が嫁とつぐ際に莫ばく大だいな持参金を持てるよう、セドリックのために──とそこまで思い出して頭を切り替かえた。

「お父様にも了りよう解かいいただけたはずですが、それがどうかなさいましたか」

「それらはすべてセドリック様に引き継つがれることになった。公共事業になったと言い換かえてもいい」

「は……？」

　ぽかんとしたアイリーンに、皮肉な笑みを浮かべて、ルドルフが告げた。

「お前、事業のために設立した商会をセドリック様との共同名義にしていたね。薬というのは毒物でもある。国の管かん轄かつにおくのが妥だ当とうだと言われたら反論できないだろう？」

　流通の確保、販売路から薬の処しよ方ほう箋せんまで準備し、試薬の評判は上々だった。つまり。

「売り上げだけ横取りですか!?」

　愕がく然ぜんとしたアイリーンの声に、ルドルフは楽しそうに笑った。

「リリア様がお前に任せっぱなしではいけないと進言なさったらしくてね。セドリック様がやる気になられたそうだ。セドリック様も商売をすることで庶しよ民みん目線や金銭感覚を学べるかもしれないし、ま、よいことだよね」

「いえいえいえいえ、横取りですよね!?　いいところだけとっていったってお話では!?」

「これはお前の落ち度だよ、アイリーン」

　柔やわらかく言われて、はっとアイリーンは口をつぐんだ。父親の目が笑っていない。

「本来なら一方的な婚こん約やく破は棄きというのは、皇族相手でも批判されるべきことだよ？　なのに婚約破棄されて当然という空気のせいで、うちは慰い謝しや料りようもなし、事業の資金もとられただけ」

「い、いたらなくてすみません……！」

「本当にお前は母様そっくりで男を見る目がないうえに、可愛いのに媚こびも売れないなんて」

　非難の響ひびきがまったくない、ただの事実の指し摘てきにぐうの音も出ない。

　苦く悶もんしているアイリーンに、ルドルフは嬉うれしそうに目を細めている。それが愛だとわかっているがもう少し自じ粛しゆくしてほしい。

「しかもね」

「まだあるんですか」

「あるんだよそれが」

　半ば睨にらみ返すように父親を見ていると、ルドルフは文ぶん鎮ちんの下に重ねてあった封ふう書しよの束から一つだけ、すでに開封されているものを差し出した。

「招待状を昨日、いただいたんだよ。二ヶ月後の夜会だ」

「夜会？　今のわたくしにですか」

　夜会は集団見合い、結婚相手を探す場所だ。婚約破棄されたアイリーンは当分自粛するのが普ふ通つうで、招待する側も外聞の悪い娘を呼びたくないと声をかけなくなるものだ。

「一体どこの空気が読めない馬ば鹿かからのお誘さそいですか」

「セドリック様とリリア様からだ」

　めまいがした。

「あ、手紙も入ってるよ。リリア様から直筆の。内ない緒しよですけど婚約発表もかねるので、ぜひお出いでくださいっていう。私も呼ばれてる。大物だね、リリア様は」

「……そう、ですわね……わたくしも、見習いたいですわ……」

「この夜会ではお前から譲ゆずり受けた事業を元に、セドリック様が新しい政策をお披ひ露ろ目めするらしい。同時にお前は婚約破棄の書面に皆みなの前でサインしろ、とのご命令だ」

　──つまりもう一度、公おおやけの場でセドリックにふられろ、ということだ。婚約破棄の書面へのサインなど、内々にすませられる。それをわざわざ公の行事にするなんて。

（……どうしても、わたくしをやりこめたいのね。それとも、自分達が被ひ害がい者しやだから本気でそれが正しいと思っている？）

　あり得そうで笑えない。

「さらに、事業譲じよう渡との承しよう諾だくのサインもして欲しいそうだ。公に頭こうべを垂れることによってお前の悪評を少しでもおさめてやろうという、慈じ悲ひだそうだよ」

　全すべての感情を押し殺して、アイリーンは肩かたから息を吐はき出した。

「……つまり、欠席したらセドリック様の慈悲をはねつけたことになり、出席したら会社を乗っ取られ公衆の面前で再度の婚約破棄をされる。どちらにしてもいい笑いものですわね」

「それで、お前はどうする？」

　普通に考えれば選せん択たくは断るの一択たくだ。サインだけ送りつければ形式上は問題ないし、時間も無む駄だにしない。欠席して嘆なげいてみせれば周囲の同情もひけるかもしれない。──だが、しかし。

「出席致します。喧けん嘩かを売られたら買って叩たたき返す主義なので」

　あれだけ啖たん呵かを切っておいて、今いま更さらしおらしくしてもしょうがない。同情もまとめて蹴け飛とばしてやると、アイリーンは微笑ほほえむ。ルドルフが満足そうに頷うなずいた。

「いいねえ。それでこそドートリシュ公こう爵しやく家の娘むすめだ。ここまで馬鹿にされて尻尾しつぽ巻いて逃にげるような娘なら、公爵家から除じよ籍せきして下町にでも放ほうり出してやろうかと思ったよ」

　この父親なら泣き真似まねをしながらやりかねない。頰ほおを引きつらせつつ、相あい槌づちを返す。

「常識知らずとお父様も悪く言われるかもしれませんが」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんとアイリーンのかげ口をたくさん聞いてうんうん頷いて謝罪して、あとからリストに名前を書くよ」

「なんのリストか聞きませんが、お父様がよろしいのならそれで」

「じゃあ夜会までに、ドートリシュ家が受けた損失を取り返すだけの利益もあげてね」

　なんでもないことのように言われて、眉まゆをひそめた。

「さらっととんでもない要求をつきつけないでください。利益って、また新しい会社でも起ち上げろと？　わたくしはお兄様達ほど優秀ではありませんのよ。しかも二ヶ月でなんて」

「それは自分で考えなさい。皇こう妃ひにもなれず、疵きず物もののままですごす娘などお父様は持った覚えはないよ」

　にこりと笑う父親の目が本気だ。

　ふと背筋が寒くなった。夜会で欠席を選び、家と自分の名めい誉よを回復しようとしなければ、本気でこの父親は、公爵令嬢としてのアイリーンを切り捨てるのかもしれない。

　セドリックは皇太子だ。アイリーンはいずれ皇こう帝ていになる人間から疎うとまれた。どこかで巻き返せなければ、疵物の令れい嬢じようとしていずれドートリシュ公爵家のお荷物になる。

（確か、ゲームでも平民に落ちる展開があったような……うっすらとしか覚えてないけど）

　微び妙みように今、何かの不幸フラグを回かい避ひしたのかもしれないと思うとほっとする。それに、父親の要求をこなすアテがないわけではない。ドートリシュ公爵家の力も今なら使える。

　そもそも、魔ま王おうを飼うのにお金は必要だろう。

（あとはクロード様ね……それも感かん触しよくが悪かったわけではないし。なせばなる、よ）

　腹は括くくった。その分、今夜はよく眠ねむれそうだった。




　──が、その夜。夜中に飛び起きたアイリーンは叫さけぶ。

「夜会に出席の方が下町に放り出されるフラグじゃないの！　なんなの、この記き憶おくの取り戻もどし方の出で遅おくれ感は!!　神様の嫌いやがらせ!?」

　真っ暗な天てん井じように向かって吠ほえたアイリーンに答えてくれる親切な神様は、当然、いない。
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　婚約破棄からエンディングまでの間で、アイリーンの進退に関係すると考えられる重要なイベントは二つある。一つは自分の死に直結する魔ま王おう覚かく醒せいに関するイベント。

　そして、もう一つはセドリックがアイリーンとの婚約破棄を公にし、リリアとの婚約発表をする夜会イベントだ。

　悪役令嬢のアイリーンは婚約破棄を承諾せず、リリアとセドリックの婚約発表を阻そ止ししようと、ならず者を雇やとってリリアを誘ゆう拐かいし、夜会に出席できないよう企たくらむ。ところがこれは当て馬キャラ──マークスがこれに当たるとアイリーンは見ている──によって未然に防がれる。

　そうとも知らずセドリックとよりを戻そうと夜会に出席したアイリーンは、会場に現れたリリアから告発を受け、ドートリシュ公爵家からも切り捨てられてしまい、平民として下町に放り出されるのだ。アイリーンにとってできれば阻止したい展開だった。

　なぜならば、平民になって生きていけるだけの能力がない。生憎あいにく、前世でもなかった。

　かといって、夜会に出席しないという選せん択たく肢しも、もう選べない。今朝、一応父親に「やっぱり夜会は欠席しようかしら」とさぐりを入れてみたら、驚おどろいた顔で「平民になりたいのかい？」と返された。あれは本気だ。あの父親は絶対やる。欠席が同じ結果を生む。

　かといって他ほかの誰かが起こすかもしれない誘拐事件を防ぐ作戦を念のために立てるのは、リリアに近づくという意味で、誘拐を目もく論ろむ行動と紙一ひと重えだ。余計に怪あやしまれるだろう。

　つまり現状、ゲームのフラグ回避については、具体的に打つ手がなかった。

（でもせめて、クロード様を夜会にパートナーとして連れて行って、婚こん約やく破は棄きが心の底から嬉しいと周囲にもわかるようにしておくくらいはしておかないと……！）

　そうすれば別の誰だれかがリリアを誘拐しても、アイリーンの方に動機がなくなる。何が起こるかわからない以上、まず確実に打てる手を打つべきだ。

　あとは、父親からの『損失を取り返せ』という任務もこなさねばならない。

（時間がないわ。──並行で進めるしかないわね）

　そんなわけで、昨日の今日にもかかわらず、アイリーンは森の小道を歩いていた。清せい楚そな白のワンピースに、編み上げのブーツ。大きめのバスケットを持ち、パラソルをくるくる回して歩く姿は我ながら完かん璧ぺきなご令嬢だと思う。

　問題は、ぐるぐる小一時間、同じところを歩かされていることだろう。

「これが結界というものかしら」

　目印代わりに木の枝に結んでおいたハンカチをほどき、アイリーンはパラソルを閉じた。

　空を見上げても影かげ一つない。鬱うつ蒼そうとした木々も、どこか作り物めいて見えた。

「森に入る柵さくまでは昨日と同じだったのに……誰かいらっしゃらない？」

　ぐるりと見回すと、不自然なまでにしんと沈ちん黙もくが返ってきた。

　ためしにもう一声、投げてみる。

「わたくしを怖こわがって姿を現さないなんて、ずいぶん魔王様は臆おく病びようでらっしゃるのね」

　風景は変わらない。だが、気配がした。魔王を侮ぶ辱じよくされて怒おこったのだろう。

（私にだけ誰も見えていない、とか？　ゲームでもそうだったけれど、本当に魔ま物ものに好かれてるのね）

　そしておそらく、クロードも魔物達に弱い。

　アイリーンはしおらしく溜ため息をついた。

「わかりました、今日お会いするのは諦あきらめます。でも誰かいらっしゃるんでしょう。出てきてくださらない？　お詫わびの品を持ってきたの」

　返事はない。だが、戸と惑まどいの空気だけはなんとなく伝わる。

　アイリーンは持っていたバスケットのふたを開け、誰もいない空間に向け中を見せた。アーモンドやチョコなどの味をとりそろえた、たくさんのクッキーだ。

　意外なことに魔物が人間の食べ物を好んで食べるというのは、ゲームのおかげで知っている。

「わたくしが作ったの。お口に合うかどうかわからないけれど、もらっていただきたいわ。それとこれを、カラスさんにと思ったのだけれど」

　そう言ってバスケットの内ポケットから一つ、小さな蝶ちようネクタイを取り出した。深しん紅くの絹のリボンはすべらかで、決して安物ではない。

　それを片手ににっこりアイリーンは笑う。

「昨日も言いましたけれど、カラスの皆みなさんの出で迎むかえは魔王様の評判にかかわります。なので魔物の皆みな様さまにも、品位を持っていただきたいの」

　風景は何も変わらない。変わらないが、戸惑いの空気だけは肌はだで感じた。

「そのためのアクセサリーです。カラスの皆様の中で一番強いまとめ役の方だけでも、これをつけていただけないかしら。魔王様が信しん頼らいしている門番の証あかしとして」

　返事はない。だが、門番の証、という声が聞こえた気がした。

　昨日のベルゼビュートの片かた腕うでという応答と同じ、浮うかれた声こわ色いろだ。

「代表で誰か出てきてくださらない？　それとも魔王様はそれも駄だ目めと仰おつしやる？」

「人間ノ娘、ヨコセ！」

　ばさあっと突とつ然ぜん何もない空間からカラスが飛び出てきた。ひときわ大きい。目は魔王と同じ赤、通常ではありえない鋭するどく大きな爪つめで、わざわざ頭ず蓋がい骨こつを持っている。まさか魔物なりのおしゃれなのだろうか。

　アイリーンは地面に降り立ったカラスに目線を合わせるべく、膝ひざをついた。

「あなたが一番強い方？」

「ソーダ！　魔ま王おう様ノ門番！　娘むすめ、証、ヨコセ！」

「つけて差し上げるからうしろを向いてくださる？　あなた、魔王様と同じ目の色なのね」

「魔王様、同ジ！」

　すっかり浮かれきった様子でカラスがくるりと背を向ける。その目の前に、アイリーンは開けたままのバスケットを置いた。

「よろしかったら、好きなクッキーを味見なさって」

「娘、イイ心ガケ。俺様、アーモンド！」

　器用にくちばしの先で一枚だけアーモンドクッキーをとり、ぱくりと食べる。その間にアイリーンは蝶ネクタイを首にそっと回した。

　意外にふわふわした羽う毛もうが心地ここち良い。

「ウマイ！　ウマイ！　娘、貢みつギ物、持ッテクルダケ、許ス！」

「あら嬉うれしい、あなた、綺き麗れいな羽をなさってるのね」

「俺様、一番、強イカラナ！　娘、オ前見ル目──グッ」

　びくっと全身を震ふるわせたあと、ばたんと真横にカラスが倒たおれた。瞬しゆん間かん、視界が開ける。

　明るい森の小道が一瞬で薄うす暗ぐらい魔王の森に変わる。枯かれた木の上には昨日と同じカラスの群れがいた。ネズミやモグラに似た魔物達もいる。完全にアイリーンが取り囲まれている形だ。

　だがアイリーンは、ぶるぶる羽の先まで震えているカラスをしっかりと抱いだき、パラソルの先に仕込んだ隠かくしナイフを突つきつけながら優ゆう雅がに笑う。

「動かないでくださいませ、皆様。愚おろかな魔物だこと……人間を信じるだなんて」

「人間ノ台詞せりふカ、ソレ!?」

「グ……何、シタ、娘……！」

「クッキーにしびれ薬を仕込んでおきました」

「殺ス！　殺ス、娘！」

「あら、魔王様に迷めい惑わくをかけたいのですか？　わたくしはドートリシュ公こう爵しやく家の令れい嬢じよう。わたくしが魔物に殺されたとなったら、魔王様の立場が悪くなりましてよ」

　薄く笑ったアイリーンを非難するように、があがあとカラスがわめく。他ほかの魔物達も殺気立っていた。だが腕うでの中にいる仲間が心配なのだろう。襲おそってはこない。

　かまわず、声を張り上げた。

「さあクロード様、この魔物を助けたければわたくしの前に出てらっしゃい！　でなければ今からこの魔物の羽を一枚一枚もいでハゲに」

　台詞を爆ばく風ふうが遮さえぎった。闇やみを模した黒くろ髪かみ。宝石より深い輝かがやきを宿した深紅の瞳ひとみが、空中からアイリーンを睥へい睨げいしている。

「王！」

「魔王サマ！　人間ノ娘ガ裏切ッタ！」

　ふわりと地面へ足を下ろした魔王に、魔物達がすがりつく。アイリーンはにこりと笑った。

「ごきげんよう、クロード様」

　無言しか返ってこない。だが、狙ねらいの人物を引きずり出せたのだから十分だ。

「この方を治して差し上げられて？　時間がたてば平気になるはずですけれども」

　クロードが正面に膝をつく。そして、アイリーンの腕の中でしびれているカラスに、そっと手を触ふれた。

　瞬間、かっと目を見開いたカラスがばたばたと羽を動かし始める。どうやらしびれが取れたらしい。

「さすがですわねえ」

　感心するアイリーンの腕からもがき出たカラスが、クロードの肩かたに乗って叫さけぶ。

「娘！　殺ス！　絶対殺ス！」

「あら。これでおあいこでしょう」

「何がだ」

　立ち上がったクロードが短く尋たずねる。にこりとアイリーンは笑った。

「わたくし、忘れておりませんわよ？　カラスの皆様によってたかって侮辱されたことを」

　完全に冷め切っていたクロードの表情に、わずかな動どう揺ようが見えた。砂すな埃ぼこりをはらい、アイリーンはクロードの真正面に立った。

「そこでわたくしに負い目を感じるなら、最初からカラスを教育すればよろしいのです。ねえ、先さき程ほどわたくしに騙だまされたカラスさん」

「殺ス！」

「仲直りしましょう。お詫びにチョコクッキーを差し上げますわ」

「騙サレナイ！　騙サレナイ！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。しびれ薬入りはアーモンドだけですの。その証しよう拠こにわたくしがほら、半分食べてみせますから」

　そう言ってアイリーンは取り出したチョコクッキーを、さくりと音を立てて口に含ふくんだ。きちんと飲みこむまで、蝶ネクタイをしたカラスが凝ぎよう視ししている。

「ね？　大丈夫でしょう。さあどうぞ。これで仲直りしましょう？」

　食べかけのクッキーを差し出す。赤い目がぎょろぎょろとアイリーンと、それからクロードを交こう互ごに見た。クロードが溜め息と一いつ緒しよに、アイリーンから食べかけのチョコクッキーを受け取り、一口かじる。

　思いがけない展開にアイリーンは目をまばたいた。クロードはすました顔で飲みこみ、半分になってしまったクッキーを肩の魔物に差し出す。

「大丈夫だ」

　途と端たん、ばくりとカラスがクッキーに食いついた。

「ウマイ！　チョコ、ウマイ！」

「マ、魔王様……」

　周囲の魔ま物もの達がそわそわしだす。クロードがアイリーンを見た。

「アーモンド以外は大丈夫なんだな？」

「え、ええ……でもどうしましょう。こんなところで困りましたわ」

「……どういう意味だ。まさかチョコクッキーにも何か仕込んだのか」

「はい。クロード様にその気になっていただこうと思って、男性にしかきかない媚び薬やくを」

　にこやかに答えたアイリーンの背後で、雷かみなりが落ちた。







「君はおかしい」

　げっそりとしたクロードに、アイリーンは小首をかしげた。

「そうでしょうか。クロード様は責任感の強い方だと見込んでの策だったのですが」

「なんの責任だ」

「あら、それをわたくしに言わせようとなさるなんて」

「あっははははは、あははははは！」

　紅茶を出してくれたキースが、ついに耐たえかねたように笑い出し、クロードに睨にらまれる。

「何がおかしい、キース」

「だ、だって、魔物を人ひと質じちにとって魔王を脅おどしたあげく、媚薬をもるご令嬢とか。いやはや逸いつ材ざいですよ」

「おほめにあずかり光栄ですわ、キース様」

　用意された紅茶を一口含み、カップをソーサーに置く。

　今いるのは、昨日アイリーンが寝ねかされていた応接間だ。あくまで帰れというクロードを押し切って、ようやく一息ついたところだった。

　人を案内できる場所がここしかないというのは問題だが、出された紅茶もソファの座り心地ごこちも決して悪くはない。笑い転げているキースが調ととのえているのだろう。

「でも残念ですわ。クロード様に媚薬がきかないなんて……」

「王にそのような小こ賢ざかしい薬がきくか」

　妙みように誇ほこらしそうにベルゼビュートが答える。キースが苦く笑しようまじりにつけたした。

「クロード様は散々毒殺とか目もく論ろまれてますからね。体に耐たい性せいがついちゃって薬がききにくいんですよ。っていうかそもそも魔王ですし」

「あら。でしたら、もっと強力なものを用意してもきかないのかしら」

「君が用意した食べ物は、今後一いつ切さい口にしないことにする」

「じゃあ別の方法を考えますわね」

「考えなくていい」

「だって時間がないんですもの」

　頰ほおに片手をあてて、悩なやましげにアイリーンは溜ため息をつく。

「理由を聞いて下さいます？」

「聞きたくないんだが」

「そうですか。実は二ヶ月後の夜会に出ることになりまして」

「今、聞くか聞かないかの前置きは必要だったのか？」

「それでぜひ、クロード様にエスコートをお願いしたいんですけれども」

「聞くしかないんだな、わかった。……しかしそれでどうして媚薬になるんだ……」

「？　素す直なおにお願いして了りよう解かいしてくださったのですか？」

　目を丸くして尋ねると、クロードが無表情になった。腹を抱かかえてキースが噴ふき出す。

「だ、だから既き成せい事じ実じつを先に作ってしまおうと思ったわけですね、なるほど」

「何がなるほどだ。娘むすめ！　王の気を引きたいのならば、まず全ぜん裸らになり、服従の意を示せ。王はお優やさしい方だ。憐あわれんでくださるだろう」

　一人がけの椅い子すに腰こし掛かけたままクロードが固まった。だが、ベルゼビュートの目は本気だ。

　一瞬だけアイリーンは真顔になったが、すぐさま笑え顔がおを取り戻もどし、胸の上に手を置いた。

「それがクロード様のお望みなら」

「望んでない。黙だまっていろベル、君も脱ぬごうとするな……！」

「では夜会に一緒に出席してくださる？」

　クロードが頭を抱える。キースは笑いすぎてひいひい言いながら、声を上げた。

「い、いいんじゃないですか、夜会。私わたくしめ、はりきって用意致いたしますよ！」

「まあ！　有り難がとうございます、キース様」

「ちょっと待て、勝手に話を決めるな。行くと言っていない」

「王が望まぬことを押しつけるのは我々が許さぬ、人間共」

　ベルゼビュートがクロードを守るように一歩前に進み出た。

「人間の夜会だと？　そんなくだらぬもの、会場ごと破は壊かいしてくれる」

「ベルゼビュート様。あなたは何もわかっておられないのね」

「何だと」

「ベル。お前が言いくるめられる予感しかしない、やめろ」

「世間に知らしめたくありませんの、クロード様の素す晴ばらしさを」

　思おも惑わく通り、ベルゼビュートが瞠どう目もくした。片手で顔を覆おおったクロードを尻しり目めに、穏おだやかにアイリーンは説得する。

「クロード様は素晴らしい方でしょう」

「……もちろん、王は素晴らしい方だ」

「でしたら夜会への参加は必ひつ須すです。人間達の前に姿を見せてこそ、クロード様への畏い怖ふが形成されるのです。あなた達の魔ま王おうが輝かがやくのです」

「……王が……輝く……」

　ちらちらとクロードを見るベルゼビュートは迷っている。自分達の敬愛する王が、崇あがめ奉たてまつられれば、嬉うれしいに決まっている。

　そしてクロードはそんな魔物達の期待を無下にできない。

「クロード様、エスコートしてくださる？」

「……そもそも魔王の僕が普ふ通つうに出席できるはずがない。会場に着く前に間ま違ちがいなく邪じや魔まが入る。面めん倒どうだ」

「……クロード様……昨日のわたくしの話を聞いてらっしゃらなかったの？　わたくしはあなたを飼うと言ったはずです」

　ぶっと再度キースが噴き出し、クロードが渋じゆう面めんを通り越こして無表情に戻った。

「聞かなかったことにしたんだが」

「ではもう一度聞いてくださいませ。わたくしはあなたを飼います。つまりあなたはドートリシュ公こう爵しやく家令れい嬢じようの婚こん約やく者です」

「……婚約者という前提がまず間違っていると指し摘てきはしておく」

「わたくしがついておりますのよ。堂々と正面から入場されればよろしいの。魔王だからってなんだというのです。責任はわたくしがもちます」

　自信満々に請うけ負ったアイリーンに、クロードはなんとも言えない顔をした。

「他ほかに不安はありまして？」

　勝手に会話を進めると、クロードは脚あしを組み直し、顔を少しそむけた。

「……君の立場が悪くなるぞ。魔物に与くみしていると思われたら」

「まあ……まあまあまあまあ！　わたくしを心配してくださるの、クロード様！」

　両手を胸の前で握にぎって、アイリーンはクロードの眼前まで詰つめ寄った。ぎょっとクロードが身を引いたが、あいにく椅子に腰こしかけたままなので距きよ離りは変わらない。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたくし、今、評判最悪ですもの。これ以上なく嫌きらわれているか敬遠されておりますわ、だから何も心配なさらないで！」

「自分でそれを言うのか」

「だってそもそもこの夜会がわたくしを馬ば鹿かにするためのものでしてよ？　公衆の面前で婚約破は棄きを承しよう諾だくし、わたくしが作った商会をどうぞもらってくださいと頭を下げ、セドリック様とリリア様の婚約をお祝いすることで、セドリック様の許しを得るのです。──そうまでしなければならないほどのことをしたのか、わからないんですけれどもね？」

　唇くちびるだけで笑うと、クロードが沈ちん黙もくを返した。ベルゼビュートが鼻を鳴らす。

「人間は本当にくだらない真似まねばかりする」

「そこでクロード様ですわ、ベルゼビュート様！」

　突とつ然ぜんアイリーンに指名されたベルゼビュートが、おののいてあとずさる。

「今のわたくしの横に立ってなお、皆みんなが黙らざるを得ない男性！　顔も肩かた書がきも何もかもが完かん璧ぺきなクロード様の他に、誰だれかいらっしゃって？」

「な……なるほど……！」

「なるほどじゃない。──いい加減にしてもらえないか。僕は出席しないと言っている」

　思いがけない強い口調にアイリーンは口を噤つぐむ。唸うなっていたベルゼビュートも笑い転げていたキースも、あっという間に静かになった。

　一人用の椅子からクロードが静かに立ち上がり、アイリーンを見み据すえる。

「ドートリシュ公爵令嬢。お引き取り願おう。見送りはしない。自分の足で帰れ」

「……。お断りしたら？」

「好きにすればいい。僕に厄やつ介かい事を持ちこむだけの君とは、もうかかわらない」

　踵きびすを返したクロードに、アイリーンは内心で臍ほぞをかんだ。

（ドートリシュ公爵家の支し援えんなんて厄介事にしかならない。そういう意味ね）

　確かにドートリシュ公爵家の財力も権力も、クロードには不要だろう。彼は魔王なのだ。その気になればなんでも手に入れられる。それをしないのは、望んでいないからに他ならない。

（だとしたらこの人が望んでるのは何？　ゲームでは、普通の人間として接してくれるリリアに惹ひかれたはずよね。でもリリアは聖せい剣けんの乙女おとめで、魔ま物ものとは相あい容いれない関係だから……）
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　ゲームではどうやって結ばれたのだろう。そういえば思い出せてない。その時だった。

「魔王様！　魔王様！　迷子！」

　テラスから飛びこんできた声に、退室しかけていたクロードが足を止める。クロードが振ふり向いた瞬しゆん間かんにテラスの扉とびらが開き、蝶ちようネクタイをつけたカラスが飛びこんできた。

　が、アイリーンの姿を見た途と端たんに脅おびえる。

「ゲ！　オ前、マダイル……！」

「あら。ずいぶんな仰おつしやりようですわね、アーモンド」

「何ダソレ！　俺様、アーモンド、違ちがウ！」

「あなたの名前です。正確にはアーモンドクッキーを食べてしびれたカラスさん」

　怒いかりの眼まな差ざしを向けられた。だがアイリーンの横をすり抜ぬけて、クロードが手を伸のばす。

「かまうな、何があった」

「帰ッテコナイ！　森ノ外、出タ！　フェンリル、子供！」

「結界の外に出たのか」

　クロードのつぶやきを聞いたアイリーンは、キースに尋たずねた。

「森というのは、この城を囲んでいる森のことですか？」

「そうです。ほら、森に入る前に柵さくがあるでしょう。それにそって、クロード様が結界を張って人間の出入りを監かん視ししてるんですよ。魔物達を人間の手から守るためにね」

「不戦条約を徹てつ底ていして守るため……ですか」

「さすがドートリシュ宰さい相しようの娘むすめさん。ご存じでしたか」

　クロードが廃はい城じように追いやられた時、皇こう帝ていと交かわした公約だ。

　魔物に人間を攻せめさせない。その代わり人間も魔物を攻めない。その条約を交わし、皇位継けい承しよう権の放ほう棄きを承諾してクロードは廃城とその周囲を囲む森という、安あん寧ねいの地を手に入れた。

　わずか十歳の子供が皇帝と交こう渉しようし、決断した。それだけで聡そう明めいな人なのだとわかる。

（……でも、それはあなたが本当に欲しいものでしたの？）

　犠ぎ牲せいがなければ得られないものを、素す晴ばらしいとアイリーンは思えない。

　何もかも手に入れてこそ、人生は素晴らしいのだ。

「フェンリルの子供が出て行った方向は、東の二層か」

「東の二層というと──聖せい騎き士し団だんの訓練場か、学園があるのではなくて？」

　ここ、皇都アルカートは、皇城を中心に扇おうぎ形がたに広がる形で一層、二層、三層、四層、五層と分類されている。一層は主に貴族達が住む居住区で、二層は役所や銀行といった公こう共きよう施し設せつが並ぶ。三層はいわゆる商業区で、四層は一いつ般ぱん市民達が暮らす居住区だ。五層はそれ以外で、いわゆる貧民街。歓かん楽らく街などもあり治安の悪い場所──という分類がされている。

　そしてこの廃城と森は皇城の背後、扇を円に補う形で存在している。層を分ける壁かべや門に遮さえぎられていないため、層の一番端はしからであればどこからでも出入りできる。場所によっては柵や塀へいがあるし、森に入るなという注意書きの看板もあるが、小川があったり地形的な問題で出入り口が完全に封ふう鎖さされているわけではないのだ。

「よりにもよってですね……五層の方々なら、魔物の子供くらい害がないならまあいいかで見み逃のがしてくれるんですが、うるさいうえにややこしそうな場所に……」

「こう、クロード様の魔ま法ほうでぱっと戻もどしたりできませんの？」

「強制転移は、僕の視界に入っている対象でないと発動させられない」

　納なつ得とくするアイリーンの横で、ベルゼビュートが翼つばさを出した。布を貼はり付けたような黒の翼だ。

「俺がさがす」

「ちょっと待ってください、ベルゼビュートさんを他の人間に見られたらますます騒さわぎになりますって。私が行きますよ。クロード様も駄だ目めですからね！　黒くろ髪かみ赤目、何より無む駄だに美形な顔がめっちゃ目立ちますから！　意外と有名ですから、魔王！」

「だが手が足りないだろう。二層のどこへ行ったかわからないんだぞ」

　会話を横で聞きながら、アイリーンはふと思い出す。

（……そういえば、学園に魔物が現れるイベントがなかったかしら……そうよ、マークスのルートであったわ！　確かリリアがかばって、聖剣の乙女の力を発揮させて、マークスと力を合わせて魔物を倒たおす──ということは急がないと！）

　魔物の『子供』ではなかった気がするのでイベントではないかもしれないが、倒されるというのは殺されるということだ。迷子になっただけでそれはあんまりだろう。

　じっと目を閉じていたクロードが、ふと瞼まぶたを持ち上げる。魔力を使っていたらしい。

「──学園も、騎士団の方も、まだなんの騒ぎも起こってないようだが……」

「でしたら今の内に見つけましょう。わたくし、学園をさがすのをお手伝いします」

　挙手したアイリーンに全員の目が向けられた。

「わたくしでしたら学園内をうろうろしても、そう不自然ではありません。学園の地理も把は握あくしておりますわ。キース様は騎士団の方をまずお願いしますね」

「え？　はあ、まあ……そうしていただければ助かりますが」

「馬ば鹿かか、娘。お前など嚙かみ殺される。子供とはいえ、フェンリルだぞ」

　嘲ちよう笑しようしたベルゼビュートに、ことんと首を傾かしげた。

「それはキース様も同じでしょう？」

「キースは顔なじみだ。信しん頼らいがある」

「なら、クロード様の身につけているものを貸してくださいませ。魔ま獣じゆうなら、においでわたくしがクロード様に頼たのまれてさがしにきたのだと説得できるのでは？」

　反論がないあたり、いい案なのだろう。にこりと笑ったアイリーンは、クロードの襟えり元もとを結んでいるタイに指を伸ばす。絹がしゅるりと音を立ててほどけた。

「お借りしますわね」

　そう言って自分の手首にタイを巻き付けて結ぶ。

「クロード様は、わたくしの動向を追えますか？　見つけたら人目のないところへ連れて行きますので、すぐ迎むかえにきていただけると有り難がたいのですけれど」

「できるが……いや、待て。そもそも君の助けは必要ない」

「安心してくださいませ。見つけたら夜会に出席しろと脅おどしたりはしませんわよ」

「──なら、どうしてだ。君が手伝う理由がないだろう」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい質問に、アイリーンは呆あきれた。

「何を仰ってますの。可哀かわい想そうでしょう、迷子だなんて」

「……」

「もちろん、クロード様に恩を売って夜会に出席させることを狙ねらってはいますが」

「狙ってるんだな」

「狙ってますわよ？　でもわたくしはまず、あなたの願いを叶かなえたいんです」

　虚きよをつかれた顔をしたクロードを、まっすぐ見上げた。

「それに魔王の妻が、魔物を助けにいくのは当然ではなくて？」

「──。いやちょっと待て、さらっと今『妻』とか言わなかったか」

「さあ、細かいことは気にせずにクロード様。わたくしを学園まで転送してくださいませ」

「まったく細かくないんだが」

「人間は難なん癖くせをつける生き物です。見つかったら殺されるかもしれませんわよ。早く」

　薄うすく脅しをかけるとベルゼビュートが顔色を変え、クロードも真顔になった。

　アイリーンの差し出した手を、クロードは一度目を閉じて、意を決したように取る。

「……頼んだ」

　そのかすれた願いに、あらと目を上げた時、そこはもう見慣れた学園の裏庭だった。

　緑が萌もえる人ひと気けのない風景をぐるりと見回して、アイリーンは笑う。

（頼んだ、ですって）

　やはり頼たよられるのは悪くない。それで失敗してしまったからもう何も期待はしないけれど、迷子の子供は助けてやりたかった。

　ただ道を少し間ま違ちがえただけで人間に囲まれ罵ば倒とうを浴びせられ殺される。その光景が、自分と重なるから。







　ゲームの舞ぶ台たいになっている学園は広い。むやみやたらにさがすのは体力の無駄だとわかっていたので、アイリーンはまず魔ま物ものを倒すイベントが起こる、寄宿舎裏へと向かった。

（マークスを見張ってもいいけれど、イベントが起こる前に魔物を見つけるのなら後手になるわ。そもそもイベントに関係ないのなら、マークスを見張っても意味がないし）

　寄宿舎の裏門を抜ぬけると、聖騎士団の訓練場へと抜ける石いし畳だたみの道がある。聖騎士団への入団を目指すマークスは、授業が終わるとひそかにそこへと通い、訓練をつけてもらっている──という設定があった。その道すがら、魔物と遭そう遇ぐうするのがイベント内容だったはずだ。

　その周辺で魔物の姿がないのならば、そもそも迷子の魔物がイベントと無関係という線も考えなければならない。

「あっさり見つかってくれると助かるのだけれど──あら」

　寄宿舎裏に近づくにつれ、喧けん騒そうが聞こえた。嫌いやな類たぐいの笑い声と、獣けものの悲鳴だ。

「くっそ！　角が固い、木の棒じゃ無理だ」

「早くしろ、罠わなに引っかかってる内に殺すんだよ！」

「まず殴なぐって弱らせろ！　フェンリルを倒したなら、聖騎士団入りも夢じゃないぞ」

　その短いやり取りだけで状じよう況きようが察せられた。拳こぶしを握にぎったアイリーンは、急ぎ足で寄宿舎裏に広がる畑の隅すみで何かを取り囲んでいる男子生徒の背中に向かう。

　同時に、がうがうと必死で唸うなっている、あどけない獣の声も聞こえた。

「角と牙きばは傷つけるなよ。フェンリルの角と牙は高く売れる──」

「何をなさっているの」

　男子生徒達の背中が震ふるえた。振ふり向いた顔を、素す早ばやくアイリーンは確かく認にんする。

（騎き士し爵しやくの子息ばかりじゃないの。マークスをお坊ぼつちゃんと陰かげで馬鹿にしていた──そのわりには、情けないこと）

　男子生徒の隙すき間まから、いわゆるトラバサミに前まえ脚あしを挟はさまれた白の獣が見える。小さくもふもふしているが、可愛かわいらしい見目に反する鋭するどい角が額から二本生えていた。爪つめも大きく、どう見ても犬ではない。だが足に食いこんだ刃はをどうにかしようと必死でもがいている姿を見て、なお痛めつけようと思える精神は、とても騎士道精神に見合わない。

　嘲あざけりを隠かくさず、アイリーンは優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「魔物を殺すおつもり？　不戦条約をご存じないのかしら」

「──ア、アイリーン様……退学なさったって、聞きましたけど」

「び、びびるなよ。こんな女……」

　相手にする時間も惜おしいと、アイリーンは男子生徒達の間をすり抜けた。

（確か、解除の仕方はお兄様に教えてもらったはず……！）

　真っ先に罠に手を伸のばそうとすると、横から唸り声と一いつ緒しよにかみつかれた。腕うでの衣服が裂さける音に、男子生徒達の方が悲鳴を上げる。

「かっかまれた！」

「お黙だまりなさい！　──賢かしこい子だわ、この子」

　血は滲にじんでいたが、肉をえぐり取られたわけではない。まだ手加減しているのだろう。クロードの命令を覚えているのだ。

　一呼吸おいてから、アイリーンは唸る魔物の子供に微笑みかける。

「初めまして、わたくしはアイリーン。あなたを迎えにきました」

　手首をそっと魔物の子供の鼻先に差し出す。ふわっと風に揺ゆらいだタイに、魔物の子供が目をまたたかせた。

「わかるわね？　少し我が慢まんしてちょうだい。動かれるとこの罠をはずしてあげられないの」

　じっとタイを見つめる目が迷っている。だが次の瞬しゆん間かん、ぐいとアイリーンの体が後ろ向きに引っ張られた。足首が嫌な音を立てたあとで、尻しり餅もちをつく。

「何をなさるの！」

「うるさい！　人間を傷つけたんだから、こいつはもう殺していいんだろう！」

　再び全身の毛を逆立てて唸り声を上げ出した魔物の子供を、鍬くわを持った男子生徒が取り囲む。

「やめなさいと言って──」

　途と中ちゆうで言葉が影かげに飲まれた。アイリーンがはっと顔を上げたのと同時に、男子生徒が情けない悲鳴を上げて脱だつ兎とのごとく逃にげ出す。

　ぬっと壁かべを飛び越こえて地面に足を着け、現れたのは魔物。罠にはまって鳴いていた子供が甘えた声を上げる。

（──これ、イベントの魔物……そうか、親！）

　クロードの言いつけを破り、結界を越えてさがしにきたのだ。その瞳ひとみには怒いかりが燃えている。

　この状況を見れば、当然だ。罠にはまって前脚から血を滲ませた子供。不自然に曲がった後ろ脚。人間に傷つけられた、そう考えない親はいない。

　アイリーンを睨ねめ付けた魔物が、恐おそろしい牙が並んだ口を開ける。吠ほえようとする仕草に、アイリーンはとっさに声を上げた。

「待ちなさい！　吠えては駄だ目め、人がくる！」

　制止したアイリーンは、立ち上がろうとして膝ひざを沈しずませた。さっき男子生徒に押しのけられた時、足を挫くじいたらしい。だが歯を食いしばって、這はいずりながら罠に手を伸ばす。

「怒おこるのはわかるわ。でもあとになさい、今はこの子が先でしょう！」

　吠えるのをやめた魔物がぎょろりと視線を動かす。その間に急いで罠の解除を始めた。兄に教えてもらった手順通りに操作すると、すぐに嚙かみ合っていた罠が開く。

　か細い声を上げて魔物の子供が、親の下もとへ向かおうとする。アイリーンは恐らく言葉が通じているだろう、親の方に声をかけた。

「子供を連れてすぐ人気のないところへ行きなさい。クロード様が迎えにきてくれるわ。怪け我がも治してもらえるでしょう。森へ帰るのよ」

「……」

「早く行きなさい。あとはわたくしがなんとかしておくから、早く！」

　既すでに背後が騒さわがしくなってきた。帯たい剣けんしたマークスがやってくればイベントが始まる。さすがにマークスの剣の腕をしのげるほどの力はない。

　魔物はじっとアイリーンを見ていたが、子供の首筋をくわえ、ひょいと壁を飛び越した。ほっとしたが、気が抜けたのは一息分だけだった。

「──アイリーン。どうして君がここにいる。自主退学したんだろう」

　マークスの苦々しげな声と、あとに続く厳しい強面こわもての面々。恐る恐るといったように、リリアもついてきていた。

（……やっぱりイベントだったのね）

　迷いこんだ子供を痛めつけられ怒った魔物の親が人間を襲おそってしまい、倒たおされる。そういう理り不ふ尽じんきわまりないイベントだったのなら、たとえ自分の進退に関係なくても回かい避ひできて万々歳だ。

　いい気分で、アイリーンは優雅に微笑む。

「忘れ物を取りにきましたのよ」

「忘れ物、か。……魔物が出たと聞いたのだが」

「ええ、いましたわね。そちらの罠にはまっていたので、逃がしてやりました」

「逃がしただと？　こんな獣用の罠を、公こう爵しやく令れい嬢じようの君が解除できるわけないだろう」

　そう信じて疑わないという声こわ色いろに反論し損そこねてしまった。

（……まあ確かに、普ふ通つう、できませんわね）

　その沈ちん黙もくをどう勘かん違ちがいしたのか、マークスが率そつ直ちよくに尋たずねる。

「君が罠にかかった魔ま物ものを傷つけ、リリアを襲わせようとしているという報告を受けた」

「──は？」

「ここはリリアの部屋の、真下だろう」

　指し摘てきされ、アイリーンは横にある寄宿舎を見上げる。

　そうなのかという妙みような納なつ得とくと共に、笑いがこみ上げてきた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい計画ですこと。穴がありすぎますし、真っ先に自分が死にますわ」

「それでも君ならやりかねない。現に、返り討うちで襲われていたとも聞いている」

　ちらとマークスのうしろを見ると、先さき程ほど逃げ出した男子生徒がいた。自分達のやったことを先回りしてアイリーンにかぶせたのだろう。そう言えばマークスはそれを信じるから。

（あらどうしましょう、マークスが没ぼつ落らくする未来しか見えませんわ）

　冷たく笑うアイリーンに、マークスが厳しく告げる。

「魔物とは不戦条約があるとも知らないのか、ドートリシュ宰さい相しようのご令嬢が」

「待って、マークス。私はアイリーン様がそんなことをたくらんだとは思えないの。何かの誤解だわ。そうでしょう、アイリーン様。私は信じますから」

　さすがヒロインだ。正解にたどり着いている。だが婚こん約やく者を奪うばった相手によくも信じるなどと出てくる。こちらにはそちらを信じられる要素などまったくない。

　だからアイリーンはあえて黙ったまま、何も言い訳しなかった。それをどう思ったのか、マークスが舌打ちする。

「……何もなかったわけだし、リリアの優やさしさに免めんじて許してやるが。さっさと学園から出て行くことだ。失礼する。行こう、リリア」

「マークス。アイリーン様、怪我をなさってるんじゃないの？」

「自じ業ごう自じ得とくだ。這って帰ればいいんだ」

　ちらとアイリーンの足あし下もとを見たマークスは、アイリーンの足の負傷にも気づいているのだろう。目め敏ざとい。さすが未来の騎き士し団長候補様だ。たくさん残念なところがあるだけで。

（でもこれで騒ぎにならずにすんだわ。何もかもわたくしが悪いのは癪しやくだけれど、特にこれで落ちる評判でもないし──）

　胸は痛みはしなかった。とっくに諦あきらめているからだろう。立ち去るマークス達の背中を、ぼんやり見送る。その時だった。

　夕ゆう闇やみに染まりかけた空が、ねじ曲がった。

「な、ん──っ」

　マークスがリリアを背にかばい、剣に手をかけたところで、固まってしまう。

　夕暮れの空に宵よい闇やみの髪かみと漆しつ黒こくのマントがなびく。赤い目が、ゆっくりと開かれた。

　空に浮うかぶその姿は、人間ではあり得ない。

「魔ま王おう……？」

「まさか、森から出てこないって」

　誰だれかが呟つぶやいた。アイリーンも瞳をいっぱいに見開く。

（……どうして、クロード様が？）

　今、彼が出てくる理由はどこにもないはずだ。

　つま先から地面に足をつけた魔王の姿に、人間達が魅み入いられたように凍こおりついている。

　その呪じゆ縛ばくから真っ先に解かれたのは、マークスだった。

「──貴様、何者だ！　魔王か!?」

「……」

「答えろ。……でなければ、不ふ審しん者とみなして捕ほ縛ばくする！」

　夕日に剣けん先さきがきらめく。だがアイリーンが静止するより先に、クロードの剣がそれを受け止めていた。マークスが両目を見開く。だがすぐさま次の剣けん戟げきを繰くり出した。

　アイリーンの目には見えないマークスの剣さばきを、クロードは目線も投げずにその場に留とどまったまま受け止め続ける。圧あつ倒とう的技量の差が、素人しろうと目にもわかった。

「──くそっリリア、うしろに下がっていろ」

「は、はい」

「おおおおおおおぉ!!」

　雄お叫たけびと一いつ緒しよに、剣を握にぎり直したマークスが突とつ撃げきする。

　だが、クロードが溜ため息と一緒に、しらけたつぶやきを落とした。

「うるさい人間だ」

　何が起こったのかは見えなかった。マークスも目を丸くして尻しり餅もちをつき、剣を首元に突つきつけられた格好で呆ぼう然ぜんとしている。

　クロードは最後までマークスに目を向けず、剣を鞘さやにおさめた。その音を聞いて、マークスが叫さけぶ。

「──待て、どうしてとどめをささない！」

「アイリーン・ローレン・ドートリシュ」

「は、はいっ？」

「あなたに感謝を申し上げる」

　完全にマークスを無視したクロードは、胸に手を当てて、アイリーンに頭を下げた。

　ざわっと周囲に動どう揺ようが走る。同じようにアイリーンも動揺した。何が起こっているのかさすがに理解が追いつかない。その間に、クロードの口上は続く。

「罠わなにかかり脅おびえたフェンリルの子供がかみついても怯ひるまず助けの手を差し伸のべたあなたに、魔王である私から直接礼を言おうと、ここへきた」
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　クロードの口調がいつもと違ちがう。よそ行きのしゃべり方なのだと察したが、どうしてクロードがそんな風に自分に語りかけるのかわからず、アイリーンは困こん惑わくしたまま口を動かした。

「……礼だなんて、わたくしは何も……」

「魔物との争いを起こさぬよう、あなたは魔物を傷つけたのが自分であるという濡ぬれ衣ぎぬまでかぶろうとした。自分が傷つけられたならば誰もかばわないからと、そんな悲しい理由で」

　クロードの言葉にざわりざわりと周囲が目配せし合う。マークスが眉まゆをひそめ、アイリーンと先程魔物の子供を傷つけようとした男子生徒達を見比べていた。

「助けられた魔物が、恩人であるあなたを侮ぶ辱じよくする人間に怒おこっている」

　そこでちらとクロードは背後の人間達に目を向けた。震ふるえ上がったのはもちろん、魔物の子供に暴力を振ふるった男子生徒だ。

「──だが、あなたが許せと言うなら、今回は飲みこもう」

　呆然とクロードの話を聞いていたアイリーンは、やっと気づく。

（……助けにきて、くださったんだわ）

　アイリーンの濡れ衣をはらしに姿を現してくれたのだ。

　そんなことをしても、クロードになんにもいいことなんてないのに。

「……いえ。その言葉だけで、十分です」

　胸に手を置いて、アイリーンはやっと、それだけ答える。クロードは頷うなずいた。

「そうか。では不問にしよう──あなたに免じて」

　最後まで念を押すことを忘れず、クロードはぱちんと指を鳴らした。途と端たん、アイリーンの周囲を光の粒つぶが舞まう。

　魔ま法ほうだ。引き裂さかれた服が元に戻もどり、ついた泥どろも汚よごれもほどけて消える。滲にじんだ腕うでの血も足の痛みもなくなった。一いつ瞬しゆんで起こった光景に、マークスもリリアも目を丸くしている。

「どこか痛みは？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですわ」

「なら、私が屋や敷しきまでお送りしよう」

　もう一度ぱちんとクロードが指を鳴らした瞬間、今度は真横に銀色に輝かがやく馬車が現れた。

　立派なたてがみを持つ黒馬による二頭引きの、豪ごう華かな馬車だ。

「ど、どこから出したんですか!?」

　さすがに驚おどろいたアイリーンに、クロードが目を丸くしたあと、かすかに笑う。

（あ）

　冬なのに、花の香かおりがする。今、どこかで花が咲さいた。どうしてだか、そう確信する。

「驚くのはまだ早い。──手を」

　言われるがままに、アイリーンは手を差し出す。その手を引いて、クロードが馬車の扉とびらを開けた。

「この馬車は、空を飛ぶ」

「えっ」

　馬がいななき、その背から翼つばさを出す。ペガサスだ。

　驚いて思わずクロードの腰こしに抱だきついたアイリーンの体が、馬車ごとふわりと浮く。

　ぽかんと口を開け惚ほうけるマークス達を地上に置いて、馬車が宵よい闇やみの空へ向けて駆かけ出した。







　夜空を走る馬車に、憧あこがれない乙女おとめはいない。アイリーンは窓の外を流れていく夜空と、煌きらめく皇都を眺ながめる。

　またたき始めた星の光。扇おうぎ形がたに広がる、瓦斯がす灯や家から漏もれる灯あかりの数々。中でも商業区である第三層あたりは色も輝きもきらびやかだ。

「きれい……」

「──そうしていると、普ふ通つうの令れい嬢じように見えるな」

　紅潮した頰ほおで窓に張り付いていたアイリーンは、その声で我に返った。真向かいの席にクロードが脚あしを組んで座っている。観察するような眼まな差ざしに、咳せき払ばらいをした。

「失礼なことを仰おつしやらないでくださる？　わたくしは普通の令嬢ですわ」

「普通の令嬢は魔ま王おうに媚び薬やくをもろうとしたりしない」

「……でも、どうして助けてくださったんですか？」

「それはお前が何にも言い返さないからだ、娘むすめ！」

　突とつ然ぜん聞こえた声にアイリーンはきょとんと馬車の中を見回して、ぎょっとした。

　窓の外にベルゼビュートが張り付いている。

「窓からの眺めが台無しですわ……！」

「やかましい！　どうして言い返さなかった、娘！　万倍言い返すと思ったのに」

「あなた、それを聞きに空をわざわざ飛んでますの？」

「王が我々は出るなと仰るから、ここまで我が慢まんしたんだ」

「ソウダ！　娘！　説明！」

　反対方向の窓はカラスで埋うまっている。アイリーンは真顔になった。

「……クロード様。ひょっとして今、この馬車の周りは」

「魔物で埋まっているが？」

「……色々、本当に台無しですわ……折せつ角かくの素す敵てきな夜空の旅が」

「いいから答えろ、娘！　王が返事をお待ちだ」

　どう見ても返事を待っているのはこの馬車を囲む魔物達だ。

　深い溜ため息を吐はき出したあと、アイリーンは行ぎよう儀ぎ良よく座り直して簡潔に述べた。

「都合がよかったからですわ」

　クロードは相変わらず静かにアイリーンを見つめている。そのおかげで淡たん々たんと説明できた。

「大事なのはあの魔物の子供が無事で、かつ人間側から言いがかりをつけられずにすませることです。あの場があれでおさまるなら、多少の誤解など些さ事じでしょう」

「……そう、かもしれないが……」

「それに、うまく言いくるめる方法も思いつかなくて」

　ふう、とアイリーンはわざとらしく溜め息をつく。

「学園での信用が最底辺なわたくしが、あの男子学生が先に手を出していたと言ったところで誰だれも信用しませんでしょう？　むしろますます立場が悪くなるだけ──」

「違ちがウ！　違ウ！」

「まあ、わたくしが噓うそをついているとでも？」

「そうではなく、どうして我々に証言をさせようとしなかった！」

　思いがけない憤いきどおりをぶつけられ、アイリーンはぱちぱちと長い睫まつ毛げを上下させる。そしてそのあとで、ぼそりとつぶやいた。

「そんなことをしたらもっと厄やつ介かいなことになったような気がしますわ……」

「ど、どういう意味だ」

「あなた方が何か証言したところで、わたくしが魔物をたぶらかしたと思われて余計事態が悪化するだけです。というわけで、余計な気き遣づかいですわ」

「なんだと!?」

　苦虫をかみつぶしたような顔で、ベルゼビュートが窓まど硝子ガラスに顔を近づける。そのむきになった顔に、アイリーンは淑しゆく女じよらしく微笑ほほえみかけた。

「あなた方に助けられるほど落ちぶれておりません、ということです」

「オ前、ダカラ嫌きらワレル！　可愛かわいクナイ！」

「あらご明察。わたくし、恩を売られるのが大嫌いですの。恩を売るのは好きですけれども」

「……ベルゼビュート。全員、下がれ」

　静かにクロードが命じた瞬間、窓硝子ごしに睨にらんでいたベルゼビュートの表情が真顔になった。今までのいがみ合いが噓のように、優ゆう雅がな一礼を返し、ふっと姿が消える。

　反対側の魔物もいなくなり、あっという間に静かになったところで、クロードが口を開いた。

「魔物達は君を好ましいと思い始めている」

　目がまん丸になった。

「わたくしを……ですか」

「いいか悪いかでの評価ならほぼ悪いだが、フェンリルの子供を助けたからな」

「たかが一回子供を助けただけで、単純すぎません？」

「魔物達は人間のように上っ面つらを重視しない。君が身を挺ていしてまで仲間を助けた、どんな理由だろうがそれがすべてだ。気にさせまいと悪ぶっても、あまり意味はない」

　何もかも見み透すかしたような口調が釈しやく然ぜんとしないが、理解はした。

「すぐに騙だまされて痛い目をみそうで、クロード様は目が離はなせませんわね」

「君だって似たようなものだ」

「はい？　わたくしは騙されたりしませんでしてよ」

　クロードは答えない代わりに、ちらと視線だけを流した。あえて指し摘てきしないと言いたげな眼差しに、ぴくりと眉を吊つり上げる。

「……元婚こん約やく者のことを仰りたいなら、余計なお世話でしてよ……？」

「君は泣きもせず、言い訳もせず、助けも求めない人間なんだということはわかった」

　目の前の謎なぞを紐ひも解といていくような、同情もなにもない赤い瞳ひとみで、クロードは続ける。

「だから愛してもいない、しかも人間ですらない僕になぜ求婚しにきたのか、その理由を言わないんだな。今も、言う気はないのか？」

「言っても信じてもらえないと思いますけれど」

「信じるか信じないか、それを決めるのは君じゃない」

　それはそうだ。ふむと頷うなずいたアイリーンは、にっこり笑った。

「では申し上げますわね。実はわたくし、前世の記き憶おくがあるのです」

「は？」

「実は、この世界はわたくしの前世にあった乙女ゲームなんですの。リリア様がヒロイン──主人公で、わたくしは悪役令嬢。いわゆる当て馬のやられキャラですわね。そして婚約破は棄きは、なんとわたくしが死ぬ未来のフラグなのです。魔物として竜りゆうになったクロード様に殺されるんですのよ」

「……」

　クロードの目が冷たい。ものすごく冷たい。だが、アイリーンはにこにこと説明を続けた。

「でも愛の力ってありますでしょ？　だからてっとり早くクロード様をわたくしのものにしてしまえば殺されずにすむと、そう考えて求婚しに参りました。うふふ、ご理解いただけました？」

「……ああ。よくわかった」

　クロードがしらけた相あい槌づちを返した瞬しゆん間かん、ぱっと周囲が星空だけになった。馬車が消えたのだ。

　頰を撫なでる夜風と、眼下に広がる皇都。足あし下もとには何もない。

　当然、落ちる。

「君がどうせ理解できないだろうと馬ば鹿かにして話していることは、よく理解できた」

「いっ──」

　悲鳴が落下に飲みこまれた。雲の隙すき間まを突つき抜ぬけるスカイダイビングだ。

（噓！　死ぬ！）

　恐きよう怖ふで悲鳴も凍こおる。パニックを起こしたアイリーンは伸のばされたクロードの腕うでをとっさにつかみ、首に腕を回してしがみついた。それでも加速度的に増していく落下は止まらない。

　下からの強風に耐たえていると、耳元でくすりと笑う声が聞こえた。背中から落ちていくアイリーンの視界いっぱいに、夜空が広がる。




（あ、流れ星）




　落下速度が不意にやわらいだ。

　クロードの靴くつ先が芝しば生ふの上を踏ふむ。クロードの首に抱だきついていたアイリーンの足も、ゆっくりとつま先から地面に触ふれた。

　そのまま、へなへなと芝生にへたりこむ──と同時に、怒ど鳴なった。

「なんってことなさいますの！　殺す気ですか！　人でなし！」

「ああ。僕は魔ま王おうだからな」

「開き直りましたわね!?　一体どういうつもりでわたくしを墜つい落らく死しさせようとなさったの！」

「夜会には出席しよう」

「──え？」

　唐とう突とつな承しよう諾だくに、怒いかりが削そがれた。へたりこんだまま、芝生の上に立つクロードを見上げる。

「ど、どうし、ましたの。いきなり」

「これで貸し借りなしだ。君の狙ねらい通りだな」

「……そ、そうですけれども。ならどうして、笑ってらっしゃいますの」

「ああ。笑っているのか、僕は」

　凄せい絶ぜつに妖よう艶えんな笑えみを口元に浮うかべているご本人には、自覚がなかったらしい。

「魔王らしい感情だな、と我ながら思うな」

「説明を──いえいいです、なんだか嫌な予感が」

「君を、泣かせてみたくなった」

　は、と言葉が空気が抜けるような音に変わった。

　とんと軽い音を立ててクロードが地面を蹴けり、夜空に浮かぶ。その背後でまた流れ星が落ちるのが見えた。今日はよく流れ星が落ちる日だ。

　いや、そうじゃない。クロードの感情が流れ星を落としている。やたらときらきら星が輝かがやいているのはそのせいだ。

（そ、それってどういう感情!?）

　呆ぼう然ぜんとするアイリーンをドートリシュ公こう爵しやく家の中庭に放置して、赤い瞳の美しい魔王は、三日月の夜空に姿を消した。







[image: 第三幕　悪役令嬢は敵も多いが手下も多い]




　愛されるルートを目指していたのに、いじめられるルートに入ったのだろうか。

（いえ落ち着いて。そんなルートなかったわ。記憶は全部戻もどってないけど、絶対ない）

　真顔で両りよう腕うでを組んで、アイリーンはオーブンの前にいた。その頭には三さん角かく巾きんがまかれ、両手にはお気に入りのミトンがはめられている。

（そもそもクロード様ってそういうキャラだったかしら。確かに魔王という設定だけを見ればドＳはありがちだけれど、優やさしさが仇あだになる孤こ独どく感漂ただよう悲ひ哀あいキャラだったような）

　──君を、泣かせてみたくなった。

「ふぎゃあああっ！」

「お、お嬢じよう様さま？　どうかなさいましたか」

「い、いえ、なんでもないわ……オーブンを見ていたら叫さけびたくなってしまって」

　ぱたぱた赤い顔を手であおぎながら、厨ちゆう房ぼうで作業している使用人を誤ご魔ま化かす。使用人は不可解そうな顔をしていたが、かかわりたくないのか引き下がってくれた。

　噴ふき出た額の汗あせをぬぐいながら、深呼吸を繰くり返す。

（まずは冷静に分ぶん析せきを……そもそも美形以外許されない台詞せりふだわ、しまったクロード様は美形だった！）

　だからあんな台詞がとてつもなく淫いん靡びに聞こえて、免めん疫えきのない自分の動どう悸きがひどいことになるのだ。

　決してときめいているわけではない。というか、ときめいたらまずい。

「まさかの倒とう錯さくＳＭルートはごめんだわ……メリバもさけたい……！」

　ぶつぶつ言いながら、うまく焼けたアップルパイを取り出す。今日の差し入れだ。

　冷ましている間に出かける支し度たくをした方がよかろうと、アイリーンは使用人にあとを任せて厨房から出る。途と中ちゆうで外出の旨むねを伝えると、快く承諾された。

（『皇太子の婚約者』じゃなくなると、結構気楽よね）

　今までは外出先一つにも気をつかった。自分に何か不ふ手て際ぎわがあれば、それはそのままセドリックの疵きずになる。茶会の行き先も、贔屓ひいきの店も『皇太子の婚約者にふさわしい』選せん択たくをしなければならない。

　それが誇ほこりではあったけれど、解放されてみると気楽だ。

　その行動全すべてが無む駄だに終わった怒りがおさまらないくらいで。

「お嬢様、お出かけですか」

「ええ、お父様の言いつけでね。三層へ行くから、馬車は結構よ」

　それだけで優ゆう秀しゆうな使用人達は用件を聞かなかった。

　魔王の森という本当の行き先を隠かくし、着き替がえをすませたアイリーンは、外がい套とうを羽織って外へ出る。

　今日もいい天気だ。

（パラソルを廃はい城じように忘れてしまったわ）

　今は冬だ。パラソルを差していた自分を疑わなかったあの森の魔ま物もの達は、世間知らずにもほどがあると思う。色々教育のしがいがありそうだ。

「今日もまた結界に阻はばまれたら、まずはパラソルを返せから始めましょうか」

「おい、そこの！」

　日中には慎しん重ちように行き先を誤魔化さなければならない。一層から三層まで下り、舗ほ装そうされた道を歩いて作戦を立てていたアイリーンは、聞き覚えのある声に足を止める。

「あら、ジャスパー。ご機き嫌げんよう」

「やっぱそうだ、アイリーンお嬢様だよな。婚こん約やく破は棄きって本当か？」

　よれた上着で気安く手を上げる顔なじみの記者に、アイリーンは微笑ほほえむ。

「本当よ。ただし取材はお断りするわ」

「そういうんじゃねえよ。うちはお嬢様に借りがあるし、何より俺は正義の味方なんでね」

　愛用の万年筆をくるりと回すジャスパーは、人好きがする顔ににっと笑えみを浮かべる。アイリーンは軽く肩かたを竦すくめた。

「あなた、まだそんなこと言ってるの。三十すぎにもなって」

「いーんだよ、そもそもお嬢様の悪口書いたって、平民向けの記事は売れねぇよ。お貴族向けの中身のない記事ならともかくな。しっかし、下手うったなあ。あんだけセドリック皇子に尽つくしてたのに──って」

　アイリーンに冷めた眼まな差ざしを向けられたジャスパーは、失言を感じ取ったのか口を手でふさいだ。癇かんには障さわるが、気は回るし危機回かい避ひ能力は高い男なのだ。

　ジャスパー・バリエ。第三層の商業区画にある小さな新聞社の社長で、貴族間の癒ゆ着ちやくや政治的汚お職しよくを追う気骨のある男だ。彼の新聞は平民向けに作成されており、しっかりとした裏付けのある記事と公平な視点から評判が高い。

　一度、アイリーンは貴族議員の汚職を追うこの男と、共同戦線を張ったことがあった。貴族議員がセドリックの名前を使っていたからだ。アイリーンはセドリックに火の粉が降りかからないよう、その事件を追っていたジャスパーに情報を流す代わりにセドリックが醜しゆう聞ぶんに巻きこまれないよう手を打った。

　それが縁えんで、ジャスパーはたまに接せつ触しよくしてきては情報を落としてくれる。アイリーンはそれをそっと宰さい相しようである父親に耳打ちすることもあったし、逆にジャスパーに父親から知り得た情報を回してやったこともあった。要は仲ちゆう介かい役だ。

（ジャスパーはゲームに出てきてないから、安全だと思うけれど）

　ゲームの関係者にかかわるのは最小限にしたい。念のため、さぐりを入れる。

「……そう言うジャスパーはリリア様をご存じ？」

「あ？　ああ、セドリック様の恋こい人びとか。直接には知らねぇよ。あんま興味ねぇし」

　その答えにほっとした。どうも疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているらしい。頭を切り替かえる。

「そう。なら、丁度よかったわ。あなたに用があるのだけれど」

「ちょい待ち。申し訳ないが俺が先だ。頼たのまれててな。お嬢様、新薬開発の関係で土木業とか運送業の会社起たち上げようとしてただろう。公共じゃ間に合わないって」

「それなら、めでたく公共事業になったと聞いたわ。わたくしはもう関知できなくてよ」

「実は、お嬢様が雇やとった連中がクビ切られちまったって泣きついてきてよ」

　がりがりと首のうしろをかきながら、ジャスパーが続ける。

「お嬢様は庶しよ民みんにも手の届く衛生面に役立つもんを安く開発して、その販はん路ろの運送と通路の開発で土木関係の雇こ用ようを増やして金を回す──って考えだっただろ？　第五層でその日暮らしの奴やつらに、少しでも定期収入が入るように。そしたら国も税収が増えて、豊かになれる」

「ええ」

「だから俺も求人広告出したりして協力したんだけどなあ。セドリック皇子が原産地を王家所有の土地に限るから運送も通路も必要ないって、土木関係の契けい約やくを切っちまったんだよ。通路も何もまだできてなかったから、報ほう酬しゆうがぱあだ」

「違い約やく金きんはちゃんと払はらわれたの？」

　詰つめ寄ったアイリーンに、ジャスパーは首を振ふる。

「いいや、着工費すら払わないって言い放ったらしい。セドリック様が考えた事業には使わないからってな。……ルドルフ様が何とか出来高分だけでもって予算作ってくれたらしいけど、それも支し払はらいは当分先でよ」

「──お父様が……」

　父親がセドリックを切り捨てた理由も、無む茶ちやを言う怒いかりの理由もわかった。

　アイリーンの尻しりぬぐいについて何も告げなかったのは気き遣づかいではなく、あとからアイリーンが知って申し訳なく思うのを楽しみにしてのことだろうが。

「今すぐ餓が死しするわけじゃねぇけど、でかい長期の仕事だったからな。みんな他ほかの仕事入れてねぇし、次のアテがなくて困ってんだよ。なんかいいアテがねぇかな。貴族様お得意の施ほどこしでもいいからさ」

「馬ば鹿か言わないで、それじゃ経済は回らないしいずれ国の未来を食いつぶすわ」

　きっぱり切って捨てると、ジャスパーは何故なぜだか目を細めた。

「お嬢様のそういうところ好きだぜぇ、俺」

「ちゃんと何か正当な報酬が見こめる仕事を用意しないと──あ」

　ふと思いついたことに、唇くちびるが弧こを描えがく。ジャスパーがあとずさった。

「な、なんだその顔」

「ねえ、ひょっとしてセドリック様はわたくしが選んだ人達を全て切った？」

「あ、ああ。アイリーン・ローレン・ドートリシュが選んだ人間なんて信用できない、しかも第五層の人間なんてってな。……皇太子様がそんなこと言っちまっていいのかねえ」

「……取り繕つくろうのをやめることにしたそうよ」

　内心では馬鹿にしながら、どうでもいいからと表向き合わせていたのだろう。本音はそちらだったわけだ。

「ま、俺はただの悋りん気きじゃねぇかと思うけど」

「どういうこと？」

「ほら、お嬢じよう様さまが選んだ幹部連中、何故か若くて顔のいい男が多いだろ。それをリリア様に近づけたくなかったんじゃないかって俺は思ってる。べた惚ぼれだなーありゃ」

　そんな理由であの人材を手放すのか。呆あきれてアイリーンは目を丸くする。

　だが今回ばかりは有り難がたい。アイリーンが欲しい人材が、そのまま残っているのだから。

「でも、あなたに頼む手間が省けたわ。人材だけをどうしようかと思っていたから」

「んん？　なんかまたやらかすのか」

「お父様に言われているのよ。損失を取り返せと」

　ジャスパーが目を丸くしたあと、口笛を吹ふいた。

「さっすがドートリシュ宰相。娘むすめにも容よう赦しやねぇなー。娘だからこそか？」

「クビにされた全員に、よかったら仕事を紹しよう介かいすると伝えておいて。城を修しゆう繕ぜんする仕事があるの。あとは馬車を作って欲しいわ。急ぎの仕事だから報酬ははずむわよ」

「ほんとか？　そりゃあいつらも喜ぶぜ、助かった。幹部連中はアレだしなぁ」

「でも過か酷こくな仕事よ。どんな仕事でもやる気のある者だけ集まるように言って」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　あいつら、お嬢様に見込まれただけあって腕うでは確かだ。第五層出身って偏へん見けんとか癖くせが強くてとにかく大人しく従わねぇから、干されちまうだけで」

「なら結構よ。あとは薬の方だけど……これも一つ心当たりがあるわ。集まる場所や日時はいつも通り、あなたを仲介してお願いしていいかしら。まずはいつもの面子メンツを集めて」

「おお、了りよう解かいだ」

「それと、あなたにもう一つ頼みたいことがあるんだけれど。正義の味方さん」

　呼びかけると、ジャスパーはたちまち嬉うれしそうな顔をした。

「何だ？　特ダネか」

「キースという高官を知っていて？　魔ま王おうの従者で有名なはずだけれど」

「ああ、そりゃあ……ってお嬢様。なんでまたいきなり魔王なんだよ？」

「彼の給金が支払われていないわ。恐おそらくだけど、魔王に関する予算のすべてを誰だれかが横領してると思うの」

　目を丸くしたあとで、ジャスパーは声をひそめた。

「本当か？　魔王つっても皇子だし、生活苦で魔ま物ものをけしかけられないよう、結構な予算が固定費で組まれてるんだろ」

「と、わたくしも思っていたのだけれどね」

　うらぶれた廃はい城じようが瞼まぶたの裏に浮うかぶ。あれがとても、予算がさかれた結果とは思えない。

「ひとまず調べてみて。大物が引っかかるかもしれないわ。何せ、魔王の予算だもの」

　普ふ通つう、そんなもの横領しようとしない。するとすれば、クロードが訴うつたえ出ないことを最初から見こせる人物だ。いずれにせよただ者ではない。

　神しん妙みような顔でジャスパーは頷うなずく。

「わかった、調べておく。連れん絡らくはいつも通り？」

「そうね、新聞社に投とう稿こうするわ。呼び出しは広告で返してちょうだい」

「了解だ。しかしそうか、魔王かァ。いいねぇ、皇位継けい承しよう権を剝はく奪だつされた禁きん忌きの皇子！」

「正義の味方なら、魔王は敵でしょう。複雑ではないの？」

　真意を探さぐるべく水を向けると、ぶんぶんとジャスパーは手を横に振った。

「ンなことねぇよ。散々子供の頃ころから命狙ねらわれまくったのに魔物をけしかけず廃城に引きこもってくれるなんて、できた皇子様だろ。魔物対策なんてほとんどしてもらえねぇ四層と五層の連中は、騎き士し団より魔王様々だしな。魔物が悪さしなくなったのは魔王のおかげって」

「……あら、そうなの？」

「下々の連中には人気だぜあの魔王様。『脆ぜい弱じやくな人間共、魔物の力を思い知れ』とか『王にひれ伏ふせ！』とか言いながら魔物が現れるんだけどさ。豪ごう雨うでふさがった道をあける作業も倒とう壊かいした建物の片付けも、騎士団より先にきてやってってくれるって」

　ベルゼビュートだ。もう少し言い回しが何とかならないのかとこめかみに人差し指を当ててしまう。

（……でも、クロード様……お人ひと好よし……というより、これはもう）

　器うつわ、ではないだろうか。為い政せい者しやの器。

　鳥とり肌はだが立った。

　皇こう妃ひという名前の臣下になるはずだった夢の名残なごりだ。どうしても考えてしまうことを、アイリーンは頭から振り払った。今の自分にそんな余よ裕ゆうはない。

「だったら下々に寄り添そう魔王様の財産で私腹を肥やす貴族連中の横領は、なかなかウケがよさそうね」

「ああ。ただ魔王様が表おもて舞ぶ台たいに出てきてくれねぇからなー。一目見たら忘れない美形だって話だし、写真でも撮とれたら女性受けもよさそうなんだが」

「それは最重要懸けん案あん事じ項こうに入れておくわ。じゃあ、あとはお願いね」

「おう。そう言えばお嬢様は、どうするんだ？」

「行くところがあるの」

「その行き先も気になるが、知りたいのは今後だよ。セドリック皇子は諦あきらめんのか？　俺はお嬢様が皇妃になるの、楽しみにしてたんだけどなあ」

　嫌いや味みのない言い方だったので、腹は立たなかった。実際、この男は皇妃になったらこいつに気をつけろ等々、色んな情報をくれたのだ。それが役立つ日は、もうこない──けれど。

（生き延びたら、そういう日もまたくるかもしれない）

　そのために目下やることは決まっている。

「他にやることがあるのよ。セドリック様よりいい男を見つけてしまって」

「──はっ？　いやいや、婚こん約やく破は棄きされたのって三日前だよな!?」

「愛に時間は関係ないのよ？」

　含ふくみ笑いを浮かべたアイリーンは、優ゆう雅がな足取りで先へ進む。

　女ってこえぇ、というジャスパーの声は聞かなかったことにした。







「と、いうわけでこの城を修繕しましょう。わたくしのポケットマネーで」

　結界に阻はばまれず廃城にたどり着いたアイリーンは、にこやかに交こう渉しようを開始した。

　廃城内で唯ゆい一いつ部屋として機能している応接間はさわやかな日差しが降り注いでおり、心なしかいつもより明るい。森の小道も季節外れの小さな花がいくつも咲さいていたので、クロードの機き嫌げんがいいのかもしれなかった。目視する限りは、相変わらずの無表情だったが。

　そんな中真っ先に反応したのは、今日も寒そうな格好のベルゼビュートだ。

「人間共を城に入れろというのか！　不敬にもほどがある、娘！」

「こんなぼろぼろの城に王を住まわせている方が不敬でしてよ」

「ぼろぼろだと？　かっこいいだろう！　このよさがわからないとは、これだから人間は」

　あ、こいつ厨ちゆう二に病だ。誇ほこらしげなベルゼビュートの説得を一いつ瞬しゆんで諦めたアイリーンは、まともに話のできるキースの方に話を向ける。

「どうでしょうキース様？　いい話ではなくって？」

「確かにすきま風ひどいし、城の修繕は有り難いですけどねえ……ただアイリーン様のポケットマネーからの支し払はらいというのがどうにも。利率いくらです？」

「無利子で。担保はクロード様でいいですわ」

「うっわあ非人道的ですね。のった！」

「誰が担保だ」

　一人掛がけの椅い子すに座っているクロードが、頰ほお杖づえをついたまま呆れている。風が吹いたり花がしおれたりしないあたり、アイリーンに慣れてきたらしい。

　ベルゼビュートが一人、首を傾かしげた。

「担保とはなんだ……？」

「妻にとっての夫のことです」

「いや、それはいくらなんでもあんまりじゃないですかね、アイリーン様……」

「クロード様。人助けだと思って城の修しゆう繕ぜんを許可してくださいませ。クロード様にも悪い話ではないでしょう？」

　最後に話を向けてみると、クロードは無表情で脚あしを組み替かえた。

「……人間に魔王の城を修繕させるなんて無理だ。君に借りは作る気はないし、そもそも魔物に必要ない──と指し摘てきしても、君は答えを用意してるんだろう」

　まさしく答えを用意していたアイリーンは、先回りの指摘に戸と惑まどう。

「確かに、用意はしておりますけれども……」

「だからこう聞きたい。公こう爵しやく令れい嬢じようの君がそんな事業を自分でやる理由は？」

「それは──人助けですわ」

　クロードが半眼になった。居い心地ごこちの悪さを感じながら、アイリーンはさらに説明をする。

「それに、セドリック様を見返すいい機会ですし」

「セドリックのために人生を一秒も無む駄だにしたくないと豪ごう語ごしていた気がしたが」

　記き憶おく力のいい男だ。アイリーンは別方向から攻せめてみた。

「クロード様を飼う以上、快適な生活を用意するのはわたくしの役目です」

「答えないならもういい、時間の無駄だ。結界で人間の出入りは監かん視しするが、目立たないように出入りしてくれ。うるさい貴族連中に目をつけられたくない」

「そ、それはもちろん気をつけます。……って、いいのですか？　修繕しても」

「ああ。君のやり方はともかく、もたらそうとする結果は信しん頼らいしている」

　掛かけ値なしの評価に、言いくるめる気満々だったアイリーンは出で鼻ばなを挫くじかれて口を噤つぐむ。

「キース。お前の給金もだが、僕への補助金も出てないだろう。うまくやって資金を作ってこい。それを支払いに充あてる」

「お、久し振ぶりのお仕事ですね。はりきって参りますよ」

　慣れた様子で指示を出すクロードに、アイリーンは慌あわてた。

「あの！　ジャスパーという記者がいまして、その方に探るように……」

「もう手を回したのか。なるほど、僕を担保にする気なんて最初からなかったわけだ」

　さらっと見破られてアイリーンは唸うなる。

　そう、まずはアイリーンが資金を出す。そしてジャスパーに証しよう拠こをつかませて、横領の犯人を脅おどすか暴あばく。その流れでクロード達に金を回す。そうしたら、アイリーンが負担した分は取り返せることになる。

　頭の中にあった資料だけでクロード達に回っていない補助金の総額を見込んだだけの大おお雑ざつ把ぱな計算だったが、今回の修しゆう繕ぜん費ひを払はらってなおクロード達の手元に金が残るはずだ。だが借金という形でなければ、取り戻もどした金をクロードは受け取らない気がした。

「君は本当に素す直なおじゃない」

　アイリーンの思おも惑わくを一言で片付けてしまったクロードは、斜ななめうしろのキースに目をやる。

「キース。ジャスパーという男は信頼できそうか？」

「バリエ新聞社の社長ですね。ガッツのあるいい記事書きますよねぇ、彼。アイリーン様は目の付け所が大変よろしいかと」

「……ずいぶん色々ご存じですのね」

「魔ま王おう様の左ひだり腕うでですので。ではお久し振りに私わたくしめ、出勤致いたしますかねぇ」

　ふふふと笑うキースがただ者ではない気がして、アイリーンは渋じゆう面めんになる。ゲームでも油断のならない有能従者だと描えがかれてはいたが、現実で見るとただ不気味だ。

　もちろん、有能でもなんでもない平へい凡ぼんな人間が、魔王の従者として人間社会で生き残れるはずがない。

　それはわかっているが、なんだか悔くやしい。

「──君は貸しを作られるのが苦手だろう」

　影かげがかかったと思ったらクロードの顔が鼻先にあった。驚おどろいて息を吞のんだアイリーンは、上ずった声で反論する。

「ク、クロード様が動くのは、わたくしへの嫌いやがらせ、ですかっ!?」

「そうだな。君が泣くのを期待してる」

　魔ま性しようのささやきに歯を食いしばり、距きよ離りを取る。無駄に跳はね上がる胸の鼓こ動どうを抑おさえ、つとめて冷静に唇くちびるを動かした。

「では、もう一つお願いします、クロード様。この森を含むクロード様所有の土地を貸してくださいません？　賃料はもちろん払います。小さな農園を作りたいのです」

「人間をここへ長期出入りさせたいということか？」

「……そうですわね。ものになりそうなら、そういうことになります」

「やってみればいい。だが、魔物とトラブルを起こすようなら、城の修繕と一いつ緒しよに途と中ちゆうで出ていってもらう」

　逆に言えば、魔物とうまくやっていけるなら話を聞いてもらう余地はある。何より魔王であるクロードがもっとも憂ゆう慮りよすべきことを、無下にしてはいけない。

「わかりました。城の修繕で様子を見ながら……ということですわね」

「あとは君がいかに素直に頼たのめるかだ」

「……。どうして素直に、なんて言葉がつきますの。きちんと正当な対価は支払います」

「対価に興味はあまりない。ただ君は、素直に頼むのは苦手だろう？」

　むかっ腹が立ったアイリーンはすっくと立ち上がり、甘いんだか辛からいんだかわからない言葉を平気で吐はくクロードを睨ねめ付けた。

「ではわたくしは早さつ速そく作業に入りますわね。ベルゼビュート様！」

「な、なんだ」

「城を案内してくださいな。どう城を修繕するか考えます」

「アイリーン」

「なんですの！」

　勢いよく振ふり返ると、クロードの人差し指が淡あわく光っていた。だが、光る指先をアイリーンに向けふっと横切らせただけで、光は消えてしまう。

　訝いぶかしんで左右に目だけを動かして、違い和わ感かんを覚えた。足あし下もとの自分の影だ。穴がある。

「え……え、ええぇっ!?」

　影が膨ふくらみ、ぱっくりと割れた穴から鋭するどい爪つめが、太い前脚が、明らかに影よりも大きい胴どう体たいが這はい上がってくる。あとずさるだけですんだのは、その姿に見覚えがあったからだ。

「あなた……この間の、フェンリルの子供……」

「君の影を、魔物達の出入り口にしておく。こうしておけば、魔物達が君の背後からいつでも勝手に出てこられるようになる」

　とんでもないことをクロードが簡単に言った。

「お待ちになって、わたくしの影になんてことなさいますの」

「だがこれで君がどこを動き回ろうと、魔物達も納なつ得とくする」

　つまり監視だ。そう言われると黙だまるしかなく、アイリーンは影を見つめる。

　最後にフェンリルのふさふさの尻尾しつぽが出てきたところで、影はアイリーンの形に戻り、割れ目も消える。穴から這い出たフェンリルはくるんと空中で器用に回転し、着地した。

　怪け我がは見当たらず、薄うす汚よごれていた毛並みもつやつやだ。好こう奇き心しん一いつ杯ぱいのきらきらした小さな目が元気なことを物語っていた。内心で安あん堵どしたが、眉まゆをひそめる。

「あなた、そんなところに立ってはだめです。下りなさい」

　テーブルの上に立ったフェンリルの子が目をまたたく。アイリーンは仕方なく、しゃがんでフェンリルの子供と目線の高さを合わせ、床ゆかを指さして繰くり返した。

「行ぎよう儀ぎが悪いから下りなさい」

　指さしで理解したらしいフェンリルの子は、ぴょんとテーブルの上から下りる。そしてどうだと言わんばかりに胸を張った。その様子に口元がほころぶ。

「あなたは賢かしこい子ね。見込みがありそうだわ」

「きゅう」

「もしこの間のことを恩に感じているのなら必要なくってよ。あれは人間達の方が明らかにクズだったわ。情けないったら。……あなたは本当に、いい子だったわね」

　フェンリルの子が首を傾かたむけたあと、撫なでろと言わんばかりにしゃがんだアイリーンの胸に頭を押しつけてきた。苦笑いしたアイリーンは、その頭を撫でてやる。

　それで満足したのか、フェンリルの子がぱっと駆かけ出した。応接間の扉とびらの前に立ち、アイリーンに振り返る。まばたいていると、フェンリルの子の横にベルゼビュートが並んだ。

　それでアイリーンは何をしようとしていたか思い出す。

「あなたも城の中を案内してくださるの？」

「助けてもらった礼がしたいんだそうだ。連れて行ってやってくれ」

　クロードの言葉に、フェンリルの子とベルゼビュートをそれぞれ見比べる。ベルゼビュートは鼻を鳴らした。

「王のご命令だ。行くぞ、娘むすめ。いつまで待たせる」

「……。二匹ひきのげぼ……いえ、騎き士しですわね。素す敵てき」

「きゅいっ」

「き、騎士、だと」

　フェンリルの子がぴんと大きな耳を立て、ベルゼビュートがうろうろ視線をさまよわせる。

　やや離はなれた場所からキースが声を上げた。

「ベルさぁん、その前にアイリーン様はこう言いかけましたからね。げぼ──」

「さあベルゼビュート様。こういう時は扉を開けてくださいな。騎士の心得です」

「王が通られる場合は扉が勝手に開くが……人間は面めん倒どうだな」

「わたくしはか弱き淑しゆく女じよでしてよ。騎士なら先に出て危険がないか確かめるべきでしょう」

「そういうものか……？」

「そういうものです。第一、フェンリルの子では扉を開けませんもの。魔王様の右みぎ腕うでたるあなたが手本をみせなければ！」

「なるほど！」

「クロード様……いいんですか、あれ？」

「楽しんでいるならかまわない」

　無事クロードのお墨すみ付つきをもらったアイリーンは、ベルゼビュートが開いた扉の外へ出る。

「あなたは扉を閉められる？」

　目を輝かがやかせたフェンリルの子が前脚で勢いよく扉を蹴ける。ばあんと派手な音を立てて扉が閉まった。力加減がまだきかないらしい。

「……。今度は静かに閉められるようにしましょうね」

「きゅいっ」

「いくぞ娘。王に気に入られたからといって調子にのるな」

「わたくしがクロード様に気に入られた？　影から魔物に監かん視しされてますのに」

「魔物達がお前に興味を持ったから、会いたい連中は会いに行けという気き遣づかいだ。そしてそれはすなわち、王がお前に興味を持ったということでもある」

　廊ろう下かを数歩進んだところで、ベルゼビュートが振り向く。

「王はお前の名前を覚えただろう」

　そういえば、さっき初めて名前を呼ばれた気がする。

　まったく気づいていなかったのに、意識するとじんわり頰ほおが熱くなった。子供の頃ころ、父親や兄達や、セドリック──尊敬する誰だれかが振り向いてくれた時みたいに。

　それを見たベルゼビュートが怪け訝げんな顔をする。

「変な女だ。あれだけ厚こう顔がん無む恥ちに振る舞まうくせに、そんなことで恥はじらうのか」

「なっ……！」

「まあどうだっていい。さあ頭こうべを垂れるがいい、我が王の部屋だ！」

　自じ慢まんしたくて堪たまらないのだろう、うきうきした顔でベルゼビュートが両開きの扉を押す。

（……。一番高位な人物の部屋の位置を、あっさりと教えてどうするの）

　おいおい教育せねばなるまいと、一気に冷静になったアイリーンは溜ため息をついた。







「うん、俺はな。お嬢じよう様さまはただ者じゃねぇって思ってたよ？」

　ベレー帽ぼうを万年筆で持ち上げながら、ジャスパーが叫さけぶ。

「でもだからって普ふ通つう、魔ま王おうの城の修しゆう繕ぜん作業をさせるか!?　人間に!?　いいのか!?」

「法律には引っかかってないわ。徹てつ夜やで調べたから安心して」

「法律云うん々ぬん以前にだな!?　ああもう、食われるんじゃないか!?　大だい丈じよう夫ぶなのかほんとに」

「怖こわがる者はこないでしょう。それならそれで仕方ないわ。でも、きてくれる人もいる。あなたみたいに」

　アイリーンの指し摘てきに、ジャスパーが虚きよをつかれた顔をする。

　廃はい城じようの禍まが々まがしい前庭には、まだジャスパー以外誰も到とう着ちやくしていない。集合時間まであと三十分はあるから当然だ。

「まあ……俺は独身で守る家族もいねぇし、なんつっても特ダネの匂においがしたら飛びこんじまう記者の性さがみたいなもんっていうかよ……でも、他ほかの連中はなぁ……」

「第五層の人間は魔王に感謝している。──そう教えてくれたのはあなたでしょう」

「え、俺のせいなのか!?」

「そうは言わないわ。……ただ、クロード様が」

　人間を──民たみをまだ、守ろうとする。それは、クロードの願いからくるのではないか。

　希望的観測も混じったその言葉をアイリーンは自ら閉とざした。

「こなかったなら、また別の手を考えるわ。平民落ちがかかってるんだもの、必死よ」

「平民なぁ……お嬢様が無む茶ちやする理由はわかったけどよ。ドートリシュ宰さい相しようはほんと無茶言うよな。お嬢様なら生きていけるだろうけどさ」

「無理よ。あなたの情報に賭かけるような世間知らずのお嬢様だもの」

　笑ったアイリーンに、ジャスパーは舌打ちした。

「だったら絶対くるって言わないといけなくなるだろうが、情報流した俺としては」

「ふふ、でしょう？　これでも信しん頼らいしてるのよ」

「──セドリック様は馬ば鹿かだよな。こんないい女、手放すなんて」

「あら、お世辞？　らしくないわね」

「平民になっちまったらすぐ連れん絡らくよこせよ。仕事も住む場所も探してやっから」

　驚おどろいたアイリーンの視線から逃にげるように、ジャスパーが深くベレー帽を被かぶり直す。二人の間をざわりと、風が吹ふき抜ぬけていった。晴天の空に不似合いな強い風だ。

「……まあ、どうせ俺の手には余る女だけどな」

「おい、娘！　状じよう況きようを報告しろ！」

　上空から翼つばさを広げて現れたベルゼビュートに、ジャスパーがぎょっとしてあとずさった。

「ま、魔ま物もの……！」

「安心していいわ、扱あつかいやすいから。……ベルゼビュート様、集合時間はまだ先でしてよ」

「では、上空から魔物達を引き連れて飛ひ翔しようして現れるのと、あたり一帯を焼き払はらって力を見せつけてから一人で出てくるのと、どちらがより王の右腕としてふさわしい？」

「上空からの方がまだまし──いえ、かっこいいと思いますわ。人間は空を飛べませんもの」

「なるほどな。ではそのように王に進言する。それと、そこの人間」

「はいっ!?　俺ですかね!?」

　声をひっくり返したジャスパーに、鷹おう揚ようにベルゼビュートは頷うなずく。

「そうだ。貴様は我々の敵か？」

「め、滅めつ相そうもない！　俺はアイリーンお嬢様の使いっ走りの、しがない記者で」

「ならばこれ以上、王を不快にするな。結界内のことを王はすべて把は握あくしておられる──王の風は、人間など軽く吹き飛ばすぞ」

　目を白黒させるジャスパーを置いて、ベルゼビュートは城の向こうへ飛んでいってしまう。

（風？　不快って……ジャスパー相手に？）

　さっき突とつ然ぜん吹いた風のことだろうか。しかし、考えても心当たりがない。

「ジャスパー、あなたクロード様に何かしたの？」

「いやいやいや、魔王様なんて顔も見たことねぇよ！」

「そうよね……一体なんなのかしら？　天気が悪くなるのは困るのだけれど……」

「あー、魔王様の心の乱れが風とか雨とか雷かみなりになるってやつか。……って」

　同じように首をひねっていたジャスパーが、ふとアイリーンの顔を正面から見る。

「……そう言うお嬢様は、魔王様と面識があるんだよな？」

「当然でしょう」

「──えー……じゃあまさかさっきの？　そういうことなのか？　ええー……」

　首をひねりながら何故なぜかジャスパーが、アイリーンから一歩分距きよ離りを開けた。

「……。何？　何かわかったのなら仰おつしやい」

「いや、確信のない情報を流すのは正義の味方としての主義に反する。なんか今もさわさわ風が吹いてるしな……これって魔王の圧力か……!?」

「クロード様は意味もなくそんなことをされる方ではないわ」

　そう言った途と端たんに風がやんだことに、アイリーンは気づかなかった。待ちかねていた人ひと影かげが見えたからだ。

　明るい森の小道を歩く人影が増えていく。ジャスパーが口笛を吹いた。

「きたかぁ。さすがお嬢様、敵は多いけど味方が少数精せい鋭えいだねぇ」

「ドニにリュック、クォーツに──アイザックまで！　まさかあなたまできてくれるとは思わなかったわ。あなた一応、貴族なのに」

「きたくなかったっつーの」

　どちらかと言えば薄うす汚よごれた格好の人間が多い中、一人いかにも貴公子な格好と整った面おも差ざしをした青年が、頭をがしがしかきながら一番前に出る。

「でも魔王だろ？　何やってんだって思うだろ？　みんな心配してきたんだよ」

「あら、有り難がとう。でもわたくしのことなら心配無用よ？」

「そう言うと思ったけどよ……考えることおかしーわ相変わらず。あのな。今オメーは大人しく引っこんでしくしく泣いてりゃいいの。そういうタテマエが大事なの。んで同情集めて、その間に裏であの二人を引きずり落とす画策すんだよ」

　不ぶ躾しつけに鼻先に指を突つきつけ、ずけずけ言うアイザックに、鼻で笑い返す。

「そういうのはあなたが得意でしょう？　頭脳戦はあなたに任せるわ」

「ってやらせんのかよ！　やらせるならちったぁ俺の言うこと聞いてみろよ！」

　アイザック・ロンバール。アイリーンと同じ学園の生徒だ。商売を成功させ金で爵しやく位いを買った、ロンバール伯はく爵しやく家という成り上がり貴族の三男。それだけで、特に何か目立ったところがあるわけではない。

（マークスの親しん戚せきってくらいで、ゲームにも出てこないものね）

　金で買った爵位なので、マークスとは血のつながりもないし、性格も真反対で、お互たがいがお互いを無視している。マークスが目立って人気がある分、アイザックはどこにでもいる学生の一人としか認にん識しきされていないだろう。

　アイリーンだって、たまたまペアで課題をするくじに当たらなければ、特に気にかけなかった。その時リリアはセドリックを引き当てていたのだから、世の中の縁えんはうまくできている。

「──セドリック皇子はお前が思ってるような男じゃねぇって、散々言ってやったのにな」

「そう言えばあなた、あの夜会の時、どこにいたの？」

「見てたよ、遠くからな」

「……見てたの。そう」

「俺が助けられるかっつーの。皇太子とマークス・カウエルだぞ？　あれに睨にらまれて生きていけるのはそれこそお前だけだ。俺が出て行きゃただの無む駄だ死じに、正義感の無む駄だ遣づかいだ」

「わかってるわ。あなたのそういうところは信頼しているもの。──セドリック様にクビを切られてくれたんでしょう？」

　事業を開始するにあたって、既すでに実家から商売を任されていたアイザックをアイリーンは取りこんだ。金の流れに関してはアイザックの方が内情を把握している。しかも成り上がりとはいえ貴族だ。セドリックが積極的にアイザックを切り捨てにかかったとは思えない。

「……リリア様好みの顔だったんだろ。それだけだよ」

　ぶっきらぼうに告げたアイザックに笑う。三白眼の鋭するどい顔立ちをしたアイザックは、間ま違ちがいなく美形の部類だ。いわゆる不良っぽくて近づきがたいので、騒さわがれないだけだ。

　愛あい嬌きようのある顔立ちをした小こ柄がらな少年が、大人っぽく肩かたを竦すくめる。

「アイザックさんは、自分で啖たん呵か切って抜けたんですよ」

「おいドニ、いい加減なこと言うな。クビっつったのはあっちだ」

「ドニも有り難う。あなたがいれば安心して現場を任せられるわ。親方はお元気？」

「ええ、元気ですよ！　アイリーン様がドートリシュ宰相に進言してくださったおかげで、第五層にも診しん療りよう所じよができましたから」

　小柄で身軽が取り柄えの少年は、第五層でも腕うで利ききの職人だ。孤こ児じだったところを彼が親方と呼ぶ職人に拾われ、遊び代わりに家を建てていたという経歴の持ち主でもある。手先が器用で、ろくな教育を受けていないのに図面がひけ、高い美術的センスも持ち合わせている天才建築士だ。彼とは、父親にくっついて第五層の視察に行った時に出会った。

　そして、ドニの親方が通う診療所に勤めている人間に、アイリーンは目を向ける。

「リュックも。ごめんなさいね、利益が出て、やっとあなたの希望だった薬の開発ができそうだったところに、こんなことになって」

「いえいえ。薬くす師しとしての興味で言えば、魔ま王おうの森の方が何か新しい発見がありそうでわくわくします。ね、クォーツ」

　癖くせの強い髪かみの毛が風になびくのを押さえながらリュックが話しかけたのは、彼の幼おさな馴な染じみだ。

　難しい顔をした眼帯の青年は、両りよう腕うでを組んだままふいと背を向ける。

「……」

「挨あい拶さつくらいしなよ、クォーツ」

「いいのよ。クォーツもきてくださって有り難う。ドートリシュ公こう爵しやく領の農園に連れていってあげられなくてごめんなさい。魔王の森の植物にも興味を持ってくれればいいんだけれど」

「……」

「……怒おこっているのかしら」

　長い髪を一つにまとめた端たん整せいな顔立ちの青年が滅めつ多たに喋しやべらないことは知っているが、最近は挨拶くらいしてくれるようになっていたので、不安になる。リュックが笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、アイリーン様。クォーツが怒っているのは、自分が折せつ角かくアイリーン様のために丹たん誠せいこめて作った植物を、セドリック皇子が持ってっちゃったことですから」

　クォーツは無口だが、植物を心の底から大事に育てる植物学者だ。植物を愛しすぎていて、商売に使うことを説得するのに骨を折った。だからこそのこだわりだ。

「それは、本当にごめんなさい。リュック達が考案した処しよ方ほう箋せんも、持っていかれてしまったのよね……」

「いいんですよ、アイリーン様のせいじゃない。ね、クォーツ」

「……。ああ」

　答えてくれたクォーツにほっとする。

「なら、二人とも魔王の森であっても、わたくしの下もとで働いてくれるのかしら」

「ええ、もちろん」

　リュックに続いてクォーツも小さくだが、首を縦に振ふった。二人とも第五層の出身だが、その才覚で特待生になり、第四層の学園に通った優ゆう秀しゆうな人材だ。こんなに心強いことはない。

「ありがとう、本当に。頼たよりにしているわ」

「頑がん張ばります。大丈夫ですよ、いざとなれば痕こん跡せきが残らない毒を開発しますから。ね、アイザック様」

「おい、勝手に巻きこんで俺を首しゆ謀ぼう者しやに仕立て上げようとするな腹黒薬師！　企たくらんでないからな俺は、皇太子暗殺なんて。そういうのは流行はやんねーの！」

「……。魔王の森に、いい素材があればいい」

「やーめーろー。ドニ、あの植物馬ば鹿か達を止めろ！」

「うーん。それよりは一定以上負ふ荷かがかかると壊こわれちゃう橋とか……？」

「お前も暗殺賛成派か！」

「あのー……そういうの置いといて、もう仕事の話に入った方がいいんじゃねぇか。すっげぇ風吹ふいてて寒いんだけど！」

　ずっと黙だまっていたジャスパーの提案に、アイリーンはふと空を見上げる。強くなった風は曇くもり空を連れてきていた。

「さっきまで晴れてたのに……どうしようかしら。ほら、お城はこの状態でしょう？　これだけの人数を入れるだけの場所がないのよ」

「はーいそこでやっと私わたくしめが登場ですよ！」

　一番うしろから手が上がった。驚おどろいてアイリーンは振り向く。

「キース様！　どうしてそこに？」

「紛まぎれこんでちょっと様子見してました。いやあ、想像以上ですよ。私めびっくりー」

「……。誰だれだ？」

「魔王の従者だ」

　アイザックの答えに、全員が振り向いた。ふふっとキースが笑う。

「脅おびえることはないですよ。私は普ふ通つうの人間ですから。……アイザック・ロンバール。元シュミット商会、今はロンバール社の三男。才覚だけなら兄達より上と噂うわさの問題児。あなたがアイリーン様の頭脳ブレーンですか、初めまして」

「……どーも。俺はただの出すい納とう係だけどな」

「ドニ様も有名ですねぇ。建築の設計からデザインまでこなす天才肌はだ。お抱かかえにならないかって貴族も多いとか」

「へへ、僕は自由にやってるだけなんですけどね」

「リュック様とクォーツ様は第五層自じ慢まんの秀しゆう才さい達じゃないですか。二人で経営されてる薬局はお値段も良心的、効き目も抜ばつ群ぐんと大好評。人望も厚い」

「お褒ほめいただき、有り難がとうございます」

「……。ただの結果だ」

「でも一番すごいのはアイリーン様ですかね？　これだけの人材をおさえて、これだけの人間を魔王の城の前に集まらせる。今まで誰にもできなかったことです」

　達者な口を披ひ露ろうしながら、キースがアイリーンの目の前までやってきた。ベレー帽ぼうの下から、ジャスパーが低い声で尋たずねる。

「魔王様と一いつ緒しよに森に引っこんでるって話だったが……従者はよく知ってるな。俺以上の情報通じゃないのか？」

「そりゃあ、魔王様の従者ですから。それくらいの情報収集、当然です」

　人を食ったような笑えみを向けたあと、キースが揺ゆれる木々を見上げた。

「ああ、いけない。おしゃべりがすぎてクロード様が苛いら立だってますねぇ。雨がきそうだ」

　そう言ってキースがうらぶれた廃はい城じようの鉄てつ扉ぴの前に立つ。

「クロード様、お客様が雨に打たれないよう城をお願いしますよ。さあ、皆みな様さま。中へご案内致いたしましょう」

　キースがアイリーン達に恭うやうやしく頭を下げる。同時に、鉄扉の門がひとりでに開いた。

　破れた国旗が曇り空の下で強風に煽あおられている。完全にホラーだ。

　初めて魔王の城にきた時と同じ面おも持もちで、アイリーンはこくりと喉のどを鳴らす。それでも真っ先に自分から足を踏ふみ出した。代表は自分だ。

　溜ため息をついたアイザックが次に、ドニは少し脅えながらそのあとに続く。ジャスパーは顰しかめっ面つらで追いかけるように足を踏み出し、リュックとクォーツも顔を見合わせてから続いた。そのうしろには彼らが連れてきた者達が、それぞれ脅えながら、あるいは虚きよ勢せいを張りながら続く。

　誰もここにきて怖おじ気づかなかった。それを確かく認にんして、キースは振り向く。

「アイリーン様は、本当に見込みがありますね」

　薄うすく薄く、弧こを描えがいた唇くちびるが笑みを象かたどる。

「私め、気に入っちゃいました」







　燭しよく台だいの灯あかりだけが頼りの暗い廊ろう下かが続く。真っ先に疑問の声を上げたのはドニだった。

「おっかしいなあ。外から見た時はこんな造りじゃなかったのに……」

「魔王様の魔法ってやつじゃねーの。どっちが正しいのかなんて考えてもわかんねーよ」

　アイザックの言葉が正解だろう。

　やがて両開きの扉とびらがもう一つ現れた。それも、ひとりでに開く。

　足を踏み入れた瞬しゆん間かん、あまりの明るさに目をつぶった。

　大理石の床ゆかに銀のシャンデリアが煌きらめき、光を反射する。首を上げなければ見えない高い天てん井じようは、硝子ガラスの薔ば薇ら窓で彩いろどられていた。雨に打たれているらしく、音が聞こえる。右も左も贅ぜい沢たくに広い白はく亜あの空間に、天鵞絨ビロードの絨じゆう毯たんがまっすぐ玉座までのびていた。

　王の間だ。エルメイア皇国の皇城に劣おとらぬその場所に、アイリーンの背筋が伸のびる。

　たった一人、玉座に腰こし掛かけているのはクロードだった。脚あしを組み、頰ほお杖づえをついて長い睫まつ毛げを伏ふせている。

「クロード様。客人をお連れしました」

　キースの声に、クロードが瞼まぶたを持ち上げる。紅玉のような深い赤の瞳ひとみが、すべてを睥へい睨げいした。

「……あれが、魔ま王おう、か」

　小さくアイザックが呟つぶやく。

　最さい後こう尾びから抜ぬけ出たキースがクロードの玉座の左側に立つ。同時に硝子の天井をすり抜け、翼つばさを広げたベルゼビュートが玉座の右側に降り立った。

　魔王と、その双そう璧へきだ。はっきりとそれを指し示される。

（よかった。ベルゼビュート様の登場の仕方がわりと普通だったわ）

　クロードが止めたのだとしたら有り難がたい。クロードと同じく人外じみた美しさを持つベルゼビュートも、黙って立っていれば大変に威い圧あつ感かんがあるのもわかった。

「貴君らに望むのは一つ。魔物達を傷つけず、その生活を脅おびやかさないことだ」

　頰杖をついた体勢のまま、胡う乱ろん気にクロードが口を開いた。

「そしてここが結界内である以上、大体の行動は私に筒つつ抜ぬけになる。意識して見る、聞くをしなければわからないことだが、逆にそうしようと思えばいくらでもできる──ということを忘れずにいることだ。キース」

「はいはい。報ほう酬しゆうについてはアイリーン様が提示した通り、お支し払はらい致します。まさかの幻まぼろしとかじゃないので、そこは安心してくださいね」

「えーっと……いいですか。あの、城の修しゆう繕ぜんって僕聞いたんですけど、どこを直せば？」

　アイザックのうしろからドニが顔だけ出す。クロードはぱちんと指を鳴らした。途と端たんに白亜の王座が消え去り、アイリーンが見慣れたうらぶれた王座が現れる。

「へ？　あれっ」

「わわわわ、雨！　雨が！」

「──ということだ。雨に降られたくないだろう。直すところは山ほどある」

　もう一度指を鳴らして、クロードが空間を元に戻もどした。要は魔ま力りよくで作った空間だと説明したのだろう。

　一いつ瞬しゆんだけ雨に打たれてしまった全員が、情けない顔になる。リュックが手の雫しずくを払はらった。

「うーん……これは、お気き遣づかい感謝しますって言うべきなのかなあ……？」

「……。天候が荒あれると、植物が育てにくい……」

「それについては努力してもらうしかない。できるだけ荒らさないよう、私も努力はするが」

　そう言ってクロードは手を横に払った。その瞬間に、全員の水気が飛ぶ。乾かわいてしまった上着を見ながら、アイザックが呟く。

「すげぇ……これが魔力ってやつか……便利すぎる」

「私からはそれくらいだ。何か質問は？」

「あ、はい！　どんな城を造ればいいですか！」

　建築のことになると怖こわい者知らずになるドニが、目をきらきらさせながら尋ねた。

「好きに──」

「お待ちになってクロード様。ドニに好きにしろと言ったら本当に好きにされますわよ」

「あっハイ、好きにしていいなら！」

「……」

　アイリーンの忠告をきちんと聞き届けたらしく、クロードは少し考える仕草をした。

「……。できるなら、魔物が住みやすいものを頼たのむ」

　ドニが目をまん丸にしたあと、両りよう腕うでを組んだ。

「魔物……魔物ですか……うーん……魔物から話って聞けるんですかね……」

「ベルゼビュート。訳してやれ」

「承知した、王」

「細かいところはキースに聞けばいい。何かあれば随ずい時じ、判断する。では、私は失礼する」

　そう言ってクロードが王座から立ち上がった。アイリーンは眉まゆをひそめて声をかける。

「クロード様。どこか体のお加減でも悪いのですか？」

「……どういう意味だ？」

「クロード様が無表情で無む駄だ口ぐちを叩たたかないのはいつものことですし、きちんと立場をわきまえてらっしゃるので、人前だとこういう演出をなさるのはわかるのですけれど……いつもよりぴりぴりしてらっしゃいません？　雨もどんどんひどくなっているような……」

　憂ゆう鬱うつなクロードの気分を表しているようだ。気になって仕方ない。

「何かご不満があるなら言って下さいませ。善処致しますわ」

「……。特に善処してもらうことはないが。そうだな、質問なら一つある」

「なんでしょう」

「君はその面子メンツを引き連れて成功して、本当にセドリックが喜ぶと思ったのか」

　思いもよらない質問に、きょとんとしてしまった。

（……セドリック様？　どうして今、セドリック様？）

　わけがわからない。アイリーンの反応を見こしていたのか、クロードは返事より先に口を開いた。

「……まあ、それでもセドリックのやりようを肯こう定ていできるわけではないが」

「仰おつしやりたいことはなんですの。はっきりしてくださいませ。あなたはセドリック様とは違ちがうでしょう」

　アイリーンの強い口調に、クロードはほんの少し瞠どう目もくした。そのあとで、真顔に戻る。

「平民になるかもしれないというのはなんだ？」

　今度はアイリーンが瞠目する番だった。

「……。その話を、どこから」

「先さき程ほども言ったが結界内の話は聞こうと思えば聞ける。そこの男に話していただろう」

　しまった。初歩的なミスを痛感しながら、アイリーンはうつむく。

「……だって、クロード様を飼うと啖たん呵かを切って夜会にお誘さそいしたのに、自分が公こう爵しやく令れい嬢じようではなくなるかもしれないなんて、恥はずかしいじゃありませんか」

「……。そんな理由で？」

「そんな、ですって？　クロード様、平民がどれだけお洒落しやれができないかわかりませんの！」

　頭にきてアイリーンは美び貌ぼうの魔王を睨ねめ付ける。クロードはたじろいだようだったが、それでもその美しさも気品も失われない。それに余計腹が立った。

「平民になったらこんな質素なワンピース一つ着られなくなりますのよ！　そりゃクロード様なら、ぼろを着てても全ぜん裸らでも美形なので気にならないでしょうけれど！」

「……いや、全裸はさすがに……」

「クロード様、そこに突つっこまなくていいです今は」

「わたくしが今クロード様の前で堂々とできるのは、高いドレスと化け粧しよう品と身分で武装してるからでしてよ！　普ふ通つうの女性だったら、あなたの横に立つなんて死んだってごめんです！　公爵令嬢で綺き麗れいに着き飾かざっているから、あなたを誘えるんです！　おわかり!?」

　まくしたてたあとも、クロードはしばらく黙だまっていた。肩かたで息をしながら、アイリーンはにらみ続ける。

「……僕は、約束は守る。君がどんな立場でも」

　やっと口を開いたクロードの赤い瞳が、真しん摯しにアイリーンを見つめる。

「それに、君が公爵令嬢でもそうではなくなっても、君自身は何も変わらないと思うが」

　お約束の言葉だ。世の中はそんなにうまくいかない。

　なのに、妙みような動どう悸きがした。クロードの眼まな差ざしが痛い。

「ですよねぇ。むしろ全裸とかおいし──べるべびゅーほはん、はひふるんへふか」

「王が今お前に殺意を向けられた。よくわからないが、王の希望だ。死ね」

「口をふさぐだけでいい、ベル。……では僕は失礼する」

「ちょっと待ってください。結局、クロード様はどうして機き嫌げんが悪かったんですの」

　そこが解決していない。なのに、クロードはふっと唇くちびるを綻ほころばせた。

「さあ？　僕もよくわからない」

「なんっ……」

　言い返そうとしたら姿が消えた。同時に、白はく亜あの王座も消えてなくなる。

「なん、ですの……一体……」

「いやいや、いいんじゃないですか。機嫌直ったみたいですよ、クロード様」

　そう言ってキースが空を指さす。そこには雨空ではない、晴天が戻っていた。

　釈しやく然ぜんとしないが、これでクロードへの挨あい拶さつもすませた。早さつ速そく仕事の話だと、アイリーンはそれぞれ微び妙みような面おも持もちになっている皆みなに振ふり返る。

「では、仕事の話をするわ」

「相変わらず切り替かえ早いな、お前！　っていうか今の会話って」

「やめろアイザック坊ぼつちゃん！」

「誰だれが坊ちゃんだよ正義の味方気取りのおっさん！」

「魔ま王おうは感情が乱れると、竜たつ巻まき起こしたり雷かみなりを落とすらしい」

　両りよう肩かたをジャスパーにつかまれたアイザックが黙った。リュックが真顔で呟つぶやく。

「……セドリック皇子とどっちがましなんだろう」

「……。比ひ較かくが難しい」

「魔王様、いい人っぽかったけどなあ。綺麗な人だったねー彫ちよう刻こくにしたい」

「いいから全員、仕事よ。わたくしにはあなた達を無む駄だ遣づかいする暇ひまはないの」

　きっぱり言い切ると、渋しぶ々しぶといったように全員が目配せをしながらアイリーンに向き直った。

「ドニは、クロード様の希望にそった城の改修をお願いするわ。ベルゼビュート様、魔物との通訳をお願いします」

「仕方がない。王の命だ、こい、子供」

「ええ、子供ぉ？　僕、これでも十六歳なんだけどなあ……」

「ジャスパーは横領についての調査を。キース様も協力してくれるそうよ」

「……わあった。宜よろしく頼むぜ、従者さん」

「はいはい宜しくですよ。骨の髄ずいまで搾しぼり取りましょうね！」

　きらきらしたキースにジャスパーが頰ほおを引きつらせている。放ほうっておいてもこの面々は大だい丈じよう夫ぶだろうと、アイリーンは一番の難関について切り出した。

「アイザック、リュック、クォーツ。あなた達にはわたくしの新しい事業の起たち上げを手伝ってもらうわ」

「新しい……ですか。石せつ鹼けんとか僕が作ったものの処しよ方ほう箋せんなら、覚えてますよ。同じのを作るのはどうですか？　改良を加えれば、少しは」

「……。材料も、まだ少しなら、ある」

　アイリーンより先に、アイザックが口を開いた。

「駄だ目めだ。セドリック皇子は最低だが馬ば鹿かじゃない。アイリーンは一ヶ月半後の夜会で事業を譲じよう渡とする。その条じよう項こうには事業の独どく占せんが盛りこまれてるはずだ。少々改良したところで、難なん癖くせつけて販はん売ばい停止か取られちまう可能性が高い。だからやるなら別の商売だ。薬品とはいえないものを開発しなきゃならない。で、何が作りたいんだ？」

　さすが話が早いと、アイリーンは微笑ほほえむ。

「わたくし、やりたいことがあったの。化粧品よ」

「化粧品？」

「貴族の女性は自分の美貌に湯水のように金を使うわ。それこそ貴婦人方の常備薬みたいなものよ。そこにつけこむの。貴族からの評判を落としかねないから、避さけていたのだけれど」

　貴族相手の商売は、吸い上げる相手が貴族なだけに政治的な問題が発生しやすい。政敵をできるだけ作らないよう、セドリックの立場を考えて自発的にひっこめた案だ。

　それでも兄も父も最初、面おも白しろいと言ってくれた。見込みはあるはずだ。

「……やる価値はある。俺はのった。リュック、クォーツ。お前らはどうだ」

　両りよう腕うでを組んでアイザックが、開発の中心人物になるリュック達に目を向ける。

「そう言われてもぴんとこないというか……薬は駄目だというのは、わかったけれど」

「こう考えて、リュック。化粧品というのはね、女性の肌はだを綺麗にする薬なの」

　この世界の女性は、少し前まで蜜みつ蠟ろうを塗ぬり白粉おしろいをはたいていた。まるで絵を描かくように。

　だが、化粧は絵画と違う。化粧品とは肌のことを考えた化学薬品だ。体と同様、肌が弱かった前世の自分は苦労し、最終的に手作りに走った。だから基本なら覚えている。

　そして今、ここでは、化粧品はまだ絵画で、化学の領域が入りこんでいない。

「皮ひ膚ふ病を治す──という感覚を持って。がさがさになってしまう手には、あかぎれを起こさないよう軟なん膏こうを塗るでしょう？　それと同じよ」

「……なるほど、わかる気はします。やってみましょうか……クォーツは？」

「……。化粧水というからには、まずは水だろう。洗うと手がすべすべするような……へちま水、とかか」

「そう、そういうのよ！」

　聞いたことがある気がする。

（深海水とか、ヒアルロン酸とか、さすがにどうすればとれるのかわからないけど！）

　いずれ開発して欲しい。相当年月がいりそうだが。

「基本は潤うるおいと保ほ湿しつ。水とアロマ……精油はあるはずよね。それを混ぜるの。あ、ひょっとしてアロマも売れる？　なかったわよね、アロママッサージとか」

「アロマ……？　なんだそれ」

「あとでまた説明するわ。それを夜会までに仕上げて。わたくしも使うし、クロード様が隣となりにいれば相乗効果があるはずよ」

「広こう告こく塔とうか。あの魔王様、やたら綺麗だもんな」

「そうなのよ！　だからせめて隣に立つわたくしも負けないレベルにしてちょうだい」

　必死なアイリーンに、アイザックがやや引いた。

「それが動機か!?」

「そうよ、何か悪い？　売る自信ならあるわ。貴婦人の死活問題なのよ！」

「アイリーン様は十分お綺麗ですよ」

「……魔王はいわば人外だ。張り合わない方が……」

「魔王でも人間でも、男性があんなに肌も髪かみも綺麗って、それだけで屈くつ辱じよくよ！　一体どういうことなの……女として負けるわけにいかないわ……！」

「……。なるほど、確かに金になるわこりゃ」

　アイザックのひそかなつぶやきに、全員が神しん妙みように頷うなずく。

　はからずしてアイリーンは、自らの吐と露ろにより、新事業の有用性を納なつ得とくさせたのだった。
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「そう！　これ、この香かおりよ！　よく抽ちゆう出しゆつしてくれたわ……！」

　前世の記き憶おくと大差ないラベンダーの香りに満足して、アイリーンは微笑む。リュックがドニを見た。

「ドニが作ってくれた水蒸気蒸留器のおかげですよ」

「ローズマリーも欲しいわ。わたくし、あれ好きな香りなの」

「確かにあれは香りがいいが……そういう意味ではカモミールもか？」

「そうね。果物もブレンドしたいわ。オレンジやレモン。それで効能を分けていくつか基き礎そになる化け粧しよう水を作りましょう。希少価値を高くして、高く売るわよ」

「ほい、そこで俺からプレゼント」

　そう言ってアイザックがばさりと書類が入った大きな封ふう筒とうをリュックに持たせた。

「ハーブや精油を使って効能があったって臨りん床しよう例れいをまとめた。庶しよ民みんの間で流行はやった噂うわさもな」

「……火傷やけどにラベンダー精油で効果……黒死病をハーブで予防した？　これほんと？」

　リュックがぺらぺらとめくる書類を、横からクォーツも一いつ緒しよに覗のぞきこむ。

「使ったのはタイム、セージ、ミントに……どれも殺さつ菌きん効果の高いものだ。それを酢すにつけこんでハーブビネガーにしたのか。なら強い殺菌作用が見こめる……」

「つまり、消毒薬ってことか。……これ、庶民にも広められるんじゃないかな？　それこそ庶民が作っていたもののようだし……」

「薬に見えないよう売り方を工く夫ふうすればな」

　アイザックが人の悪い笑えみを浮うかべる。アイリーンも頷いた。

「のちのちそちらにも手をつけましょう。まずは資金よ。化粧水と、あとはそれを入にゆう浴よく剤ざいや石鹼なんかにも応用したいわね。何かまた見つけたら随ずい時じ報告をちょうだい」

「わかりました。この森はすごいですからね」

「──魔ま物ものの環かん境きように合わせてなのか、見たこともない植物がある……」

「ただし魔物達の生態系に影えい響きようが出ない採取が鉄則よ。クロード様がお怒いかりになるわ」

　こくりとクォーツが頷く。そもそも植物を大事にする彼ならば、そのあたりは忠告するまでもなかったかもしれない。

「あとは城の修しゆう繕ぜんね。ドニ、進しん捗ちよくはどう？」

「順調です！　最初はどうなるかと思いましたけど、魔物達の住すみ処かとか滅めつ多たに造れないですし今は楽しくってしょうがないです！　この厨ちゆう房ぼうだってうまくできたと思いません!?」

　ドニがにこにこ笑って両手を広げる。

　魔物達の希望ということで、真っ先にできあがったのが、アイリーン達が集まっているこの厨房だ。他ほかにいい場所がないので、本来なら使用人たちの食しよく卓たくとなる長机で会議を開いている。

　客人は見込めないというキースの言により、城の厨房にしては狭せまい。しかしちょうどいい間取りで、火の位置や食べ物の保存場所、外へ出る裏口まで便利に使えるよう造られている。

「やってるのは草と花の煮に出だしだけどな」

「でもこれで材料がそろえば、アイリーン様もお菓か子しがここで作れますよ」

「そんな時間はないわ。大きな問題がまだ一つ残ってるのに」

「何ダト！　娘むすめ、クッキー作レ！」

　背後の影かげから蝶ちようネクタイをしたカラスが飛び出てきた。そのあとわらわらと魔物達が出てきてアイリーンの足あし下もとや頭上にたむろする。

「俺様、アーモンド！　ケーキハイチゴ！」

「パイ、ヨコセ……」

「タルト、知ラナイ、食ベル」

　振ふり向かないまま、こめかみに青筋を浮かべる。

「私の影を便利な通路にしないでくださる……戻もどりなさい今すぐ！」

「クッキー！　クッキー！」

「ケーキ！　ケーキ！」
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「合唱しないで！　この間、わたくしが寝ねている間に部屋にあったお菓子を食べつくしたのはあなた達でしょう!?」

「オ前、持ッテコナイ、悪イ！」

　ものすごい開き直りだ。だが多勢に無勢で、他の面々まで騒さわぎ出す。

「作ラナイナラ砂糖トルノ、邪じや魔まスル！」

「他ノ植物ダッテ、取ラセナイ！　モウ何モ教エナイ！」

「ドニハ別！　屋根、雨、シノゲル！　イイ奴やつ！」

「ああもう、仕事が終わったら作るし話も聞くから待ってらっしゃい！」

　飛び回るカラスを素す手ででつかんで、影の割れ目にぎゅうぎゅう押しこもうとする。

　だがばたばた羽を動かしてカラスは生意気にも抵てい抗こうした。

「横暴、横暴！　魔ま王おうサマ、言イツケル！」

「それはこっちの台詞せりふよ。わたくしは仕事中だと言っているでしょう……！」

「……邪魔をするんじゃない」

　静かな声に、ぴたりと魔物達の喧けん騒そうがやんだ。

「それと、その影を使ってでも結界の外へ不用意に出ないように」

「了りよう解かい、了解！」

「この間もそう言ってつまみ食いをしに……お待ちなさい、逃にげるつもり!?」

　次々影に飛びこんで消えていく魔物達を見てアイリーンは地じ団だん駄だを踏ふむ。仕方なく、キースを連れて出入り口に立っているクロードをにらんだ。

「クロード様、魔物達にもっときちんと注意してください。わたくしの部屋にしょっちゅうお菓子をねだりにきますわよ、特にあのカラス達！」

「君だって菓子と引き換かえに森の情報を集めてるんだろう」

「それはそれ、これはこれです！　もう一度しびれ薬を仕込んでやろうかしら……！」

「そうしたらおいしい実の場所とか教えてもらえなくなるかもしれませんねぇ」

　意味深にキースが笑う。アイリーンは両りよう腕うでを組んで、溜ため息をついた。

「……報ほう酬しゆうは渡わたしますが、礼れい儀ぎは大事です。しっかり注意してくださいませ、クロード様。ドートリシュ公こう爵しやく家の屋や敷しきで魔物が見つかったら大おお騒さわぎになりましてよ」

「君が何とかしてくれると魔物達は思ってる」

「だからそれが……！」

「まあまあ、魔物達の教育方針の話はそこまでにして。資金の面ですが、うまく調達できましたのでご報告に上がりました。いやー迅じん速そく解決ですよ、ジャスパーさん優ゆう秀しゆうですね！」

　ジャスパーが記事の締しめ切りに追われてこの場にいないのをいいことに適当な報告をするキースに、冷めた目を向ける。

「ジャスパーはあなたを怖こわがっていたけれど？　あっという間に証しよう拠こをつかんできたんですってね。まるで準備してたみたいに」

「そんな、偶ぐう然ぜんですよぉ」

「しかもジャスパーには別の汚お職しよくネタを提供して、横領の犯人は誰だれか教えなかったそうね。どういうおつもり？」

「だって魔王様に生活費がなかったとか記事になったら、かっこわるいじゃないですか？」

　テーブルに積まれたラベンダーが一気に枯かれ出した。ドニが真っ先に叫さけぶ。

「あっ魔王様が傷ついてる！」

「そんなわけですので皆みなさん安心して仕事に励はげんで下さい。あと夜会の準備も、私わたくしめはりきっちゃいますから！　クロード様には一いつ張ちよう羅ら着せますから、アイリーン様も負けずに、ね！」

　にやにや笑うキースは完全に面おも白しろがっている。アイリーンは淑しゆく女じよの笑みで応戦した。

「ええ、頑がん張ばりますわ」

「うわあ、楽しみですねー。ね、クロード様！」

　その名指しに自分でも驚おどろくほど動どう揺ようした。だが、皇こう妃ひになるべく鍛きたえ抜ぬかれた鉄てつ壁ぺきの淑女の笑みのおかげで、表に出さずにすむ。できるだけ自然に、クロードに目を向けられた。

　だが肝かん心じんのクロードが、とても綺き麗れいな顔立ちのままで固まっている。

「……」

　ただの世間話のはずなのに、沈ちん黙もくが恐おそろしく重い。お願いだから適当なことを言って欲しいと、笑え顔がおが引きつりそうになったその時、クロードがあえぐように唇くちびるを動かした。

「……別に」

　それだけで、ふいっと顔をそむけると同時に姿が消えた。

　微び妙みような沈黙が漂ただよう厨房で、冷静になったアイリーンは低く呟つぶやく。

「……。つまり、着き飾かざったところで別に変わらないだろうという意味かしら……？　いい、全員！　なんとしてでもこの化け粧しよう水を完成させてクロード様をぎゃふんと言わせるわよ！」

「ええー……そっちいっちゃうんですかアイリーン様って。魔王様の純情が仇あだに！」

「残念だったな。どうしてあんなに自分がムキになってるのかも自覚ねぇよ、ありゃ」

　キースとアイザックが呆あきれている。ばんと長机に手をついてアイリーンはその空気を遮さえぎった。

「さあ、仕事よ！　夜会まであと一ヶ月しかないんだから……！」

「あ、ラベンダーが元に戻ってる」

　ドニのつぶやきに全員が肩かたを竦すくめるが、頭にきていたアイリーンは目に入っていなかった。







　ほどなく、化粧水の試作品が完成した。秘ひ匿とく性を考こう慮りよして、アイザックが選んだ富ふ裕ゆう層の女性にモニターしてもらった結果、評判は上々。手て応ごたえは十分あった。

　問題は売り方だ。

（わたくしが売りこもうとしても、今は名前だけで門もん前ぜん払ばらいされかねない。前はドートリシュの名前だけで信用は十分だからって、宣伝のことはあまり考えてなかったのよね……）

　ジャスパーに調べてもらった、夜会出席予定者のリストに目を通す。皇太子が初めて自ら夜会を主しゆ催さいする場だ。大物貴族の名前も並んでいる。ここでうまく演出できれば、軌き道どうにのる。

（いいものができたもの、使ってもらえれば確実に評判になるはず。問題はどうやって使わせるかよ。頭を下げて頼たのむ？　いいえ、そんなことをしたら足あし下もとを見られるだけ……）

　がさりと音が聞こえた。羽根ペンを持って自室の机に向かっていたアイリーンは、振り向かずに口を動かす。

「クロード様に言いつけましてよ？」

「……」

「アーモンドでしょう。まったくあなたは懲こりもせず──って」

　振ふり向いたアイリーンは目を丸くする。そこにいたのは蝶ちようネクタイをつけたカラスではなくベルゼビュートだった。

（……。そうね、彼、魔ま物ものだものね。使えるのよね、わたくしの影かげ）

　微妙に間の抜けたことを考えてしまう。

　こんな真夜中に、淑女の部屋に忍しのびこむ。魔物とはいえ青年の格好をしている以上、許されざる所業だ。だが、彼に限って夜よ這ばいなんてことはあるまいし、ただ困こん惑わくが勝まさる。

「……娘むすめ。頼みがある」

「……。まあ、いったいどういう風の吹ふき回しで？」

　皮肉ではなく本気で首をかしげると、ベルゼビュートは眉み間けんのしわをさらによせた。

「俺だとて、頼みたくはない。だが、お前が適任だと小こ僧ぞうから聞いた」

「ドニのことかしら。まったく、わたくしは便利屋ではなくってよ。でもいいでしょう、言ってご覧なさい」

「……王が、夜会に行かれるだろう。俺もそれについていきたい」

　ぱちり、とアイリーンはまばたきした。ベルゼビュートは深く息を吐はく。

「キースがついていくのは知っている。だが、それだけでは心もとない」

「夜会についてきたとしても、従者は隅すみにいるくらいしかできませんわよ？」

「それでもだ。……夜会とは、王を追いやった人間共の集まる場所だろう。そこは王にとって戦場だ。王は強い。負けない」

　ゆるぎない信しん頼らいが宿る瞳ひとみで、ベルゼビュートは続ける。

「だが、傷つかないわけではない」

「……」

「夜会という場所で王に恥はじをかかせないためには、マナーという力が必要だと聞いた。俺は、その力が欲しい」

　せめて、そばにいるために。

　そう訴うつたえる瞳に、苦笑いしてしまった。──これは、断れない。

「わかりました」

「俺にマナーの力を授さずけてくれるのか」

「ええ、授けましてよ？　まだ一ヶ月あります。とりあえず形にして差し上げますわ。あなたはクロード様の右みぎ腕うでで、騎き士しなのですから」

　ぱっと嬉うれしそうな顔をするベルゼビュートの純真さは本物だ。

「クロード様は幸せ者ね。……何より、不思議な方だわ」

　ベルゼビュートが首を傾かたむけた。それがまぶしくて、うらやましくて、アイリーンはぽつりと胸の内をさらす。

「魔物を守って人間も助ける。……本当はどんな方なのかしらと、気になってしまうの」

「魔ま王おうだが？」

「そうね。それでこそ魔王なのかもしれないわ。……近づけば危険で、何が起こるかわからない。でもだからこそ誰も無視できない……──それだわ！」

　まさに天てん啓けいだった。立ち上がり、夜会の出席者のリストをもう一度見る。

「……狙ねらうならこことここと……確かこの二人は仲が悪かったわね、それを利用して……！」

「おい、娘。俺は早くマナーを授かりたいのだが」

「ええ、もちろんよ。あなたにも他ほかのご令れい嬢じようがときめく騎士になってもらわないと」

　いけるはずだ。にいと悪徳商人の笑みを浮うかべたアイリーンは、早さつ速そくベルゼビュートに向き直る。

　そして両腕を軽く組み、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「そういうわけで、まずはわたくしに跪ひざまずきなさい？」







「……ベルゼビュートの様子が最近おかしいのは、君のせいか？」

　できあがったばかりの城のテラスで眼下の様子を見ていたアイリーンは、上から声をかけられて顔を上げる。

　真下では城の修しゆう繕ぜんに走り回る職人へドニの指示が飛んでいる。しかし誰も、宙に浮かぶ魔王の姿に驚きもしない。

　それくらい、見慣れた光景になってしまった。

「様子がおかしいだなんて。騎士らしくなってきましたでしょう？」

「延々と正しい礼の仕方を見せられたんだが……」

「それくらい見て差し上げてくださいな。夜会まであと一週間。クロード様のそばにいたい一心で頑張ってらっしゃるんですから」

　複雑そうな顔で、クロードはテラスに降り立つ。足下でおすわりをしていたフェンリルの子がすっくと立ち上がり、隣となりをあけた。アイリーンと並んで、クロードもテラスから周囲を一望する。

「他にも菓か子しをエサに、魔物達に色々させているらしいな」

「無む理り強じいはしてませんわ。それとも全すべてクロード様の許可が必要でした？」

「いや。……魔物達も楽しそうだからいい」

　眼下からはにぎやかな声が聞こえてきていた。籠かごを首にかけて運んでいくカラスの集団が見える。重い木材をひょいと立てて、支えている狼おおかみ男もいる。

　それを見ているクロードも心なしか嬉しそうだ。冬の風なのに、テラスに吹いてくる風がどこか優やさしい。

「工事を手伝うと住すみ処かを造ってもらえるとか。魔物達がそう言っていた」

「ええ。魔物達は人間にない力がありますわ。細かい作業は任せられませんけれど、力仕事や運うん搬ぱんではとても頼たよりになるとドニが言っていました」

　おかげで、通常の倍以上の速度で城の修繕が進んでいる。ドニはついに「報ほう酬しゆう払はらうから働きにきてもらえないかな？」と言い出した。

　そしてその言葉にどの魔物も、魔王様の許可が出たらと返す。

「結界の外でもきっといい働きを見せてくださいますわよ。わたくしの商会の社員にしませんか？　主な仕事は災害復興。クロード様が幹部で、魔物のイメージアップをはかりましょう」

「検討しておく」

　断っても無む駄だだと思っているのか、無難な答えを返された。口にはしたものの、自分の部下になるクロードが想像できなかったので、引き下がって話題を変える。

「クロード様の治める土地──魔物達の住処は、意外と広いのですね」

「……ああ。最初は本当に、この廃はい城じようと森だけだったんだが……」

　ふとクロードが遠くを見る目になった。

「今は落ち着いたが、昔はよく人間に住処を追われた魔物がやってきた。手て狭ぜまになって、魔物達が住むところも食料も足りなくなって、困ったことがあった」

「魔物の難民問題ですわね。それで、どうなさいましたの？」

「キースが隣の土地を買い上げてきた。当時はどこかの伯はく爵しやく領だったはずだ」

　つと、クロードが森の向こうを指さす。

「あちらは北にいくにつれ、気候が厳しく、貧しい土地になる。しかも魔王の森と隣となり合わせだ。皇都に近いとはいえ、割に合わなかったんだろう。かなり安く買いたたけたと聞いた」

「でもあちらにも爵位持ちの面子メンツがあるでしょう。難しい交こう渉しようだったと思いますが……やり手ですわね、キース様は」

「ああ。信頼している」

　相変わらずの無表情だが、本心なのだとわかった。ちくりと、アイリーンの胸の奥が痛む。

「キース様がうらやましいですわ」

「君が？　どうして」

「クロード様。皇こう妃ひというものは、臣下でもあるのですよ。……わたくし、セドリック様の信頼が得られなかったことは、臣下としての自分の手落ちだったと思っていますの」

　強い風が吹いて、木の葉を巻き上げた。きゅうと足あし下もとのフェンリルの子が小さく鳴く。

「今思えば、ちゃんと予兆はありましたわ。会いに行くのはいつもわたくし。贈おくり物ももらったことがありません。事業も任せるの一点張り……あら、今も大して変わっていないかしら」

　首をかしげたところで、いきなり頭からクロードのマントをかぶせられた。

　びゅうびゅう風が吹き荒あれる中で、クロードが呟つぶやく。

「寒いだろう、中に入るぞ」

「あ、ありがとうございます。……あの、クロード様。この風、というか、竜たつ巻まきがあちらに見えるような」

「僕はセドリックとは違ちがう」

　ああ、それで不ふ機き嫌げんになっているのか。

　納なつ得とくしたアイリーンは一気に不ふ穏おんになった空模様の下で微笑む。

「わかっております。クロード様なら、約束通り夜会にきちんときてくださいますでしょ」

「……すっぽかされたことがあるのか？」

「ええ、去年の学園祭で」

　セドリックは現れず、アイリーンは一人、ぽつんと立っていた。あの時、ゲーム通りならセドリックは屋上でリリアと二人きり、星空の下での舞ぶ踏とう会を堪たん能のうしていたのだろう。

「もし何か起こって行けなくなったとしても、僕はきちんと説明する」

　絶対に行くなどと安易に約束しないクロードは、確かにセドリックとは違う。

　だから安心してアイリーンは頷うなずいた。

「でも、どんな理由だろうとこなかった場合はそれ相応の償つぐないをしていただきますけれど」

「たとえば？」

「わたくしと結けつ婚こん致いたしましょう」

　呆あきれると思ったのに、真顔で考えこまれてしまった。クロードのマントに身をくるんだまま、アイリーンはまばたく。

「あら、ついに観念なさいまして？」

「……。君が泣いて頼たのむなら前向きに検討してもいい」

「どうしてそうわたくしを泣かせたがるんです!?」

「それはアイリーン様がやりこめたくなる性格をしてらっしゃるからじゃないですかねぇ」

　テラスの内側からキースの声がした。見ると、キースだけでなく微び妙みような顔をしたジャスパーまでいる。

「確かに、泣かせてこそみたいな女だよな、お嬢じよう様さまは。男のサガっていうか」

「それが男という生き物だというなら、今すぐ滅ほろんでしまいなさい！」

「二人そろって、なんの用だ。出で歯ば亀かめか」

「いい感じなところ、ほんっとーに申し訳ないんですけれどね。ちょっとよろしくない情報をジャスパーさんからいただきまして」

　ちらとキースに目配せされたジャスパーが、ベレー帽ぼうの縁ふちを持った。

「お嬢様、魔ま物ものと手を組んでリリア様の命を狙ってるって噂うわさになってるぜ。出所はマークス」

「なら、原因はこの間の学園での騒さわぎのせいですわね」

　アイリーンの足下でフェンリルの子がまばたきする。クロードが眉み間けんにしわを寄せた。

「マークス？　誰だれだ、キース」

「叩たたきのめしたって噂を聞きましたが我が主あるじは記き憶おくにすらないと。さすがです」

「……そんなものがいたか？」

　いたもなにも、あの場でマークスを、しかもリリアの前で叩きのめしたのはクロード本人だ。

（あらやだ、ちょっと同情しそうになりましたわ）

　視界にすら入っていないとは、魔王は冷れい酷こく無比だ。

　ごほんとジャスパーがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「ま、まあ認にん識しきの相そう違いはおいておくとしてだよ。時系列順に説明すると、リリア様に何通も脅きよう迫はく文が届いてるらしいんだ。お前はセドリック様の婚こん約やく者にふさわしくない、辞退しろ、さもなくば的なお約束のやつ。ま、皇子の嫁よめになる女の通過儀ぎ礼れいみたいなもんだな」

「そうね。でも、どうして犯人がわたくしということになっているの？」

「一部の脅迫文に、アイリーン・ローレン・ドートリシュって署名されてるんだと。しかも貴婦人が使う香かおりつきの上等な便せんで届けられて、真に受けたセドリック様が騒いでな」

　笑おうとして、こめかみに痛みが走った。点てん滅めつするように頭の中に出てくるのは、ゲームの中の光景だ。

（脅迫……そうだわ、ヒロインに届いていたわ。その結果、誘ゆう拐かい事件が起きて……ゲームで脅迫文を出したのは……）

　誘拐事件の主犯であり、セドリックとの復ふく縁えんを望む悪役令れい嬢じようアイリーン・ローレン・ドートリシュだ。

「……冗じよう談だんじゃないわ。わたくしが脅迫文を出すなら、もう二度とかかわるな、近づいたら殺すってセドリック様宛あてに出すわよ」

「まあ、俺達はそう信じられるけど世間はそうじゃない。特にドートリシュ宰さい相しようが目め障ざわりな貴族なんかには、格好の攻こう撃げき材料だ」

　誰かが陥おとしいれようとしているのだろうか。ゲーム通りに。

　だがゲームでは、脅迫文にアイリーンの名前はなかったはずだ。その幼よう稚ちさを思うと、ゲーム通りと言えない気もする。

「脅迫文が届いてリリア様の身辺警護は厳しくなってるっつーのに、さらにお嬢様の名前で脅迫がきたもんだから、魔物の仕し業わざじゃないかって噂になっててな……」

「ああ、それでわたくしが魔物と通じて──という話に戻もどるのね」

　ジャスパーは頷く代わりに溜ため息をついた。

「魔物の仕業ってことでまともに調査もされてない。リリア様は怖こわがって泣いてるらしいし、セドリック様は怒いかり狂くるってるしでぐだぐだだよ、あっちは」

「まあ、脅迫文ごときで怖がるなんて。わたくし、何通も届くものだから、まとめて火にくべてお湯を沸わかしたことありましてよ？」

「それもどうかと思うけどな！」

「ともかく、夜会まで時間がないわ。最初から犯人に目星をつけて調べましょう」

「目星って言ってもよぉ」

「魔物の仕業としか思えないくらい厳しい警護の目をかいくぐって届けられる脅迫文。犯人は内部にいるのがお約束でしょう？」

　不敵に笑うアイリーンに、ジャスパーが頭をかいた。

「貴婦人向けの便せんを取り扱あつかっている業者の最大手はアイザックの実家がやってる商会だったわね。あとでアイザックを呼んでちょうだい。そして……アーモンド、聞こえる？　聞こえたなら出てきてくださらない。報ほう酬しゆうはもちろん出すわ」

「ナンダ！」

　テラスに伸のびた影かげから飛び出た魔物に、ジャスパーがぎょっと身を引く。蝶ちようネクタイをつけたカラスが、テラスの手すりに降り立った。キースが複雑そうに呟く。

「魔物の呼び出しとか、そんな使い方できるんですね、この影……」

「仕事！　ヤリタイ！　楽シイ！　報酬、アップルパイ！」

「ケーキもつけてあげるわ。皇城のゴミを持ち帰る仕事よ」

「簡単！　任セロ！」

「駄だ目めだ」

　反対したのは、クロードだ。当然、アーモンドはあっさり態度を翻ひるがえす。

「仕事、駄目ダ！　断ル！」

「皇城からゴミ──書類を持って帰ってもらうだけです、普ふ通つうのカラスのフリをして。危険はありません」

「だがゴミを捨てる使用人の目にはつくだろう。罠わなが仕し掛かけてある可能性もある」

「──クロード様。前々から言おうと思っていたのだけれど、魔物を甘やかしすぎです」

「結界の外は僕の力が及およばない、当然の対処だ」

「結界の外が危険だからと閉じこめて、何が解決すると仰おつしやるの。危険だと言って刃は物ものの扱いを子供に教えない親はただの馬ば鹿かでしてよ。魔物にも知ち恵えをつけさせるべきです。あなた一人で全すべてを守れるわけではないんですから」

　ずいっとクロードの顔に下から近づく。クロードは無表情だったが、わずかに身じろぎしてうしろに下がった。

「アーモンド、あなたはどうなの？　仕事をしてみたい？　したくない？」

「俺様、魔王様ノ命令、イチバン」

「さっきのは命令ではないわ。ただの束そく縛ばくです」

　名前と同じアーモンドのような目をぐりぐりと動かす。何か考えているようで、忙せわしなくクロードとアイリーンの間をいったりきたりした。

　やがて、根負けしたようにクロードが息を吐はき出した。

「……好きにしていい。ただし、危険だと思ったらすぐ戻ること。これは命令だ」

　こくりとアーモンドが蝶ネクタイのついた首を縦に動かす。そしてクロードは、冷たい双そう眸ぼうをアイリーンにひたと向けた。

「もし何かあったら、この城も森も人間の出入りを二度と許さない」

「その前に何かした人間をわたくしが叩きのめしてやりますわ。わたくしだってアーモンドが可愛かわいいんですから。──なんですか全員、その顔は」

　クロードはおろか、当のアーモンドまでくちばしを開けて惚ほうけている。ジャスパーが両りよう腕うでを組んで、ベレー帽を被かぶり直した。

「普ふ段だんの言動のせいじゃねぇかなーと。わかりにくいんだよ、お嬢様の愛は」

「わたくしの貴重な時間をさいて仕事を任せる時点で、相当な愛でしてよ？」

　だからその言動が、と言いたげな全員の顔をアイリーンは綺き麗れいに無視した。

「アーモンド。クロード様の言うとおり、危険だと思ったらすぐ逃にげること。そして必ず、複数で行動なさい。ゴミを見張る、持ち帰る、どれも手順が必要です。仲間の誰にどんな役割を振ふるか、それを決めるのはあなたに任せるわ」

「俺様、決メル」

「そうよ。あなたが隊長です」

　ぶあっと全身の羽をふくらませたアーモンドが、目をきらきらさせた。と思ったら、器用に羽を片方折り曲げて、びしっと敬礼の格好をとる。

「アイアイサー！」

「あら。どこで覚えたの、敬礼なんて」

「アイザック、聞イタ！　ケーレー、了りよう解かい！」

　誤解が多々混じっているが、要はこのポーズが気に入ったのだろう。羽で敬礼をし、ふさふさの胸を張っている姿は、魔物とは思えぬ愛らしさがあって微笑ほほえましい。

　ジャスパーもまじまじと眺ながめて、口笛を鳴らした。

「空軍式の敬礼だな。うまいうまい。確かに魔ま王おう様にとったら空軍だもんなぁ」

「……なら、部下を死なせないのは指揮官のわたくしのつとめね」

　苦笑い気味のアイリーンに、クロードが目を向ける。そして、静かに尋たずねた。

「僕に、何かできることはあるか」

　ぎょっと全員が目を剝むく。アイリーンも目を見開いて数秒固まった。

　クロードだけが一人、足あし下もとに目を落とす。

「不思議だな。……君を泣かせたいという気持ちに変わりはないんだが」

「そこは変わって下さいませ！」

「たまにどろどろに甘やかして、君を駄目にしてしまいたくなる」

　だから何故なぜ、甘いはずの台詞せりふが怪あやしい方向へいく。

（孤こ高こうの魔王設定はどこへいったの!?）

　ささやき一つで、清すが々すがしい真昼を倒とう錯さく感漂ただよう淫いん靡びな蜜みつ月げつにしないで欲しい。あとずさりながら、アイリーンは引きつった笑いを見せる。

「お、おたわむれがすぎると……って全員いない!?」

「一目散に逃げていったが」

　アーモンドもフェンリルの子までいない。魔王に捧ささげられた生け贄にえになった気分だ。額に手を当てて、アイリーンは深呼吸をする。

（落ち着こう、落ち着いて……大事なのはそう、クロード様に何かしてもらえそうだっていうことよ！　ここは一つ、正式に婚こん約やくの契けい約やく書でも──）

　どうしてだか、それが口にできなかった。どろどろに甘やかされて駄目になる気がした。

「では──夜会で、他ほかのどの殿との方がたより……セドリック様よりかっこよく、わたくしをエスコートしてくださいませ」

　考えて考えて出てきたのは、そんな間ま抜ぬけな願いだった。言ってから頭を抱かかえたくなる。

（せめてコラーゲンを開発してとか！　いやそれも違ちがう!?　あああクロード様もほら、何言ってんだこいつみたいな目に！）

　どうしてだろう、願いなんて数え切れないほどたくさんあるのに、そんなことしか思いつかなかった。恥はずかしさに逃げ出したくなっていると、先にクロードの方が目をそらす。

「君はほんとうに、手て強ごわい」

「は……？」

「約束する」

　何を、と問い返す前に、とんとテラスを蹴けったクロードは地面に降りてしまった。

　約束の中身に思い当たったアイリーンは、遅おくれて熱くなった頰ほおを両手で挟はさむ。

　──クロード・ジャンヌ・エルメイアの署名付きでアイリーン宛あてに、夜会用のドレスと靴くつ、アクセサリーの一式が枕まくら元もとに置かれていたのは、夜会の当日、朝のことだった。







　懸け念ねんしていたことのほぼ全てに手を打った。勝つ自信はある。心の準備はできていた。

　まさかの当日朝の、プレゼント以外は。

「色っぽいじゃないか、アイリーン。見み違ちがえたよ」

「本当に本当ですか、お父様」

　眼光鋭するどくアイリーンが振り向くと、ルドルフがまばたいた。

「似合っていますか。ドレスに着られてはいませんか。わたくしともあろう者が！」

「ど、どうした、お前らしくない。社交界デビューしたばかりの頃ころでもそんなこと言わなかっただろう。まさか、リリア様に負けるのではないかと怖おじ気づいたり」

「そんな小物の話はどうでもよろしくてよ、相手は世界で一番妖よう艶えんな魔物なんですから！　髪かみも化け粧しようも完かん璧ぺきなはずですけれども……！」

　はらはらする。何度も何度も鏡でチェックしすぎて、使用人達に引きはがされ馬車に放ほうりこまれてしまったのだが、まだチェックし足りない。

（もう少し口紅は大人っぽい赤がよかったかしら。髪はきつく結ゆい上げた方がよかった？）

　でも時間も鏡ももうない。父親に手を引かれて、大理石が煌きらめく夜会の会場へ踏ふみ出した。

　一いつ瞬しゆん、静せい寂じやくが広がった。

　光こう沢たくのある白の絹をたっぷり使ったバッスル・ドレスは一見して花はな嫁よめ衣装のように清せい廉れんだ。

　だが隠かくれ見える精せい緻ちな黒のレース、金糸で縫ぬいこまれた刺し繡しゆうや髪かみ飾かざりと同じ黒薔ば薇らがアクセントに使われ、ともすれば幼くなりそうな印象を色いろ香か漂ただようものに引き締しめている。

　白も黒も、理由がない限り単色では夜会で眉まゆをひそめられるドレスだ。だが金を織り交ぜ白と黒を取り入れたドレスは、星空のように人目を引く。非難とそれと羨せん望ぼうが混ざった好こう奇き心しんの眼まな差ざし。流行が始まる前に必ず漂う空気だ。

　──まして、これを着ているのがあのアイリーン・ローレン・ドートリシュならば。

　いつもの高こう慢まんな笑えみではなく、憂うれいを帯びた伏ふし目がちの瞳ひとみ。長い睫まつ毛げが作る影かげが、肌はだの白さを際きわ立だたせる。艶つやのある唇くちびるは瑞みず々みずしい果実のようで、歩く度たびにふわりと黒薔薇の優美な香かおりが漂った。

　どんなに穢けがそうとしても、髪の毛の一本まで、彼女は美しい。

　そう認にん識しきさせたことに、アイリーン本人は気づいていなかった。

（このドレスはクロード様が選んだのよね？　着てこいってことで合ってるのよね？　似合っているわよね？　似合うから贈おくってきたのよね!?）

　ほんのり頰が赤らむ。潤うるんだ目をまばたきすると、惚けたようにこちらに見み惚とれる貴族の青年と目が合った。反射で、アイリーンはふわりと微笑み返す。

「……お前、少し変わったねえ。セドリック様は今のお前になら惚ほれ直す気がするなぁ」

「は？　何言ってますのお父様。死んだってお断りですわ」

「そうかぁ。アリかなーとは思ったんだけどね、色々搾しぼり取れそうで」

　ふふふふふと笑う父親の目が半分本気だ。

「だが、並の男ではお前は手に余るだろうよ。じゃあ、お父様はここまでだ。お前の活かつ躍やくを楽しみにしているからね」

　血色のよい顔でぐっと親指まで立てられた。つまり、それなりに一ひと筋すじ縄なわではいかない展開が待っているのだろう。

（まあ、簡単にこちらが勝ってもつまらないものね。──あら）

　今夜はきっちり髪を整えて、貴公子の格好をしたアイザックが近づいてきた。誰だれも話しかけてはこないが、注目されているのはわかっている。

　すれ違い様に足を止めたような立ち位置で、アイザックが小さく報告した。

「首しゆ尾びは上々、手て筈はず通り評判になってる」

「そう」

「──誰かがツテを持っていると思いましたのに、オベロン商会！」

　早さつ速そく耳に飛びこんできた名前に、そのまま耳をすます。

「私に届いていないなんてどういうことなの？　ウェームズ伯はく爵しやく家の令れい嬢じようには届いたのに」

「選ばれたご令嬢にしか届いてないって噂うわさよ。それであの方、お怒いかりなの」

「朝起きたら枕元に置いてあったんですって。使用人達の誰もそんなものは知らないって言うのよ。まるで魔ま法ほうだわ！　私、わくわくしてしまって」

「とてもいい使い心地ごこちなのよ。肌の調子がとてもよくて、もうあれ以外考えられない」

「そんな、私は怪しいと思って捨ててしまったわ。どうしましょう、どこかで手に入れられないの？」

「化粧水だけではなく、洗顔用の石せつ鹼けんまで届いた方がいるって聞いたのだけれど」

「試用品がもうなくなってしまうのよ。この夜会でなら誰かご存じだと思ったのに──」

「妻が欲しがってうるさいんだ。まいったなあ、誰もわからないなんて」

　思わず顔がほころぶ。隠れて掌てのひらをアイザックに向けると軽く叩たたかれた。

「あとは手筈通り、ドートリシュ公こう爵しやく家に繫つなぎがあると噂をまく」

「お願い」

「あと、カラスとおっさんコンビから最新情報。一つ目、脅きよう迫はく文の犯人はリリア。自作自演だ」

　そうでなくては、と思った。

　この自分を婚約者の座から追い落とした女が、ただの女ではつまらない。

「そう。便せんの模様が一いつ致ちしたのね。セドリック様と共きよう謀ぼうではない？」

「みたいだな。証しよう拠こは俺が持ってる。必要なら合図くれ。──ただ悪い報しらせがある」

「なにかしら」

「そのリリア様が今朝から行方ゆくえ不明だ。セドリック皇子はマークス・カウエル率いる騎き士し団だん見習い共を、魔王の森に向かわせたらしい」

　思わず顔を向けたアイリーンに、アイザックは横顔を向けたまま言う。

「リリア様が見つかるまで、魔王様はこないそうだ」

「クロード様は──魔ま物もの達は？　まさか攻せめこまれているの？」

「落ち着け、あの魔王様が簡単にやられるわけねぇだろ、不戦条約だってある。俺は頼たのまれてんだよ、その魔王様に。っつうか魔王様の伝言持ってきたアーモンドに、今朝」

「今朝って」

　ドレスを届けるくらいなら、どうして報せてくれなかったのか。眉をひそめるアイリーンの目を、アイザックはまっすぐ射い貫ぬいた。

「〝僕が行くまで、アイリーンを頼む〟だとよ」

　──アイリーンの仲間で、堂々と夜会にこられるのはアイザックだけだ。

　瞳に力をこめて、アイザックがアイリーンを見み据すえる。

「できるよな。お前は俺が──魔王が見込んだ女なんだから」

　視線を落とさないために、顎あごを引いた。まっすぐ前を見て、不敵に笑う。

「クロード様の件は、根回しがいるでしょう。わたくしはいいから、そちらをお願い」

「ああ。──平民落ちしたら、俺がもらってやったのに」

「あなたを夫にするなんて、そんなもったいないことしないわ」

「それもそうだ」

　軽く手をたたき合って、すれ違ちがう。その直後、壇だん上じように険しい顔のセドリックが現れた。その隣となりにリリアはいない。

　このままいけば、ゲームの通りアイリーンが誘ゆう拐かい犯になる。だが、焦あせりはなかった。

（これをひっくり返してこそでしょう？　なめないでいただきたいわ）

　一度目の婚こん約やく破は棄きは負けた。二度目は勝つ。

「アイリーン・ローレン・ドートリシュを捕ほ縛ばくしろ」

　セドリックの指示と一いつ緒しよに衛兵に取り囲まれる。それでも優ゆう雅がに、微び笑しようを浮うかべた。
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　ベルゼビュートが引きずり出した人間は、可愛かわいらしい出いで立ちをしていた。柔やわらかそうな髪に甘い顔立ち。ふっくらとした唇も大きな瞳も可か憐れんだ。

（これがセドリックが選んだ女性か。アイリーンを捨てて）

　王座に頰ほお杖づえをついて見下ろす。改装が終わったばかりの大理石の王の間で魔物に囲まれた少女は、不安そうに瞳をまたたかせた。

「……すみません、案内していただいて……あ、私、リリア・レインワーズといいます。やっぱりあなたが魔ま王おう様、なんですよね……よかった。私のこと覚えてらっしゃいますか？」

　長い脚あしを組み直してクロードは気になっていたことだけを尋たずねる。

「どうやって僕に気づかれず結界に入りこんだ？」

「え？　なんのことですか？」

　まっすぐに赤い瞳を見つめてくる少女に、目を細める。そこに恐おそれはない。

（魔ま力りよくに対する耐たい性せいが強い。……聖せい剣けんの乙女おとめの関係者か？）

　だから森の結界をこえられた。納なつ得とくするクロードに、もの言いたげな眼差しをベルゼビュートが向ける。嘆たん息そくして、クロードは立ち上がった。

「まあいい、ではお帰りいただこう」

「えっ……あの、待って下さい！　お、怒おこってらっしゃるんですよね。この間、マークスがあなたに失礼なことをしたから……！」

「興味がない」

「私、ずっと謝らなきゃと思っていて。それと、セドリックと仲直りして欲しくて……！」

　眉まゆ根ねをよせると、リリアは立ち上がって胸の前で手を組んだ。

「お話は聞いています。ずっと離はなれ離ばなれで育ったって……セドリックは気にしてました。魔物に囲まれて、それでも人間と争いにならないよう皇子のつとめを果たして──そんなの、悲しすぎます。みんなあなたに任せっぱなしで、ひどい。ひとりぼっちなんて可哀かわい想そうで……」

　──あなたの強さを、尊敬します。

　真反対の言葉が蘇よみがえった。あの言葉を聞く前だったら、自分は何を思っただろう。

　何か言いかけたベルゼビュートを目線で制し、クロードは口を開いた。

「今この森は、そのセドリックが差し向けた兵に囲まれているんだが？」

「それは誤解です。マークスもセドリックも優やさしいから、私を心配して……脅迫文のこともあって先走ってしまっているだけなんです」

「君が先走らせている、の間ま違ちがいだろう。脅迫文の犯人は君なんだから」

　大きな瞳ひとみを瞠どう目もくさせて、リリアの動きが止まる。そのあとで、肩かたを落とした。

「……ご存じだったんですね。それは悪いと思います。私だって気が引けたけど……でも、アイリーン様を止めるためにはこれしか方法がなくて」

「止める？」

「こっちがアイリーン様の企たくらみを見破ってるって教えたかったんです。あなたが優しい人だというのは一目でわかりましたけれど、人間と魔物の下手な接せつ触しよくは争いの火種になってしまうでしょう？　この間マークスとも争いになったじゃないですか」

　まさに今、下手に接触して不戦条約を破るきっかけを作っているのはこの女なのだが、クロードは黙だまって聞くことにした。

「だから私、アイリーン様が罪を犯おかす前に、自分で逃にげることにしたんです。セドリックとマークスは優ゆう秀しゆうだもの、アイリーン様を捕つかまえてしまう。あの三人、幼おさな馴な染じみなんです。仲なか違たがいするなんて、そんなの悲しい……」

「……」

「私が自作自演で逃げてしまえば、アイリーン様は罪には問われません。あとでみんなにはきちんと説明します。きっとわかってくれますから」

　そうだろう、と冷めた思考でクロードは同意した。馬ば鹿かな周囲は、アイリーンの罪をかばうため優しいリリアが噓うそをついたのだと感動するに違いない。

　そしてアイリーンは証拠がないだけの、罪人扱あつかいをされるのだ──いや、それ以前に。

「君の話を聞いていると、アイリーンが君に危害を加えることがまず前提になっているみたいだが？」

「……アイリーン様は、本当にセドリックを好いてらっしゃったから」

　恨うらまれてて当然です。そうしおらしくリリアは眉まゆを下げる。

　その思考がどれだけ傲ごう慢まんか、気づきもせずに。

「それに私、どうしてもあなたを一人で放ほうっておけなくて……もう一度、会って話をしてみたくて」

　かすかに頰ほおを赤く染めて、リリアがそっと見上げる。

　その瞬しゆん間かん、クロードの不快指数が限界値を振ふり切った。

　突とつ風ぷうが巻き起こる。哄こう笑しようと一緒に王の間に吹ふき荒あれる嵐あらしに、魔物達が耳を塞ふさぎ、身を寄せ合う。リリアも立っているのがやっとのようだった。だが爆ばく風ふうに耳を塞ぎながら、まだ声を上げる。なかなか見上げた根こん性じようだ。

「ご、ごめんなさい！　いきなりこんなこと言われても困りますよね。でも、私」

「困る？　僕は困ってなんかいない。愉ゆ快かいでたまらないんだ。アイリーンも、なかなかかわいげがあるじゃないか。この程度の女にしてやられるなんて」

「え──？」

　びしりと王座をささえる支柱にひびが入った。かまわず、クロードは感情の嵐が吹き荒れる中で、静かに歩を進める。

「だが、その原因がセドリックにあると思うと不愉快だ」

　こんな女にしてやられるほど目が眩くらんでしまったのは、セドリックへの恋こい心ごころゆえだ。

　今も、自分に近づくのはセドリックへの意い趣しゆ返がえしがほんのわずかでも混ざっているのではないか。だからエスコートに「セドリック様より」なんて条件がつくのではないか。

　どうしてだろう。可能性でも許しがたい。妄もう想そうでも引き裂さいてやりたい。

　自分はこんなに心の狭せまい男だっただろうか。それとも、やはり魔ま物ものだからか。

「興が削そがれた」

　その言葉と一緒に、ぴたりと嵐が止まった。冷め切った眼まな差ざしで、クロードは人間の女の鼻先に顔を近づける。

「失うせろ、女。僕は忙いそがしい」

「え……で、でも、私、あなたの願いを叶かなえてあげるために」

「君に僕の願いは叶えられない。──叶えてもらいたくもない」

　うろたえる女の姿が、薄うすくなった。あっという間に強制転移されないのは、やはりなんらかの魔に対する耐性を持っているからだろう。

　だがもう興味を完全になくしたクロードは背を向け、ベルゼビュートに向き直る。

「行くぞ、ベルゼビュート。遅ち刻こくだ」

「は。ですが森の外は」

「キースが手を回しているはずだ。どうせ入ってこられはしない」

「あ、あの──待って下さい！　ど、どうして？　どうしてですか？　何が悪かったの？」

　霞かすみのように薄くなった女が混乱して髪かみを振り乱みだしている。

　クロードは冷めた目でわかりやすく説明した。

「ただ僕が君に、毛ほども興味が持てないだけだ」

　きっと生まれてから、誰だれかに拒きよ絶ぜつなどされたことがないのだろう。そうとわかる驚きよう愕がくの表情を最後に、うるさい人間の女が消えた。

　指を鳴らして荒れた王座を直し、身だしなみをととのえ、懐かい中ちゆう時計を見る。

　とっくに夜会は始まっていた。
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「セドリック様。これはどういうことでしょう？　わたくしは招待客のはずですけれど」

「白々しい。リリアが行方ゆくえ不明になった！　お前の仕し業わざだろう！」

　壇だん上じようから下りたセドリックが、荒あら々あらしい足取りで、衛兵に両りよう腕うでをとられ押さえこまれたアイリーンの前までやってきた。穏おだやかなオーケストラの音はやみ、皆みなが息をひそめてこちらをうかがっている。

「お前が魔物と手を組もうとしていると、マークスから報告を受けている。リリアに何かあったら、ただではすまさない……！」

「わたくしがどうしてリリア様をさらわなければなりませんの」

「リリアに俺をとられたと、逆さか恨うらみしているんだろう」

　笑いを堪こらえるために、うなだれた。唇くちびるを嚙かみ締しめる姿をどう思ったのか、セドリックは幾いく分ぶんか勢いを和やわらげる。

「俺は、今回の夜会をお前の名めい誉よ挽ばん回かいのために用意してやったのに……！　お前はいつだってそうだ。すぐに人の善意を踏ふみにじる」

　悟さとられないようにちらりと視線を壇上に動かすと、父親の姿が見えた。厳しい顔つきだが、あれはにやにやしたいのを必死で堪えている顔だ。自重していただけて何よりだ。

（ちゃんと大物貴族も出席してるわね……皇こう帝ていと皇后は、さすがにいないけれど）

　お遊びの延長で学園のパーティーと同じ面子メンツがそろう可能性も考えていたが、皇太子主しゆ催さいとなるとそうもいかないのだろう。けれどセドリックはその意味をわかっていない。

　あの大物貴族達は、もうすぐ学園を卒業するセドリックが皇太子としてどう振る舞まうのかを見にきているのだ。

「脅きよう迫はく文もお前だろう。言え、リリアはどこだ」

「存じ上げません。セドリック様に愛あい想そをつかして出て行かれたのでは？」

「そうやってリリアを悪者にして、俺の気を引こうとしても無む駄だだ」

　迷いのない前向きな思考だ。見習いたい。

「セドリック様。わたくしはリリア様の誘ゆう拐かいなど目もく論ろんでいません。そもそもそんな証しよう拠こがどこにございますの。ちゃんと調査なさいました？」

「まだ言い逃のがれを……そんなもの必要ない。国民の税金で無駄な調査費を払はらうなど、無能のやることだ。そもそもお前以外の誰にこんなことをする理由がある！」

「……。本当に、わたくしはどうしてこんな無能な男に懸け想そうしていたのかしら？」

　思いのほか、声が明るく響ひびいた。

　ぱちりとまばたいたあとで、セドリックが聞き返す。

「──なんて言った、今」

「あなたみたいなクズで馬鹿で無能で将来性のない男がどうして好きだったのかしら、と言いました。聞こえまして？」

　今度こそ聞き間ま違ちがえなかったのか、セドリックが沈ちん黙もくした。

「セドリック様。もう一度申し上げますが、わたくしはリリア様を誘拐しておりません」

「……。ま、まだ言い訳をするか。俺と復ふく縁えんするにはリリアが邪じや魔まなんだろう」

「復縁？　セドリック様なんてお金を払ってでも誰かに引き取っていただきたいです」

「──噓をつけ！　お前は俺を慕したっていると、未練がましく言った！」

　ああ、あれがこの盛大な思いこみの原因か。冷めた目でアイリーンは吐はき捨てる。

「これだから男は」

「な、なんだと」

「慕って『いた』と申し上げました。過去形です。今はもうかけらも興味がございません。勘かん違ちがいなさらないでくださいます？　わたくしはあなたを愛してなどおりません」

　間ま抜ぬけ面づらで、セドリックは惚ほうけていた。溜ため息をついて、アイリーンは繰くり返す。

「二度言いますわね。わたくしはあなたを愛していません。未練もないし、もうかかわりたくもありません、正直同じ空気を吸っているだけで気分が悪くなります。さっさと婚こん約やく破は棄きしたいので、どうか書面に署名させてくださいと今夜はお願いに参りました」

「……。ど、どうしてだ！　そんなはずがない。そんな──わ、わかったぞ。お前、まだ俺の気を引こうとしてるんだろう！」

「は？　──った！」

　顎あごを乱暴につかまれた。

　ぎらぎらしたセドリックの両目に息を吞のむ。

「だから正直に言うんだ。リリアをさらったのはお前だろう……嫉しつ妬とにかられて、俺を忘れられずに」

　両腕をつかんで拘こう束そくしていた衛兵達がセドリックの態度にひるんだのか、力がゆるんだのが幸いだった。自由になった手で、セドリックの手首をつかみ、はがそうとする。だがびくとも動かない。息をするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「俺達だって無用な争いは起こしたくない。リリアをさらったと認めれば心情は慮おもんぱかってやる。お前はドートリシュ公こう爵しやく家の令れい嬢じようだ、その立場を尊重しての、俺の慈じ悲ひだ……！」

「だ、れが」

「セ、セドリック様。ご令嬢相手に、これ以上はいくらなんでも」

「黙だまれ！　皇太子の俺に指図するな。──これは、俺の女だ！」

　誰がお前の女だ。怒いかりで目が眩くらむ。瞬しゆん間かん、悲鳴が上がった。

　背後から出てきた大きな影かげに、セドリックが腰こしを抜ぬかす。解放されたアイリーンは背後を見た。自分の影だ。

　太い前まえ脚あし、人間など一飲みにしてしまいそうな口。どう猛もうな爪つめと、鋭するどい牙きば。魔物だ。

（フェンリルの母親！　どうして──いいえ、そんな場合じゃないわ！）

「駄だ目め、戻もどりなさい！　人間を傷つけては──」

　フェンリルが、大きな口を開ける。その牙を見たセドリックが悲鳴を上げた。

「ひっ──う、ああぁぁぁぁ！」

　そしてフェンリルは、ぺっとセドリックに向けて唾つばを吐きかけた。

「……」

　一瞬で会場に静せい寂じやくが広がる。

　唾だ液えきで全身べとべとになったセドリックも、そのまま固まっていた。

　ふんと鼻を鳴らしたフェンリルは、アイリーンの横に大人しく座る。立ち上がったアイリーンは、みっともなくへたりこんでいるセドリックとフェンリルを交こう互ごに見て──それから口元を覆おおった。

「……仮にも皇太子に、唾を吐きかけるなんて……ふふ、ふふふ、おかしい」

　手を伸のばし、その巨きよ体たいを撫なでる。いい手て触ざわりだった。

「律りち儀ぎに恩を返しにきたの？　結界の外に出るなんて……クロード様の命令違い反はんでしょう」

「ギャウ」

「……わたくしは、大だい丈じよう夫ぶよ。他ほかの子にもそう伝えて」

　そう言って、ぽんとその体を叩たたく。

「助けてくれて有り難がとう。下がりなさい。あとはわたくしに任せて」

　聡そう明めいな瞳ひとみでアイリーンを見返したフェンリルは、そのままするりとアイリーンの影に飲みこまれていった。

　魔ま物ものの姿が消えたことで緊きん張ちようがとけたのか、会場の人間達が顔を見合わせる。

　アイリーンは深呼吸して、へたりこんだままのセドリックを見下ろした。

「百年の恋こいもいっぺんに冷めますわね」

「……な……ん……」

「わたくしが署名する書面はどちらに？　あの壇上かしら」

「待て──待て！　まだ俺の話は終わっていない！」

　踵かかとを鳴らして歩き出そうとしたアイリーンのドレスの裾すそを、セドリックがつかんだ。

　べっとりしたその手に眉まゆをひそめるが、蹴け飛とばすのも不ふ憫びんだ。憐あわれみの眼まな差ざしで、セドリックを見下ろす。

「な、なんだその顔は──なんなんだ！　なんで俺がお前に、そんな目で見られなきゃならない！　婚約破棄されるのはお前なんだぞ！」

「嬉うれしいですわ。有り難うございます」

「どうしてだ、どうしてだ！　お前みたいな女、もらってやれるのは俺しかいないんだ。頭を下げろ！　皇太子から婚約破棄された疵きず物ものの女なんて、一生、誰だれにも──」

「セ、セドリック様！」

　転がりこむように、兵士がやってきた。セドリックのみっともない姿も目に入らないくらい動どう揺ようしているのか、あえぐように口を動かす。

「そ、その、──クロード皇子が……魔王が、空に……！」

　途と端たん、ドーム型に覆われていた硝子ガラスの天てん井じようが音を立てて割れた。

　悲鳴と一いつ緒しよに皆みなが頭を抱かかえてしゃがみこむ。アイリーンもとっさに身を竦すくめた。

　だが、硝子の破は片へんは一つも落ちてくることなく、宙で止まっている。

　硝子の破片の間をすり抜けて、二つの影が降り立った。一つは漆しつ黒こくの翼つばさを広げた魔物。だが金の飾かざり紐ひもがついた軍服で主あるじの斜ななめうしろに立つ姿は、騎き士しのお手本のように整っている。

　前に進み出たのは、一度その姿を見たら忘れられぬ美び貌ぼうの持ち主。深しん紅くの瞳が煌きらめく魔ま性しようの王だ。指が鳴る音と同時に、硝子の破片が一いつ斉せいに動き、天井へと戻る。

　静まり返った会場に、セドリックのかすれた声が響いた。

「あ、にうえ……どうして、ここに……」

「──森に兵を差し向けたのは、お前か？」

　魔王の登場に凍こおりついていた周囲がざわめいた。特に顕けん著ちよに反応したのは、壇だん上じようにいる貴族達だ。ルドルフを含ふくむ宰さい相しよう、大臣達が目配せし合い、何か指示を出す。

「皇太子なら軽けい率そつな真似まねはするな。私に国を滅ほろぼす口実を与あたえる気か」

　セドリックの顔が青ざめる。

　クロードはそれ以上咎とがめる気はないのか、アイリーンをまっすぐに見つめた。

「待たせた。すまない」

「……いいえ。それほど待っておりませんわ」

「そのドレス、よく似合っている」

　不意打ちで優やさしく微笑ほほえまれ、かあっと頰ほおが赤く染まる。その熱を誤ご魔ま化かすようにまばたいてみたが、うまく返事ができなかった。その仕草を見て、スカートの裾をつかんだままのセドリックが瞠どう目もくする。

「……アイリーン……まさか、お前……！」

「署名は終わったのか？」

「ま、まだですわ」

「早くすませてくるといい。それで正式に、君はセドリックの婚こん約やく者でなくなる。僕は、他人の──まして異母弟おとうとの婚約者をエスコートする趣しゆ味みはない」

　睦むつ言ごとのように甘くささやかれて、照れ隠かくしに少しつんと顔をそむけた。

「わ、わかっていましてよ。少々お待ちになって」

「待て……待ってくれ、アイリーン。お前は、本当に、リリアを誘ゆう拐かいしていないのか」

　アイリーンは足あし下もとのセドリックを見た。

　不安げな面おも差ざしが思い出と重なる。──ほんとうは、あにうえの方が優ゆう秀しゆうなのにってみんな思ってるんだよ。裏でぼくを笑ってるんだ。その横顔が、寂さびしそうだった。

　負けないで、あなただってできる。わたくしはあなたの味方だから。──そう、ちゃんと伝えられればよかった。

「……アイザック」

　名前を呼ばれ、少し遠くからこちらをうかがっていたアイザックはほんの少し、嫌いやそうな顔をした。けれどすぐに諦あきらめたのか、近寄ってくる。

「甘いんだよ、アイリーンは。切り札になったかもしれねぇのに」

「いいのよ。わたくしの切り札はあなた達だもの」

「お前……ロンバール伯はく爵しやく家の」

　アイザックは乱暴にアイリーンの掌てのひらに紙の束を渡わたし、セドリックを一いち瞥べつして踵きびすを返す。その姿を目で追うセドリックに、アイリーンは受け取った紙束を差し出した。

「リリア様に届いた脅きよう迫はく文です。ゴミ捨て場に捨てられたものを集めました」

「──そ、それがどうした」

「これが問題にされているわたくしの名前が入っている脅迫文。これは、ロンバール社が作っている便せんです。一番上が糊のり付づけされていて、一枚ずつめくれるようになっています。二十枚で一セット。そしてデザインの一いつ環かんとして、図案が型通りに打ち抜かれて、香かおりを出すためにその周囲に香こう水すいを染しみこませている」

　そう言って、しわになった脅迫文をアイリーンは広げて見せた。

　右下の隅すみには、薔ば薇らの図案がくりぬかれている。そしてその周辺は香水の染みで変色していた。それを含めてのデザインだ。

「このデザインは、糊付けされ重なった状態のまま打ち抜きも香水に浸ひたす作業も全すべて手作業で行われます。だからこうして重ねると──同じセットで作られたものはぴったり重なる。図案も、香水の染みの位置も。でも違ちがうセットであれば、同じデザインでも重なりません」

　まったく重なるものと、同じデザインなのに重ならないもの。それをきちんとセドリックに見せて、アイリーンは最後に、セドリックからもらった夜会の招待状を出す。

「この夜会に招待してくださる際、リリア様から親切にお手紙をいただきました」

　そう言って、その手紙を開く。そして、脅迫文の一つと重ねて見せた。

　大事なのは筆ひつ跡せきでも文面でもない。その二つの便せんが、ぴったりと重なるということだ。

　セドリックが大きく目を見開く。

「リリア様の手紙はこのままわたくしが持っておきます。──ですが、こちらの脅迫文はあなたに差し上げますわ、セドリック様。好きになさってください」

「……ど、どういうことだ」

「ご自分でお考えくださいませ。わたくしはもう、あなたの婚約者ではなくなるのだから」

　横っ面つらをはたかれたような顔で、セドリックがアイリーンを見つめる。

　アイリーンは静かに微笑み返した。

「セドリック様。──お慕したいしておりました」

「……」

「どうか、リリア様とお幸せに。さようなら」

　すっと身を引くと、セドリックの手がそのまま床ゆかに落ちた。

　振ふり向かず、アイリーンは壇上へ向かう。誰もそれを止めなかった。

　壇上には、きちんと書面が二枚、用意されていた。一つは事業譲じよう渡との書面。ざっと項こう目もくを確かく認にんして、アイリーンは素す早ばやくサインをする。

　そしてもう一つは、大して確認する項目もない、婚こん約やく破は棄きの書面。

（これで、おしまい）

　セドリックの名前の横に、自分の名前を書いて、羽根ペンを置く。

　──これで、アイリーン・ローレン・ドートリシュは自由だ。

　じっと見守っている壇上横の大物貴族達に、優ゆう雅がに一礼する。そして壇上から下りる階段の手すりに手をかけると、クロードが下から手を差し出した。

「アイリーン・ローレン・ドートリシュ公こう爵しやく令れい嬢じよう。自由になった君と最初に踊おどる権利を、どうか私にいただきたい」

　令嬢に一番初めに踊りを申し込むのは、予定調和の恋こいの駆かけ引きだ。なのに初めて社交界に出た時のように初うい々ういしい恥はじらいがこみ上げる。

　小さく頷うなずき、その手を重ねる。セドリックの姿は、もうクロードに隠れて見えない。

　だから気づかなかった。

「……はは……はは、は……慕っていた？　兄上と、だと？」

　くしゃりと手紙を握にぎりつぶす音にも。

「──お前が俺を裏切るなんて、許されると思うな……！」

　昏くらい笑えみにも、澱よどんだ瞳ひとみに宿った執しゆう着ちやくにも。







　少し太った月がぽっかりと空に浮ういている。雲のない、晴れた夜空だ。きっと空を飛んで走る馬車だったらよく景色が見下ろせただろう。
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　けれど、地上で馬車を走らせ、屋や敷しきまできちんと送ってもらえるのも、手順を踏ふんでもらえているという静かなときめきがある。

「今日は本当に、有り難がとうございました」

　ドニが作った馬車から降りたアイリーンは、ドートリシュ公爵家の玄げん関かん前に立つクロードに素す直なおに礼を言った。

「約束通り、完かん璧ぺきなエスコートでしたわ」

「一曲踊るだけで帰ってしまってよかったのか？」

「ええ。オベロン商会のことは父の耳に入ったでしょう。オベロン商会への取り次ぎをドートリシュ公爵家に誘ゆう導どうしておけば十分、利益になります」

　誰だれも知らない噂うわさのオベロン商会の情報を、既すでにドートリシュ公爵家がつかんでいる。商会が稼かせぎ出す金銭より何より、その先見性こそが、ドートリシュ公爵家の利になる。

「セドリック様との婚約破棄も、クロード様が隣となりにいてくださったおかげで、みじめにふられたなんて周囲には見えなかったはずですし、誘拐事件の疑ぎ惑わくも落ち着くはずです。リリア様も見つかりましたし……」

　そこまで言って、アイリーンはちらとクロードを見上げた。

「……クロード様でしょう」

「何がだ？」

「リリア様を肥こえ溜だめに落とすだなんて」

「なんのことだかわからないな」

　素知らぬ顔で空とぼけるクロードに呆あきれてしまう。

　クロードと一曲踊ったあと、すぐに行方ゆくえ不明だったリリアが皇城の肥溜めの中から見つかったという報告が入った。場所が場所だ。アイリーンの計略で魔ま物ものに誘ゆう拐かいされたなどという緊きん迫ぱくした空気は一気に霧む散さんした。誰もがお気の毒にと頰ほおを引きつらせるしかない現状だった。

　セドリックは魔王の森から取って返してきたマークスと一いつ緒しよに、報告を聞くなりすっ飛んで行った。夜会の主しゆ催さいがいなくなってしまったため、ルドルフを含ふくむ大物貴族たちがそれとなく体てい裁さいを取り繕つくろっていたが、あの対応もまずい。

（……セドリック様とリリア様の評価は下がったわね。夜会の主催もまともにできない、しかも魔物と一戦交えようとする軽けい率そつさも……）

　若さ故ゆえの暴走である程度のお目こぼしはされるだろうが、これからが不安だ。

　誘拐事件らしきことは起こったがセドリックとリリアの婚こん約やく発表は中止になってしまい、ゲームの進行もわからなくなってきた。前向きに考えればセドリックルートのフラグが折れたのかもしれないが、油断はできない。たとえば。

「……でも、可愛かわいらしい方だったでしょう、リリア様は」

　ぽつんと呟つぶやいてしまってから、後こう悔かいした。なのに口は止まらない。

「に、人気あるんですのよ、笑顔が癒いやされるって。わたくしみたいな派手な美人ではないけれど、肌はだもすべすべで髪かみもさらさらで、きちんとお化け粧しようしてドレスを着ると見み違ちがえるほど綺き麗れいになられますの。初めてドレスアップした姿を見たとき、わたくしも驚おどろきましたもの」

「……そうか？」

「料理や裁さい縫ほうだってわたくしよりずっとうまいんですのよ。別にリリア様を意識したわけではありませんけれども、わたくしはここ一年でやっつけで学んだだけですから。それに物言いは柔やわらかいし、何より素直だし、殿との方がたをきちんと立てられるし、こき使いませんし」

「アイリーン」

　クロードのルートは開放されていないはず。だが、彼女はヒロインだ。ゲーム通りに会話をし、フラグを立てればそれだけで、クロードがセドリックのようになることはどうしても否定しきれない。

「男性は、ああいう方がお好きでしょう。わたくしは──いたッいたたたたた！」

「意外とよく伸のびるな」

「何をなさいますの！」

　まだ頰をひっぱろうとする手から逃にげ出す。クロードは肩かたをすくめた。

「心配しなくても君は可愛いし、彼女は僕の好みじゃない」

　ぽかんとしたあとに、頰が赤らんだ。自分が何を不安がっていたのか理解したからだ。

　こうなると気まずくて、すねたように声がすぼむ。

「……リ、リリア様とお話しなさったんでしょうに、変わったことを仰おつしやいますのね」

「そうか？　僕の願いを叶かなえるとかなんとか言っていただけだぞ」

「クロード様の願いですか。また難しいことを……」

「なんだ、君は僕の願いがわかるのか？」

「魔物も人間も諦あきらめないことでしょう」

　ごく自然に答えは出た。

「魔物とドニ達の作業を嬉うれしそうに見てらっしゃいましたから」

　尋たずねたクロードの方が驚いている。感情を押し殺しがちなこの人の表情が最近読めるようになってきたなと思っていると、ふと口元をクロードがほころばせた。

「……君を泣かせたいというのも僕の願いだが？」

「その願いは却きやつ下かです！」

　即そく答とうすると、クロードがふんわりと笑った。──笑ったことに驚いて、息を吞のむ。

「残念だ。──今日はもう休め。疲つかれただろう」

「え、ええ。そうしま……え、なに」

　引き寄せられて、アイリーンはまばたいた。その睫まつ毛げの先で、クロードが確かく認にんする。

「完璧なエスコート、だろう」

　別れのキス。ここでどうしてと尋ねるほど野や暮ぼではない。礼れい儀ぎと言えばそうだ。

　でも、クロードの赤い瞳には、くすぶった熱情みたいなものがあった。その視線に灼やかれたように頰を赤らめ、どきどきしながら瞼まぶたを下ろす。

　らしくない。たかが挨あい拶さつの口づけひとつを待つだけで、こんなに緊きん張ちようするだなんて。

　そっと軽く、羽のようにクロードが頰に唇くちびるを落とした。そこから火傷やけどしたみたいに熱が全身に広がり──瞼の裏に、叫さけび声が焼きつく。




　滅ほろびろ。滅んでしまえ。もう僕が守りたい人間など、一人もいない──!!




　見開いたアイリーンの瞳ひとみに、一日分だけ足りない月が見えた。

　そっと体を離はなしたクロードがささやく。

「おやすみ、アイリーン。よい夢を」

「お、やすみなさい、ませ……」

　ぎこちない笑え顔がおは、照れ隠かくしで誤ご魔ま化かせただろう。まず目の前から馬車が消えた。次に煉れん瓦がの床ゆかを蹴けったクロードが、月を背に浮うかんだあと、消える。

　頰を手で押さえ、へたりこみそうになった体を柱にもたれて支えた。

「だから、記き憶おくが戻もどるタイミングがいつも、おかしいと……！」

　おかげでときめきに浸ひたり損そこなったではないか。絶対に許さない。

　しかも今度は、あと一週間もないなんて。

「でも、そう……そうだったわ。あなたはだから、魔物になるのね」

　思い出した。どうして彼が、人間に絶望してしまうのか。

　彼は裏切られるのだ。幼い頃ころから唯ゆい一いつ信しん頼らいしてきた人間に。
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『お前は人間だ。……僕についてこなくていい』

　漆しつ黒こくの髪と紅玉の瞳を持つ魔王と呼ばれる主あるじは皇城を去る時、そう言った。

　さすが魔王、残ざん酷こくだ。魔物の味方と蔑さげすまれ、家にも戻れないところまできているのに、そんなことを平気で言う。そう思いながら、首を振ふり彼と一緒に皇城をあとにした。

　魔物達との生活は悪くなかった。あまりの考えなしに頭痛がすることがあるけれど、それは人間だって同じだ。

　それにあなただってまだ人間だ。人間らしい幸せをつかめる日だってくるかもしれないのだ。

　だからどうか、自分があなたの望みを叶えるから、人間に絶望しないで欲しい。

『土地が欲しい、だと？　魔王に売って欲しい？　ああ、いいだろう』

　でも思う。人間にしかなれない自分は、思ってしまう。

『その代わり金になる魔物を我々に差し出せ。魔王の信しん頼らいが厚いお前ならうまく間引けるだろう？　できないなら土地は渡わたさん。狭せまい土地で魔物同士、せいぜい共食いでもすればいい。なんといっても魔王様は人間と争わないのだからな』

　一度きりで終わるはずだった。自分が一度だけ手を汚よごせばすむ。そう思っていた。

　まだ幼かった自分は、一度ついた汚れは落ちないと、そんなこともわからずに。

『この値段で売ると契けい約やく書でも交かわしたか？　いいじゃないか、また魔ま物ものを売ればいい』

『あの土地を取り上げられたくないだろう。魔物達がまた棲すむ場所をなくしてしまう』

『騙だました？　人聞きの悪い。魔王を裏切っているのはお前じゃないか』

　──こんな世界なら、あなたはいっそ、魔物であった方が幸せではないかと。

　いつだって自分はそう思ってしまうのだ。人間らしく。

「あら、お目覚めになりまして？　キース様」

　ぼんやり目を覚ましたキースは、寝しん台だいに腰こし掛かけてこちらを見下ろしている人物に気づいた。カーテンの隙すき間まから差しこむ朝日を背にしており、顔がよく見えない。だがその鈴すずの鳴るような上品な声と、日の光に煙けむる金の髪には覚えがある。

　問題はここが自分の部屋で、どうして彼女が、ということだろうか。

「……アイリーン様。夜よ這ばいならぬ、朝這いとは──っ」

　とりあえず上半身を起こそうとしたら、首元に刃は物ものが光った。目だけを素す早ばやく動かすと、ベルゼビュートが寝台脇で腰こしを低くして気配もなく潜ひそんでいた。

「ベルゼビュートさん。ここ第五層ですよ。どうして結界の外に出てるんです？」

「今の俺はアイリーンの忠犬だ」

「騎き士し以下になってますが、それでいいんですか」

「それがクロード様のためだと言われた」

　その回答に、内心で自じ嘲ちようした。

（これは、横領からバレましたかね？　まあ大人しく見すごしていたなんて、不ふ審しんがられてもしょうがないですけど）

　しかも先手を取られてしまった。彼女は賢かしこい。勘かんも良いし、度胸もある。どう口車にのせたのか、ベルゼビュートも丸めこんできた。

　しかし何をどこまで、どれだけ知られたのか。証しよう拠こはそうそうつかめないはずだ。

「ねえキース様。あなた、悪いことなさってるでしょう。クロード様に黙だまって」

　キースは黙ったままいつもの笑顔を保った。同じ人間の少女は、唇を歪ゆがめて笑いかける。

「わたくしも仲間に入れて下さいません？」

「は？」

　意外な申し出に眉まゆをひそめる。と同時に、鼻先にぴらりと書類を垂らされた。

　ぎょっと目を剝むく。首元に突つきつけられている剣けんのことも忘れて飛び起きようとしたが、ひょいとその紙は持ち上げられてしまった。

「い、いいい一体、それをどうやって手に入れたんです!?」

「ふふふ、キース様。あなたの唯ゆい一いつの弱点は、人間側に味方がいないことですわね。──いいことを教えて差し上げますわ。あなたは頭がいいからわかるでしょう。近いうちに、聖剣の乙女おとめが目覚めます。リリア様よ」

　どうしてそんなことがわかるという疑問と一いつ緒しよに、一気に頭の中にその後の展開が思い浮かんだ。

「……聖剣があれば魔王ですら敵ではない。クロード様の命が狙ねらわれる。だが聖剣は魔物にしか──人間のままのクロード様にはきかない。クロード様を魔物に変えてしまうために、何か仕し掛かけてくる……？　ああ、そう言ってベルゼビュートさんを丸めこんだわけですか」

「大正解。さすがね。廃はい城じようの中で誰だれより世情をよくわかっているのではなくて？」

「高官ですからね。……ただ、これは本当に聖剣の乙女が目覚めるならの話ですが？」

「そこは信じてもらうしかないわ。そのうえで問題よ。言い伝えによれば、魔王──クロード様は怒いかりや憎にくしみや人間への負の感情を抱かかえきれなくなった時、本来の魔物の姿、すなわち竜りゆうに変へん化げし、本当に魔王になってしまう。だったら人間は何をすると思って？」

「……魔物を売る、とかですかね？　魔物を苦しめればあの方は人間を憎む」

　わざとかまをかけてみた。するとアイリーンは目を丸くしたあと、小さく笑う。

「だからあなたはこんなに頭が回るのに、ゲームでいいように使われて死んだのね」

「は？　ゲーム？」

「こっちの話よ、気にしないで。あなたの回答は半分正解、半分間ま違ちがい。正解はこう。あなたの裏切りを見せつけ、殺させる。そうすればクロード様は人間に絶望するでしょう。唯一信じていた人間に裏切られ、しかも自分が殺すんですもの。当然ですわね」

　指し摘てきされて、大きく目を見開いた。そうだ、基本的に結界の中にいて守られている魔物より、自分の方がよほど狙いやすく、使いやすい。

「さっきも言ったわ。あなたの弱点は唯一、人間の味方がいないこと」

　寝台から立ち上がり、アイリーン・ローレン・ドートリシュが振り向く。

「だから、わたくしを味方になさい？」

　そう言って、彼女は裏切り者に微笑ほほえんだ。
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「お金が必要だわ」

　ついにできあがった廃城の会議室で、アイリーンは仁に王おう立だちで宣言した。円えん卓たくの左右に分かれて座っているいつもの面々が、それぞれ反応を示す。

　まずアイザックが、頰ほお杖づえをついたまま怪け訝げんそうな顔をする。

「金って。ドートリシュ公こう爵しやくの要求はこなしただろ？　話題のオベロン商会を知ってるなんてさすがドートリシュ公爵家の情じよう報ほう網もう、娘むすめは魔王と知り合いって一目置かれ出してるじゃん」

「新しい事業やるってことですか？　うちの化け粧しよう品をまとめて買った人への初回限定特典の化粧箱のデザインは終わりましたけど」

　図案をみんなに回しながらドニが言う。ちらとそれを見てから、リュックが手を挙げた。

「この間のハーブビネガーの改良なら終わりましたよ。農作物の害虫駆除にきく農薬として売りに出せますが」

「……。ただどれも、材料が足りない。現時点で大量生産は不可能だ」

　クォーツは図案に目も落とさずに、両りよう腕うでを組んで目を伏ふせたまま言う。アイリーンは唯一、テーブルにつかず壁かべに背を預けている人間に目を向けた。

「ジャスパー」

「……。へいへい。いいんだな」

「かまわなくてよ。時間がないもの」

　アイリーンの手に、ジャスパーが資料を渡す。アイリーンはそれと手書きの計画案を人数分、テーブルの上へと滑すべらせた。

「資料は写しよ。計画案は各自、確かく認にんしたあとはこの暖だん炉ろに放ほうりこんで処分して」

「……。えっ」

　声を上げかけたドニが、慌あわてて自分で口をふさぐ。リュックは目を丸くしたあとに、口元に手を当てて資料をめくる。クォーツは難しい顔でゆっくりとアイリーンが書いた計画案を読みこんでいた。

　真っ先に資料と計画案に目を通したアイザックが、厳しい目をアイリーンに向ける。

「マジでやんのか。不戦条約ギリギリだ、一歩間ま違ちがえたらこっちが大損害だぞ」

「魔物を守ることは、オベロン商会の利益になるわ。それにこちらには切り札がある」

「切り札？」

「はーい切り札のキースでーす！　弱みを握にぎられて味方しに参りましたー！」

　やけくそのような明るい声が響ひびき、会議室の扉とびらが開いた。

　ぎょっとするアイザック達を尻しり目めに、キースはアイリーンの横に立つ。

「弱みを握られただなんて。わたくしは正当な対価を用意したでしょう？」

「うわあ、ぬけぬけと。これだから権力者って嫌いやですよね！　さぁアイリーン様の下僕達、さくさくっと情報漏ろう洩えいいきますよー」

「下僕……」

「安心して下さい、今日から私も下僕仲間ですから！　アイリーン様に『キース様を貸してくださる？』って可愛かわいくねだられてオッケー出したうちの魔王、覚えてろ！　自分一人じゃお茶の場所もわかんねぇくせに！　ベルゼビュートさんはお茶なんか淹いれられませんからね！」

「大だい丈じよう夫ぶか、こいつ」

　アイザックが親指を向けて尋たずねる。アイリーンは頷うなずいた。

「権けん謀ぼう術じゆつ数すうはあなたより得意かもね。何せクロード様を」

「はーい結界内でそういう話やめましょうね、絶対聞いてますからねあの粘ねん着ちやく魔ま王おう！　──では、どうやって私めを助けてくれるんです？　アイリーン女王陛下」

　やけっぱちだった明るさを一いつ瞬しゆんで鎮しずめ、キースが胸に手を当てて大おお仰ぎように尋ねる。

　アイリーンはにこりと笑った。

「あなたを冤えん罪ざいから救うだけよ」

「冤罪、ね。──まあいいでしょう。私だってね、魔王の左ひだり腕うでですから。清せい濁だくはごくごく吞のみましょう」

　はああ、と大おお袈げ裟さに息を吐はき出し、キースが眼鏡の縁ふちを持ち上げた。

　アイリーンはぐるりと周囲を見回す。

「やってくれるわね。わたくしはあなた達を信しん頼らいしている。あなた達の力が必要なの」

　全員が顔を上げて、それから溜ため息をついた。

　その動作を了りよう解かいとみなして、アイリーンはテーブルに手をつく。

「策に不備があるならアイザック、あなたが修正して。ジャスパーは確実な証拠と情報収集をキース様と一緒に。新しい情報は常に共有すること。ドニ、リュック、クォーツは作業を始めて」

　アイリーンの指示に、アイザックがまず燃え盛る暖炉の中に計画案を放りこんだ。次にドニとリュックが、最後に資料に目を通したクォーツが資料と一緒に計画案を燃やす。

「一週間ないわ。いつも通り、素す早ばやく仕事にとりかかって」

「アイリーン！　敵てき襲しゆう！　敵襲！　アイツラマタキタ！」

　影かげからぽんと飛び出てきたアーモンドに、アイリーンは振ふり向く。暖炉をそれぞれ見つめていたアイザック達も顔をしかめた。

「敵襲？　こないだの誘ゆう拐かいがどうのこうのはカタがついただろ？」

「違ちがウ！　クロード様、怒ッテル！」

「──リリア様達がきたのね？」

　全員がぎょっとする中で、アーモンドが「正解！」と叫さけぶ。

　不敵に笑うアイリーンの背後にある暖炉の中で、『魔ま物ものの売買取引』という文字が燃えて消えた。







　キース・エイグリッド。由ゆい緒しよ正ただしきエイグリッド子し爵しやく家の次男で、クロードより二つ上の彼は、クロードが生まれる前から遊び相手も兼かねた従者になることが決まっていた。

　クロードが魔王ではと周囲に疑われ始めたのは、彼が五歳の時。庭の池で溺おぼれたキースを、魔ま力りよくを使って助けたことがきっかけだった。その後生まれたセドリックとの皇位継けい承しよう争いで命を狙われるようになった彼を魔物が助けにくることが発覚する。

（クロード様のことを皇こう帝てい達は隠かくしていたんだわ……外聞を考えたのか、愛なのかはわからないけれど）

　それがキースの命を救ったことで、魔王だということが隠しきれなくなった。きっとキースは自分のせいだと己おのれを責めたのだろう。だから今も、忠実に仕えている。

　魔王の意に反してもという、とても人間らしいやり方で。

　クロードに話を聞いた時に気づいてもよかった。魔物のために買ったというあの土地。伯はく爵しやく領を丸ごとを安く買いたたけるわけがない。あれを買うために、幼い彼は魔物を売って資金を得た。恐おそらく、助けを求めてやってきた魔物を間引くか何かしたのだろう。結界内に入る前ならクロードには気づかれない。

　しかし、たった一度で終わるはずだった取引は、何度も続けられることになる。

　断れば土地を取り上げられる。いいように騙だまされたことを相談できる相手もいない。彼はたった一人で闘たたかい続けた。ほんのひとにぎりの犠ぎ牲せいで大勢の魔物を救う、そういう選せん択たくを自分一人に課してきた。

　それは人間側にも利益があったから続いていた取引だ。それが、リリアが聖せい剣けんの乙女おとめとして覚かく醒せいしたことで綻ほころぶ。

（……あとはキース様が言い当てたとおりだわ。魔王がいなくなれば魔物は怖こわくない）

　魔王がいなければ魔物は群れることをしない。知能も低下し、大半が少々厄やつ介かいなだけの害がい獣じゆうに成り下がる。人間が道具と知ち恵えを使って数人がかりで狩かるのもそう難しくない。しかも部位によっては非常に高値で売れる。人間は狩る側に回れるのだ。

　それならば不戦条約になど頼たよらず、魔王を排はい除じよしてしまった方がいいという連中が出てくるのは必然だ。聖剣の一いち撃げきで、魔王は消し飛んでしまうのだから。

　しかし、聖剣は魔物と戦う武器であり、人間にはきかないと言われている。まだ人間のクロードは聖剣で斃たおせないのだ。

　ならばいっそ、本当に魔物になってしまえ。それが魔王覚かく醒せいイベントが発生する経緯いきさつだ。

　金が欲しかったからだと、キースはゲームで叫んでいた。割のいい商売ができるからこそ仕えたのだとクロードを嘲あざ笑わらい、魔王など死んでしまえと呪のろう。

　けれど、それは優やさしい噓うそだったのだろう。

『私はねえ、思ってるんですよ。……クロード様は魔物になった方が幸せじゃないかって』

　今朝、アイリーンの報ほう酬しゆうに負けたキースはそう言っていた。彼の選択は、本来はクロードがすべき決断だ。その罪悪感を負わせるくらいなら、自分に情を残して人間のままでいるなら、いっそ自分を含ふくむ人間全すべてを憎にくんで魔物になってくれと、ゲームの彼は願ったのだろう。

　事実、ゲームでは怒いかり狂くるったクロードがキースを自らの手で殺し、人間に絶望して竜りゆうに変わってしまう。

　ゲームの、特にセドリック攻こう略りやくルートの場合、卒業前に皇帝から魔物密売を解決するよう課題を出されたセドリックを手伝う形でリリアはかかわり、キースを疑いクロードにもそれを密告する。セドリック達と共に取引現場をおさえキースを捕ほ縛ばくしようとするが、そこでキースを殺してしまったクロードと鉢はち合あわせする。そして絶望し竜に変わってしまったクロードを「あなたの悲しみを止めてあげる」と聖剣を使い消しよう滅めつさせる。

　ちなみに二周目に出現するクロード攻略ルートであれば、そこでクロードを人間に引き止める流れに入る。キースに傷つけられたクロードを「私がいる」と癒いやし、人間に戻もどすのだ。そして、リリアと生きていくことを決めたクロードは聖剣の乙女であるリリアとの対立を避さけるべく、魔王としての立場を捨てる。魔物達を全て魔ま界かいに封ふう印いんし、人間として生きていく。

　そのあたりの記き憶おくを全て取り戻したアイリーンが言えるのはただ一つ。

「なんって役に立たないヒロインなの……!!」

　キースが怪あやしいと気づいた時点で、クロードがどうなるか慮おもんぱかるべきだ。その上で行動するべきである。ゲームのリリアがやったことと言えば、キースの裏切りをクロードに見せつけ、傷つけ、そのくせ「悲しみを止めてあげる」と消滅させたり「私がいる」とクロードに全部捨てさせたり、やりたい放題だ。心底気に入らない。

　しかも、聖剣の乙女という魔物と相あい容いれないリリアと魔物達を守りたいクロードがどう結ばれるかと思ったら、まさかのクロードが魔物を捨てるというおよそアイリーンの感覚では信じられない答えだった。

（わたくしは絶対、クロード様にそんな未来を選ばせない）

　アイリーンなら、クロードが望むものを全て用意してみせる。

　魔物も捨てさせない。大事な従者だって殺させたりしない。

　そのために必要なものは、全て根回しで決まる。闘いとはそういうものだ。

「──帰れと言っている」

　クロードの低い声と一いつ緒しよに応接間の扉とびらが内側から勝手に開き、廊ろう下かの外まで吹雪ふぶきが舞まう。

　どうやらすでに、密告のイベントが始まっているらしい。

　廊下側には、固かた唾ずを吞んで様子をうかがっているベルゼビュート達がいた。

　不安げな眼まな差ざしを全員に向けられ、アイリーンはにこりと笑い、頷うなずく。

「でもクロード様、本当のことです。キースさんは魔物を売ってて……私達、知らないままだったらクロード様が傷つくと思ってしらせにきたのに……」

　応接間のソファに座ったリリアがうつむく。その横に座っているセドリックがすかさず批判の声を上げる。

「リリアの言うとおりです、兄上。俺達は無視して捜そう査さをすすめることだってできた。それをリリアがあんまりだというから、こうして秘ひ密みつ裏りに話にきたんですよ」

「まさか貴き殿でんの命令で魔物を売っていたわけではないでしょう。不戦条約違い反はんをしたと、我々人間に難なん癖くせをつけるつもりでもなければ」

　マークスの侮ぶ蔑べつに、クロードの赤い瞳ひとみがぎらりと光る。がたりと家具が、床ゆかが、地面が震ふるえた。地じ震しんだ。

「いい加減に──」

「怒おこっても無む駄だだ。リリアは聖剣の乙女の生まれ変わりだからな」

　マークスの自じ慢まんげな言葉に、揺ゆれが止まった。リリアが恥はずかしそうにうつむく。

「ま、まだそうと決まったわけじゃ……あまり言い触らさないでって言ってるのに」

「何を言ってる。間ま違ちがいない。教会も認めた。何より、君の中から出てきた剣、あれが聖剣でなくてなんだ。魔物達を一いつ掃そうするあの輝かがやき！」

「そうだ、リリア。自信を持つといい。だから父上も魔物密売についての事件を俺達に任せてくれたんだ」

　どうやら既すでにリリアは聖剣の乙女としての力を目覚めさせたらしい。それでセドリックとマークスはますます心しん酔すいしたといったところだろうか。失言に気づいていないらしかった。

「この国で聖剣の乙女の血を一番濃こく継ついでいる女性はアイリーンだ。だが聖剣の乙女にはほど遠い女だった。君を選んだ俺は正し──」

「面おも白しろい話をなさってますのね。魔物達を一掃？」

　かつんと踵かかとの音を鳴らして部屋に入る。ひんやりと足あし下もとに冷気が漂ただよっていた。

「初めて聞きました。魔ま物ものを殺あやめることは不戦条約で禁止されているのに？」

「……アイリーン」

　顔をあげたクロードの横に、腰こしを下ろす。にこにことアイリーンは微笑ほほえみかけた。

「相変わらず皆みな様さま、頭も口も軽くてらっしゃいますのね。言い触らしてはいけないのは聖剣の乙女のことではなく、魔物の一掃のことでは？　不戦条約違反でしてよ」

「せ、聖剣を見て魔物が逃にげ出しただけだ！　かすり傷一つリリアは負わせていない！」

「まあ、それはよかった。ね、クロード様」

　ぽんとクロードの握にぎり拳こぶしに手を置く。それでやっと、足下に渦うず巻まく冷気が止まった。

「それで、なんのお話でしたかしら？　キース様が魔物の密売をしているとかなんとか」

「そ、そうだ」

「まあ、馬ば鹿からしい。お引き取りくださいな」

「ば、馬鹿馬鹿しいってひどい！　魔物が可哀かわい想そうだって思わないんですか！」

「だって、魔物の売買は犯罪でも何でもなくってよ？」

　小首をかしげたアイリーンに、リリアが目を丸くした。

　セドリックやマークスですらぽかんとしているのだから、始末に負えない。

「禁じられているのは魔物を傷つけることです。魔物の売買は禁じられていません。それはクロード様が怒るからやめようという、倫りん理り観レベルのお話です。そもそも、キース様が魔物の密売をしていたとして、人間側が何の罪で捕つかまえるのかしら？」

「……わ、私は魔物と人間の争いは避けたいんです！　でないと私は聖せい剣けんの乙女おとめだから、クロード様を斃さないといけなくなっちゃうじゃないですか……」

「クロード様はまだ人間でしてよ。聖剣で斃せないでしょう。──とりあえず要約すると」

　しょげてかまってもらえる暇ひまをリリアに与あたえず、アイリーンは優ゆう雅がに微笑んだ。

「あなたの出番はないので、すっこんでらっしゃいな。それより皇こう妃ひの勉強をちゃんとなさった方が宜よろしいのではなくて？　あまりいい噂うわさを聞きませんけれど」

「……ひどい……っ！」

　立ち上がったリリアが、泣きながら駆かけ出す。それを慌あわててセドリックとマークスが追っていった。ふうと肩かたから息を吐はき出したアイリーンは、アーモンドを呼ぶ。

「クロード様の力が及およばない可能性があるわ。あの三人がちゃんと森の外に出るまで、空から目で見張ってちょうだい。近づきすぎては駄だ目めよ、聖剣の乙女の力は本当だから」

「ワカッタ！」

　ベルゼビュートの頭の上にのっていたアーモンドがばたばたと飛び去っていく。クロードが口を開いた。

「危険なことは──わかった、自己判断に任せる」

「よろしくてよ。魔物より今はキース様を守る時ですから。おわかりでしょう？」

　聖剣の乙女が現れた。魔ま王おうを狙ねらう者は、クロードにつけこむために一番狙いやすいキースを狙う。彼は人間だから。

「……疑われるだけの何かがあるのか」

　ぽつりと尋たずねたクロードは、何か勘かんづいているのかもしれない。ちらと見ると、廊下にはキースがいた。

　アイリーンが目配せすると一度天てん井じようを仰あおいでから、つかつかとクロードの下もとまで歩み寄る。

　そして、頭こうべを垂れて跪ひざまずいた。

「──クロード様。私わたくしめは、あなたに話さねばならないことがあります」

「……言ってみろ」

「でーすーがー、それはね。アイリーン様に言われた仕事を終えるまでお待ちを」

　軽く視線を向けられて、アイリーンはきょとんとした。

　──この件が片付いたら、クロード様に全すべて自分から告白なさい。自分で選せん択たくするのではなく、主あるじに決断を仰ぐのよ。それがあなたの一番初めの間違いだわ。

　そう彼に言ったのはアイリーンだ。だが別に今、告白してしまってもいいだろうに。

「私めの間違いをそのままにして、あなたの足を引っ張るわけにはいかないんですよ。あなたの左ひだり腕うでですから」

　そう言って、キースはクロードに顔を向けた。その眼差しにある忠誠に噓うそはない。

　きっとそれをクロードも感じ取ったのだろう。頰ほお杖づえをついて、溜ため息をつく。

「……わかった。その時は覚かく悟ごしておくといい。場合によっては処分も考える」

「承知致いたしました、我が主」

「あと、お茶の場所はわかる。淹いれ方がわからないだけだ」

「それは大変失礼致しました」

　そのやり取りを横で聞いていたアイリーンはそっと立ち上がろうとし、何故なぜかクロードに引っ張られてその膝ひざの上に座りこんだ。

「な、なんですの？　せっかく二人きりにして差し上げようと」

「男と二人きりにされて何が嬉うれしい。そういうところがおかしいな、君は。──それで？　キースを使い、ベルゼビュートを丸めこみ、君は僕に黙だまって、何を企たくらんでいる？」

　背後から、喉のどを指の腹でゆっくりとなでられた。眉まゆを吊つり上げ、クロードの鳩尾みぞおちめがけて肘ひじをたたきこむ。油断していたのか、クロードはもろにそれをくらって呻うめいた。

「わたくし、痴ち漢かんの撃げき退たいは得意でしてよ」

「痴漢、だと……」

　久し振ぶりに外で雷かみなりが落ちた。衝しよう撃げきだったらしい。そのまま雨が降り出す音が聞こえたが、まさか悲しかったのだろうか。

　爆ばく笑しようしているキースとおろおろしているベルゼビュート達の前を横切り、つんとすまし顔で赤くなった頰ほおを見られないように、さっさと応接間を出る。ああいうクロードに過か剰じよう反応すると、余計にペースに巻きこまれると学習した。

「魔王様もなかなか純情だよな。あそこはもう一押しなのに」

　廊ろう下かで待っていたアイザックが何もかもわかったような顔でにやにや笑っていたので、ついでに鳩尾に一発食くらわせてやった。







　クロードとキースの様子を見ていると、魔王覚かく醒せいの核かく心しんである『クロードを絶望させる』点は既に回かい避ひできている気がする。だが乗りかかった船だし、リリアが聖剣の乙女と発覚した以上、必ず弱みにつけこまれる日がくる。

　ならば懸け念ねん事じ項こうはさっさと排はい除じよしてしまうべきだろう。

「もうそろそろお出ましですよ。あっちも毎回、魔物が暴れた時のために荒あら事ごとに強い連中雇やとってますから、アイリーン様はベルゼビュートさんのそばにいるように。何かあったらクロード様がそれこそ絶望しますからね！」

「わたくしよりキース様でしょう。最前線にいて、流れ矢に当たって死ぬのはなしよ」

「あーこれほんとわかってないですねぇ。アイザック様達、大変だろうなー……」

　しみじみと言われながら、とにかくベルゼビュートと一いつ緒しよにと現場が見下ろせる学園の屋上へと追いやられた。

　満月が明るい深夜、現場はもうくることもないだろうと思っていた学園の、またもや聖せい騎き士し団だんに近い寄宿舎裏だ。イベントに用意する背景スチルを使い回したかったに違ちがいない。

　もちろん、あとは卒業式を残すだけの今の学園には学生がいないため、人目につかず、かつ魔物が暴れた際は騎士団に任せられるという都合がいい場所ではあるのだが。

「……おい、娘むすめ。大だい丈じよう夫ぶなのか、キースは」

「大丈夫、とは？　何か不安があるの」

「あいつは……魔物を、売ってたんだろう……」

　クロードが傷つくから、余計なことは決して言うな。そう言われたせいでここ最近、すっかり無口になっていたベルゼビュートが、屋上の床ゆかを見つめながら言う。

「それがどうしてかは、最初に説明したでしょう」

「わかっている！　わかっているが、土地が欲しいなら俺が奪うばってきてやった！」

「そんなことしたら、争いになるでしょう」

「それがなんだ！　人間などに我々は負けない！」

「わたくしは人間だわ」

　ベルゼビュートが弾はじかれたように顔を上げて、またうつむいた。クロードよりこちらの方が傷が深いかもしれない。彼らは魔物だから、ただ仲間の裏切りが、悲しくてつらいのだ。

「キース様だって人間だわ。……クロード様だって、魔王だけれど、まだ人間よ」

「……わからない。どうして」

「わからなくていいわ。許さなくてもいい。……キース様だって、許されようとは思っていないでしょう」

　校舎屋上から見える地上では、ドニが作った魔ま物ものの檻おりを前に、キースが一人でぽつんと立っている。彼は今、どんな気持ちだろうか。

「……売る魔物を選ぶ時ね、キース様、毎回馬ば鹿か正直に事情を説明したんですって」

「何？」

「そうしたら、人語を喋しやべる魔物達はいつもこう答えたそうよ。『それが魔王様の、皆みなのためになるなら、自分が行く』って。喋らない魔物達も、抵てい抗こう一つせず、キース様についていったそうよ」

　──その度たびにね、自分は所しよ詮せん人間だ。そう思い知らされるんですよ。

　そう言って、キースは力なく笑っていた。

「……それは……そうだろう。俺でも、そう言う……」

「でしょうね。だから、取り戻もどすわよ」

「……は？」

　ぱちくり、とベルゼビュートがまばたいた。

「取引相手はずっと変わらないそうよ。そして毎回、どの魔物をいくらで買ったかという帳ちよう簿ぼを持ってくるらしいの。それには魔物がどこへ売られたのかも書いてあるはずだわ」

　そしてそれは、取引相手が魔物の売買にかかわった証しよう拠こでもある。

　リリア達にはああ言ったが、実際のところ魔物の売買は罪にはならずとも、非常にデリケートな問題だ。魔王と不戦条約を交かわした皇こう帝ていにも余計な厄やつ介かい事を起こしたとにらまれる。

　だからその証拠さえ手に入れられれば、取引相手もキースにもう手を出せなくなるはずだ。

「もちろん、もう殺されてしまっている子もいるでしょう。でも生きていてくれれば、買い戻せる可能性があるわ。キース様だって馬鹿じゃない。売ったあとで圧力をかけられるところにはかけていたらしいから、その線からも見つかるかもしれない。そのせいで、給金や予算を横領されても強く出られなかったらしいけれど」

　だが、ジャスパーという第三者の横やりが入ることで、横領した本人こそ突つき出せなかったが、金は取り戻せた。

「確かに面めん倒どうだろうけれど、キース様はぎりぎりのところを見み極きわめていた。本当に従者として優ゆう秀しゆうだわ。わたくしが欲しいくらい。さすが魔王の左腕ね。そうでしょう？」

　にこりと微笑ほほえみかけると、ベルゼビュートがふてくされたように応じる。

「それは、まあ……そうだが」

「そして売られてしまった魔物達を少しでも買い戻し、さらにくるだろう新しい魔物達を守っていくにはキース様が必要。でしょう？」

「──気に入らん！」

　吠ほえたベルゼビュートが、どかりと床に腰こしを下ろしてぶつぶつ言い出す。

「殴なぐって解決では駄だ目めなのか。どうしてだ。燃やせばいい！」

「そうしたら他ほかの場所にいる魔物達が攻こう撃げきされてしまうわよ。魔王が人間を襲おそわないよう制せい御ぎよしているという建て前があるから、魔物に手を出しにくい環かん境きようになっているのだもの」

「それも焼き払はらえばいい！　人間の町など一いつ瞬しゆんだ！」

「じゃあたとえばそこにドニの家があったら？」

　通訳をしていたせいか、ベルゼビュートはドニと仲がいい。腰から下げている剣けんは、ドニがデザインし、そのツテで作られたものだ。だからか、即そく答とうが返ってきた。

「燃やさない。その程度の調整はできる」

「じゃあ、あなたの知らないドニの友達がいたら？」

「……」

　難しい顔をして黙りこんでしまった。苦笑いをしながら、アイリーンはベルゼビュートの頭に手を伸のばす。そしてその頭を、できるだけ優やさしくなでてやった。

「……何の真似まねだ」

「頑がん張ばって考えているみたいだから、えらいなと思ったのよ。──その調子で、色々学ぶといいわ。きっとクロード様とキース様の役に立つ。あなた本当は、キース様をたった一人で闘たたかわせていた自分の不ふ甲が斐いなさが、我が慢まんならないんでしょう」

　ぐっとベルゼビュートが詰つまってしまった。よしよしと、アイリーンはその頭をなで続ける。

「──いつまでなでる」

「あなたが元気になるまで」

「ならもういい！　──きたぞ」

　聴ちよう覚かくと視力に優すぐれているベルゼビュートの目配せに、慌あわてて地上に視線を動かす。遠くからキースに向かって、いかにも怪あやしげな集団が近づいてきたところだった。

　場所も何もかもイベント通りだ。始まった。

（……あら？　でもあそこの茂しげみに、リリア様達がいない……）

　ゲームであればリリア達が息をひそめて様子をうかがう現場近くの茂みの中に、人ひと影かげが全くない。訝いぶかしんでいる間に、キースは取引相手とやり取りを始めたらしかった。

　仲間を売る会話に、またベルゼビュートの顔が渋しぶくなる。

「駄目でしてよ、ベルゼビュート様。ここはキース様を信じて」

「わかっている。俺の役目はここでお前を守ることだ。キースにも、ドニにも頼たのまれた。他の連中にも──ここにはこられない、王にも」

　きょとんとしたあと、ベルゼビュートが呟つぶやく。

「お前に何かあったら、王はきっと人間を許さない」

「──ところで、おうかがいしてもいいですかペンネ伯はく爵しやく」

　ことさら大きく響ひびいたキースの声に、意識を引き戻された。

「私わたくしめが欲しがっている土地、ドートリシュ公爵にお売りになったとか？」

「……な、なんの、ことだ？」

　上ずった声が空とぼける。だがキースは迷ったりしない。

　自分を味方にしろと迫せまったあの日、アイリーンが見せたのは、彼が仲間を売ってでも欲しがった土地の売買契けい約やく書だったのだから。

「そんなにそわそわ待っても、私を捕ほ縛ばくする騎士団はまだきませんよ。橋が壊こわれて遠回りしている頃ころですねぇ」

「な、なんだそれは」

「せめて一いち蓮れん托たく生しようの密売仲間という意識くらい持っているとは思っていました。まさか、私め一人に全部の罪をかぶせて終わらせようと思ってらっしゃったとは」

　キースが眼鏡をはずす。

　アイリーンが目配せすると、ベルゼビュートが空に向けて火の玉を作り出した。

「とっても残念です。ので、その帳簿をもらってお別れしましょう」

　太陽のように発光する夜空の炎ほのおが合図だ。

　光に怯ひるんだ相手の懐ふところに一瞬で入りこんだキースが、帳簿を奪い、そのまま剣の柄つかで昏こん倒とうさせる。同時に、鍵かぎをあけたままの檻から一いつ斉せいに魔物達が抜ぬけ出した。旋せん回かいするアーモンドの指示に従い、アイザックに何度も言い聞かせてもらった通りの道順で逃にげ出す。

「おい、魔物がっ……」

「それより帳簿を取り戻せ！　あれが向こうの手に渡わたったら」

　魔物は人間を攻撃してはならない。それは大原則。

　──でも別に、遊んで穴掘ほったり、薬を落としたりするのはいいんだろ？

　そう笑ったのはアイザックだ。アーモンド曰いわく魔王軍ご自じ慢まんの空軍が、リュックが用意した『目にしみる薬』とか『人によってはくしゃみと鼻水が止まらなくなる粉』を上空からぶちまける。人間達はあらかじめ掘っておいた穴に落ち、丸太が倒たおれるしかけを踏ふみ抜いた。

（どれも魔物が用意できるものではないけど、不戦条約ギリギリでしょう、これ）

　死人はでねぇからと笑っていたアイザックには、今度からもう少し自重するように言おう。

「それにしてもキース様、強いんですのね……」

　援えん護ごをする魔物達は撤てつ収しゆうし、仕し掛かけで大半の傭よう兵へい達が脱だつ落らくしたが、一対多数でもキースは平然と両手に短たん剣けんを持って戦っていた。その動きは剣けん舞ぶのように無む駄だがなく、鋭するどい。眼鏡をしているからてっきり目の悪い文官タイプかと思ったら、そうではないらしい。どっちかと言えば間かん諜ちようタイプなのかと思い直す。

「俺もあれくらいできるぞ」

　何故なぜかむっとした顔で、ベルゼビュートが口を挟はさむ。

「何度も言ってるでしょう。魔ま物ものは戦っては駄目です」

「……。そうなると俺の出番はいつだ？」

「人間と魔物が戦う最終決戦時じゃないかしら？　それか魔物相手とか」

　遠くから光が見えた。キースを捕つかまえるための、相手の息がかかった騎士団だ。だが、父親に頼んで半分ほど入れ替かえてある。魔物は逃げ、取引相手が昏倒しているこの状じよう況きようで、キースが「魔王に内密で魔物の売買を阻そ止しした」と言えばこの茶番は終わる。ゲームでもリリア達が皇帝から与あたえられた仕事は犯人さがしではなく、穏おん便びんにことをすませることだった。

（皇帝はひょっとして、セドリック様達の駆かけ引きの素質を見たかったのかしら？　クロード様との関係をどうするのかっていう、ものすごく扱あつかいが難しい問題だものね、これ）

　俯ふ瞰かんして見て、思い出す。そう言えばリリア達はどうしてきていないのだろう。

　あの三人の口を封ふうじるのが、一番面倒そうなのに──。

「アイリーン！」

「!!」

　叫さけびと一いつ緒しよに、褐かつ色しよくの腕うでに抱だきこまれた。じゅっと何かが焼ける嫌いやな音と臭においがする。

「ベルゼビュート!?　あなた……っ」

　肩かたから腕が、何かで焼け焦こげたようにただれている。脂あぶら汗あせを浮うかべ、膝ひざをつくベルゼビュートの腕の中から慌ててアイリーンは抜け出た。そこへ人影が三つ、現れる。

「や、やだ。どうしよう。襲われないよう牽けん制せいするだけのつもりだったのに……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、かすった程度だろう。リリアに非はない」

「……セドリック様」

「二人とも、うしろへ。アイリーンは結構腕が立つ」

「マークス」

　そうして最後に、アイリーンはいつかと同じ角度で、その少女を見上げる。

「リリア様……」

「大丈夫ですよ、アイリーン様。私達、アイリーン様に話があるだけなんです」

　可愛かわいらしく、聖剣の乙女おとめがにっこりと笑った。







　魔王を一いち撃げきで消しよう滅めつさせられる光り輝かがやく剣、エルメイア皇国に伝わる伝説の聖剣。その剣は魔を討うち払い皇国を建国した乙女の体から出てきたと言われている。持ち主の意志に応じて姿を変え、天を貫つらぬく巨きよ大だいな剣にもなり、その光の粒りゆう子しは魔物を灼やく。

　だがエルメイア皇国の長い歴史上、その聖剣を持っていた女性はその乙女一人きり。いつか聖せい剣けんを持つ乙女が生まれるよう、皇族と公爵家はその血をつないだが、結局聖剣は『乙女の生まれ変わり』という設定でリリアが持つことになる。

　魔を討ち払い、人間を守るために乙女は剣を振ふるう。平和な世界が訪おとずれるように。

「私達と一緒に来て下さい、アイリーン様」

「……こんな真夜中に？　訪問しろというなら日中の方がいいのではなくて」

「逃げろ、アイリーン」

　膝をついたベルゼビュートが、浅い呼吸を繰くり返しながらかすれた声で言う。それをかばうように抱き締しめながら小さく答えた。

「逃げるのはあなたよ、ベルゼビュート。早くその怪け我がを、クロード様に──ッ!!」

「余計な会話はしないでもらおう」

　首ねっこをつかまれ、引きずられた。ベルゼビュートが顔を上げる。

「アイリーン！」

「いいから早く逃げなさい！　わたくしは自分でなんとかするからっ……駄だ目め！　やめて！」

　リリアが聖剣をベルゼビュートに向けたのを見て、その手をつかむ。すぐに背後からマークスに腕で首を絞しめ上げられた。だがリリアの意識をそらすために、必死で声を張り上げる。

「用があるのは、わたくしでしょう！　それに魔物を殺せば、不戦条約に反するわ。皇こう帝ていの怒いかりを買うつもり？」
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　ぴくりとリリアの眉まゆが動いた。笑え顔がおのままだからこそ、余計不気味な動作だ。

（何かあったの？　皇帝と。……そもそもイベントなら、目的はキース様のはずなのに）

　わからない。ただこれはゲームにはなかった展開だ。

「大丈夫ですよ。アイリーン様にひどいことはしませんから」

「もう十分、侮ぶ辱じよく的なことをされている気がするわ」

「侮辱されているのは私です。でも、仕方ないの。セドリックが困ってるから……」

　物もの憂うげに睫まつ毛げを下ろしたリリアの肩を、労いたわるようにセドリックが抱く。そしてマークスに拘こう束そくされたアイリーンを見て、妙みように優やさしげに微笑ほほえんだ。

「喜ぶといい。お前を俺の第二妃ひにする。今夜中に」

「……は？　なに、を──！」

「待て！　アイリーンを、はなせ……！」

　ドニにもらった武器を杖つえ代わりに、ベルゼビュートが立ち上がる。

　リリアが困ったように眉をよせた。

「あの、私は別に、あなたを攻こう撃げきしたいとか思ってないんですけど……」

「その女は、大事な女だ」

　まっすぐにベルゼビュートがアイリーンに手を伸のばす。

「王の、大事な女だ……！」

「そんな、必死になられても……聖剣にかなうわけないですよ？　それに魔物なのに人間が大事とか、おかしいんじゃないですか？」

　ぱん、と乾かわいた音が響ひびいた。アイリーンの平手が、リリアの頰ほおを打ったのだ。

　血相をかえたマークスが、慌あわててアイリーンを拘束したまま距きよ離りを取る。

「アイリーン、お前リリアになんて真似まねを！」

「ベルゼビュート、戻もどりなさい。クロード様のところへ。──わたくしは」

　呆ぼう然ぜんと打たれた頰に手を当てているリリアを睨ねめつけながら、アイリーンは宣言する。

「わたくしは、あなたを侮辱したこの女に、負けたりしない──っ」

「アイリーン！」

　側頭部に強い衝しよう撃げきが走り、ぐるんと世界が回ると同時に闇やみに落ちる。殴なぐったのはセドリックだろうか。最後にかすめ見えたのはベルゼビュートの愕がく然ぜんとした表情だ。

　でも大丈夫。彼は、最善を考えて行動してくれる。そう、信じられた。
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　羽を動かす度たびに、激痛が走る。傷口から体力が根こそぎ奪うばわれていくようだった。

　それでも夜目で必死に周囲をさがす。作戦では、後始末も兼かねて近くにいるはずだ。

　早く早く、この速度では森にたどり着くまでに時間がかかる。その前に力ちから尽つきてしまうかもしれないから、だから。

（──いた、人間！）

「ベルゼビュートさん!?　その怪我……っ！」

「ド、ニ……俺は、いい。アイリーンが」

「リュックさん！　来て下さい、ベルゼビュートさんが！」

「いいから、聞いて、くれ」

　腕うでを強くつかむと、ドニは小さな体でベルゼビュートを支えながら、まっすぐに見つめてくれた。

「アイリーンが、連れて行かれた。三人組だ。一人は人間の、あの夜会にいた……」

「三人……リリア様とセドリック様と、マークス様？」

「そう、そんな、名前だった……早く……」

「ドニ！　どうし──この怪我、灼き切られて……!?　と、とにかく応急処置だ。クォーツ、この薬を混ぜて水を！」

　何か薬やく剤ざいをかけられたのか、一いつ瞬しゆん激痛が走り、意識が引き戻された。冷やされて、痛みが幾いく分ぶんか引いていく。

「おーい、騎き士し団の方はうまく誤ご魔ま化かせたぞー……ってどうしたよ！」

「ジャスパーさん、よかった。アイザックさんどこですか。アイリーン様がセドリック様達にさらわれたって！」

「はああ!?　なんでンなことに」

「……第二妃に、と……」

　荒あらい呼吸を繰り返しながら、それだけ絞しぼり出す。それ以外はわからない。けれど、ベレー帽ぼうの男が口元に手を当てて答えを探し出す。

「まさかあれマジだったのか。リリア様の皇こう妃ひの資質に懸け念ねんが持たれるから、せめてアイリーンお嬢じよう様さまを第二妃にしたらっていう……」

「は？　それでなんでさらうんです？　馬ば鹿かですか？　正々堂々求きゆう婚こんして見事に玉ぎよく砕さいすればいいものを──ベルゼビュートさん、少ししみますからね。ドニ、水を飲ませてあげて」

「ドートリシュ宰さい相しようが大反対してんだよ。あの夜会で魔ま王おう様と踊おどってるのを見てた貴族達の中からは、いっそクロード様を皇太子に戻したらって話も出ててだな……あーとにかくアイザックに説明してくるわ、そしたら状じよう況きよう把は握あくと策も立てられる」

「頼たのみます！」

「すま、ない」

　漏もれ聞こえる会話への、安あん堵ど感かんのせいだろう。思わぬ言葉が、こぼれ落ちた。

「俺は、逃にげた」

「……ベルゼビュートさん……」

「聖せい剣けんが、怖こわかったわけじゃない。助けられるなら、聖剣に殺されてもよかった。だが、俺一人では、助けられないと、思って」

「──それで正解だっつーの」

　目から溢あふれる雫しずくのせいで、そう言った人間の姿がよく見えなかった。

「お前はよくやったよ、さすが魔王の右みぎ腕うでだ。聖剣に怯ひるまなかった」

「……アイザックさん」

「おめーら声でかいんだよ、全部聞こえてたっつうの。おっさん、魔王様ンとこへ報告だ。あの暗殺者みたいな従者には今しらせるな、ややこしくなる。──まあ、魔王様が助けに行くんだろ、どうせ。だったら俺らの仕事は、そのお膳ぜん立だてと、後始末だ」

　だから、と生意気にも人間ごときが自分の瞼まぶたの上に手を置いた。

「寝ねとけ。大だい丈じよう夫ぶだ。目が覚めたら、またアイリーンが魔王様に結けつ婚こんしろって迫せまってるよ」

　そうか、それならいい。

　アイリーンが王のそばにいれば、自分もそこにいられるから。
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　金属のこすれる音がした。

　こめかみに痛みが走る。髪かみがこびりついているのがわかった。たぶん、血のせいだろう。

「──じゃあ、リリア。行こう。この塔とうは狭せまいし、あっちでゆっくりした方がいい」

「そう……ね。セドリック……あの」

「リリア。わかってくれ。君を幸せにするためにも、俺は皇太子でなければならない。一度だけだ。正妃は、君だから」

「……あ……アイリーン様、目を覚ましたわ」

　セドリックを見上げていた瞳ひとみからあっさり涙なみだを引っこめて、リリアが笑う。

　一度深呼吸をして、アイリーンは尋たずねた。

「……これは、何の真似かしら？」

　手首には鉄の枷かせがはめられており、そこからのびた鎖くさりは寝しん台だいの柱にぐるぐるに巻き付けられている。完全に身動きできない。

　──そう、アイリーンは寝台に横たえられていた。頭の上に両手首を縛しばられた格好で。

「……私、さっきのこと許します。きっとアイリーン様は混乱してたんだと思うから」

　もう赤くない頰に手を当てて、リリアが儚はかなげに微笑む。

「私、これでもアイリーン様を尊敬してるんです。だから一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう」

「……第二妃とか一緒にとか、どういうことですの。わたくしとセドリック様との婚こん約やくは破は棄きされたはずでしょう。他ほかならぬあなたのおかげで」

「そうなんですけど、やっぱり私は噓うそをつき合ったり騙だまし合ったりする汚きたない貴族の方とお話するの、苦手みたいで……でも、アイリーン様なら得意でしょう？　助けて欲しいの」

　話が読めてきた。

　あの夜会の軽けい率そつな振ふる舞まいで、リリアの皇妃としての資質──ひいてはセドリックの皇太子としての資質が疑問視されたのだろう。男だん爵しやく家ではあるが、リリアの実家は大きな力を持っていない。そのあたりから軽かろんじられるようになり、彼らは間ま抜ぬけにもこう考えた。

　皇妃の仕事や煩わずらわしいことは全すべてアイリーンに押しつけ、自分達はそのまま安あん泰たいな地位を保持することを。

「助ける、ね。──リリア様、あなた、セドリック様のために努力する気もないのね」

「そんな。ただ、人は誰だれだって得意不得意があるから」

「いいんだ、リリア。俺はリリアを格式張った古い慣習に押しこめる気は最初からない」

「そんな子供の反はん抗こう期みたいなことを言って、皇こう帝ていはなんて仰おつしやったの？」

　見事に詰つまったセドリックとリリアの反応でわかった。皇帝は相手にしなかったのだ。

「──マークス。リリアを連れてここから出ろ」

　マークスに肩かたを抱だかれ、リリアが出て行く。重い鉄の扉とびらが唯ゆい一いつの出入り口らしい。ご丁てい寧ねいに施せ錠じようの音まで聞こえた。さらに内側からかんぬきをかけて、セドリックが寝台の脇わきに座る。

　そして冷たい双そう眸ぼうで、アイリーンを見下ろし──唐とう突とつに、胸むなぐらをつかんで鼻先まで顔を近づけた。

「ずっと考えていた。──いつからお前は兄上とできていた？」

「……何を、仰ってますの」

「父上もどうしてお前みたいな尻しり軽がるの方が皇妃にふさわしかった、などと言うんだろうな。あげく、どうしてもリリアがいいと言うなら、皇妃にふさわしい側室を他に作れ、などと」

「それでわたくしとよりを戻もどそうと？　でもわたくしを監かん禁きんして、どう──」

　途と中ちゆうで思い至って、口を噤つぐんだ。

（今晩中に、わたくしを、第二妃ひにする方法）

　あるじゃないか。そうされたら、アイリーンはもう、セドリックに嫁とつぐしかない。

　何故なぜなら皇室の血を残すことは、この国の貴族の子女にとっては義務だからだ。

「む、ぐっ！」

「うるさくされると冷める。リリアに聞かせたくはないし、舌をかまれても困る」

　ハンカチを取り出したセドリックが口に嚙かませるようにして巻き付ける。そして小さなナイフで、アイリーンの胸むな元もとを縛る紐ひもと一緒に生き地じを切っていった。まるで作業のように。

「んー！　んー！」

「お前がこのまま僕に抱かれれば、第二妃。ドートリシュ公爵家の後ろ盾だてだって得られる。邪じや魔まをしてくるとしたら兄上だが──でも、どんな顔をするだろうな？」

　ばたつかせた足がのしかかってきたセドリックの鳩尾みぞおちを蹴けった。

　怒いかりに目を燃やしたセドリックが、アイリーンに馬乗りになってその頰ほおを殴なぐる。続けて反対側を。さらにもう一度、殴る。

「俺だって！　こんなことを！　したくないんだ！　どうしてわからない！」

「……っ！」

「好きだった男の役に立てるんだ、有り難がたく思え……！」

　力任せに首回りの服の生地が引き裂さかれる。せめて時間稼かせぎだけでもしたいと思った。

　それとも、このあとどう立ち回るか冷静に考えた方が賢かしこいのか。

（このあと）

　考えるより先に血の気が引いた。──クロードに、知られたら。

　殴られた時に切れた口の中で、じんわり血の味が広がる。

　クロードはきっと、それだけでアイリーンを拒こばむなんてことはしない。けれどあの美しい魔王の瞳に、自分が疵きず物ものとして映ることはさけられないだろう。

　耐たえがたかった。それ以上に驚おどろきだった。

　このアイリーン・ローレン・ドートリシュが、たった一人の男の視線を気にするなんて。その人の中では、一番綺き麗れいでいたいだなんて。

　そんなの、まるで恋こいをしているみたいじゃないか。

（──だったら余計、この状じよう況きようをなんとかすべきでしょう！　しっかりしなさい……！）

　動けなくなった自分を叱しつ咤たした。体の上を這はいずるこれは芋いも虫むしみたいなものだ。人間が負けるわけがない。だから諦あきらめる必要なんて、泣く必要なんて、どこにもない。

「うぐっ！」

　動きを止めたせいで大人しくなったと勘かん違ちがいしたセドリックに、もう一発お見み舞まいしてやった。だがそれだけだ。

（足あし技わざで男を殺せる方法をお母様に教えてもらっておけばよかった！）

「い、いい加減、諦めて、大人しく──」

「イタ！　魔ま王おう様、アイリーン、見ツケタ!!」

　くぐもった声の方向に目を向ける。鉄てつ格ごう子しの窓にべったりはりついたカラスがいた。かろうじて首元に蝶ちようネクタイが見える。アーモンドだ。

　目を見開くと同時に、天てん井じようが吹ふき飛んだ。一気に視界が広くなる。

（クロード様）

　薄うす紫むらさきの夜空から降り立ったのは、人間でいる限りは何者にも負けない王。

　胸むね一いつ杯ぱいに広がったのは安あん堵どだった。悔くやしさも意地もない。やっと震ふるえがこみ上げて、横に倒たおした頰に、ぽろりと涙が零こぼれる。しゃくり上げた。

（助けにきてくれた）

　大丈夫だ。これで、何も怖こわくない。

　だが、アイリーンは気づいていなかった。

　──クロードから、この状況がどう見えるかということに。




　突とつ風ぷうが巻き起こった。悲鳴も上げられないのか、寝台の上でセドリックが頭を抱かかえて丸まろうとする──が、すぐに風に吹き飛ばされて、壁かべにぶつかり、倒れこんでしまった。

「に、人間を傷つけるなんて──あにう」

「よ、くも」

　ぴしり、と何か音がした気がした。クロードが顔を半分覆おおって、あとずさる。その手がびっしり[image: 鱗]うろこに覆われ始めていた。

　やっとアイリーンは何が起こっているのか自覚する。

（魔王の覚かく醒せいイベント！　回かい避ひしたはずでしょう、どうして……え、まさか）

　大事な女だ、というベルゼビュートの言葉が蘇よみがえった。それはつまり──。

「セドリック！　何があったの!?」

「リリア！　聖せい剣けんを早く！　思った通りだ、怒りで魔ま物ものになるぞ、やった……！」

　半はん壊かいした壁からやってきたリリアに、セドリックがすがる。状況を把は握あくして呆ぼう然ぜんとしていたアイリーンは我に返った。

　人間に対する怒り。それは人間に対する絶望と同じ、クロードに敵意を抱いだかせるものだ。

　そして舌打ちしたくなったのは、それをセドリック達が狙ねらった意味だった。

（クロード様が魔物になったら、あの三人にはいいことずくめじゃないの……！）

　魔王を斃たおせば、リリアは押しも押されもせぬ救国の聖女。皇こう妃ひに相応ふさわしくないなどと、誰も言わない。むしろ女じよ帝ていと、皆みなが崇あがめかしずくだろう。

「んー！　んー！」

　アイリーンは旋せん風ぷうに巻きこまれて必死に踏ふん張っているアーモンドに向けて声を上げた。

　それに気づいたアーモンドがやってきて、手て枷かせをつつく。そんなくちばしでと思ったが、さすが魔物だった。勢いよく振り下ろした一いち撃げきで、ばりんと打ち砕くだく。

　自由になった手で、猿さるぐつわになっているハンカチをほどく。

「アイリーンに、何を、した」

　その間にもぴしりぴしりと、硝子ガラスを一枚ずつ割っていくような音と一いつ緒しよに、クロードの変化が続いていた。まるで人間という存在をはぎおとしていくように、腕うでに[image: 鱗]が広がり、爪つめが伸のび、手が前まえ脚あしに変化していく。

「何を、彼女は、僕の……あ──あ、ア」

「クロード様！　わたくしは無事ですから、落ち着いてください！」

　目が合った。大きく赤い瞳ひとみを見開いたクロードが、一歩下がる。

「見る、な」

　足が、止まってしまった。その、自分を恥はじるような仕草に。

「……見ないで、く、レ。僕は、君を、助けようと、なのに」

「魔王」

　その声は魔を討うち払はらう、聖なる鐘かねのように響ひびいた。

　そして光が輝かがやく。聖剣の輝きだ。魔王を断罪する、聖女の剣。

「可哀かわい想そうに。辛つらいでしょう、感情を殺して生きていくことは。大切な女性を傷つけられて、思うまま怒おこることもできないなんてそんなの、人間ではないわ」

　高潔さと残ざん酷こくさをもって、聖女が微笑ほほえむ。その剣けん先さきめがけて、アイリーンは迷わず走った。

「あなたの悲しみを止めてあげる──！」

　その光は、朝日だったのか、魔王を斃す聖なる光だったのか。

　アイリーンの目の前で、リリアが大きく目を見開いた。

　その手には、聖剣。そしてその聖剣は、半分ほどアイリーンの体に埋うまっている。

「──あなた達を侮あなどっていて悪かったわ。わたくしは鈍どん感かんね。自分が狙われていることに気づかなかったなんて。キース様を笑えないじゃないの」

「は……はな、はなしなさい！」

　アイリーンの体から聖剣を引き抜ぬこうとリリアがその手を動かそうとする。だがアイリーンはその手首をつかんで、離はなさない。

「な、何を考えているの。聖剣がいくら人間にきかないからって……！」

「なに、言ってるの……ものすごく、痛いわよ……!!　きかないって本当、なんでしょうね」

　腹を刺さされたらこんな痛みがするのだろうか。血でも吐はけば楽になるのか。

　だが笑え。相手に、してやったなどという優ゆう越えつ感をかけらも与あたえるな。徹てつ頭とう徹てつ尾び、自分の方針は変わらない。

「ねえ。……聖剣が人間に刺さったら、どうなるのかしら」

「はあ!?　ど、どうなるって、そんなの」

「人間に聖剣を刺す聖女なんて、聖剣の乙女おとめ失格、じゃないかしら。──そして刺した相手が、聖剣の乙女の血を引く、人間、だったら？」

　リリアが両目を開いた。やっぱりこの女、馬ば鹿かじゃない。

「──クロード様は殺させない。聖剣はわたくしがもらう」

　両足を踏ん張って、リリアの両手を自分の方へ引き寄せる。

　光が炸さく裂れつした。ずぷずぷと聖剣が自分の体に埋まっていく。だがその先は決して背中から出ない。アイリーンの体に入っていくのだ、激痛と共に。

「セ、セドリック！　マークス！　アイリーン様をどうにかして！」

「アーモンド！」

　名前を呼ぶだけで、アーモンドとその仲間達がセドリックとマークスを阻はばむべく、飛んできた。決して傷つけず、だが視界をふさぐように動き回るその姿に、笑えみがこぼれる。

「しょ、正気じゃないわ、こんな……っ！」

　柄つか部分まで埋めこむと、リリアと体が密着した。その鼻先で、脂あぶら汗あせをかきながらアイリーンは笑ってみせる。

「主役はあなたじゃなく、わたくしなの」

　息を吞のんだリリアの体を突つき飛ばし、自分の手で聖剣を埋うずめる。悲鳴を押し殺して激痛を飲みこむ──それが、ふっと消えた。

　聖剣をなくしたリリアが脅おびえたように首を振ふりながら、あとずさる。だがアイリーンはかまわず、振り向いた。

　薄うす闇やみの空の下に、巨きよ大だいな漆しつ黒こくの竜りゆうがいる。綺き麗れいな赤い瞳が、呆然と見開かれていた。その宝石みたいな目の中で、アイリーンはころりと笑う。

「あら、クロード様。なかなかかっこいいですわね」

「……」

「そのままわたくしが飼って差し上げてもいいですけれど、ねえ。やっぱり夫ふう婦ふ生活が大変そうじゃありません？」

[image: ]

　そう言って、その硬かたい[image: 鱗]うろこに覆われた胸むな元もとにそっと体を預ける。目を伏ふせた。

「助けにきてくださって有り難がとうございます。安心して泣いてしまいました。悪い人。わたくしをまんまと泣かせましたわね？　責任を取っていただかないと」

　大だい丈じよう夫ぶ、そう信じられた。ゲームのリリアにできたことが自分にできないはずがない。

　だって自分は、攻こう略りやくできるはずのないラスボスを攻略した。

「あなたは何も諦あきらめなくてよろしいのよ、クロード様」

　筋書きにないこの先の、魔ま物もの達と人間が一緒に暮らす幸せだって、叶かなえてみせるから。

「さあ、わたくしを愛してるなら戻もどってくださいな」

　恐おそろしい夜が明けて、魔法がとけるように、[image: 鱗]が光になって、砕け散る。

　ゆっくりと目を開くと、黒い髪かみに赤い目をした、憎にくらしいほど美しい魔ま性しようの王がいた。







[image: 終幕　悪役令嬢の逆転]




　支柱で囲まれた白はく亜あの祭さい壇だんの前に、黒くろ髪かみの魔ま王おうが舞まい降りる。

　ここはかつて、聖せい剣けんの乙女がこの国の建国を宣言し、聖剣を掲かかげた場所。そしてかつて、彼が皇位継けい承しよう権を差し出した場所でもあった。

「──クロード・ジャンヌ・エルメイア。貴き殿でんを皇太子に定める」

　祭壇の前で署名された書状を確かく認にんし、皇こう帝てい代理である宰さい相しようルドルフ・ローレン・ドートリシュが宣言した。

「アイリーン・ローレン・ドートリシュ」

「はい」

　優ゆう雅がな足取りでアイリーンは中央へと進み出る。クロードが少し振り向いた。

「皇太子妃ひ候補として、クロード皇太子との婚こん約やくを命じる」

「つつしんでお受け致いたします」

　膝ひざを折り、完かん璧ぺきな淑しゆく女じよの礼をもってこたえる。わっと祝福の拍はく手しゆと花弁が撒まかれた。もちろん、その思おも惑わくは様々だ。ここは人間の世界なのだから。

　だからこそ自分が必要だと、クロードの下もとへ寄り添そうべく花弁の舞う花道を進もうとしていたアイリーンは、横道で参列しているセドリック達を見つけた。

　遠えん慮りよなく、優雅に微笑む。

「あら、セドリック第二皇子。お祝いにきてくださいましたの？」

　返事はなかったが、ただの第二皇子になってしまったセドリックの顔がはっきりと引きつった。その横に立つリリアは顔を上げないし、付き従っているマークスはほとんど殺意をこめてこちらをにらんでいる。できれば欠席したかっただろう。

　だが、何もなかったことにしたければ、クロードが皇位継承権を復権するこの立太子儀ぎに、彼らは何食わぬ顔で出席し、祝わなければならなかったのだ。

「クロード様は長く政務から離はなれていらっしゃった方です。どうか、臣下として支えてあげてくださいませね。わたくしもいずれ皇こう妃ひになる者として、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますから」

　やはり返事がない。ただの負け犬のようだ。ふふとアイリーンは勝者の笑みを浮うかべる。

「アイリーン」

　いつまでもやってこないことに焦じれたのか、クロードの方が近寄ってきた。

「何をしてる。帰るぞ」

「あら、もうですか？」

「魔物達が心配している。それに、見み世せ物ものになる気はない」

　不意打ちでぐいと腰こしを引き寄せられ、一いつ瞬しゆん抵てい抗こうしたくなったがこらえた。人前で婚約者に恥はじをかかせるわけにはいかない。ただ抗こう議ぎをこめてひそかにクロードをにらむだけにとどめる。

　ふわりと足が宙に浮いた。空に浮かぶ本日の主役達に周囲がどよめくが、アイリーンは気を取り直して優雅に微笑ほほえみ、横よこ抱だきにしてくれたクロードの首に腕うでを回してみせる。

　夜空を駆かける馬車も素す敵てきだが、こうして空に浮かんで人々を見下ろすのもいい。

「では、皆みな様さまご機き嫌げんよう」

　ばちんと音を立ててアイリーン達が消えたあと、魔王を皇太子にするなんてというセドリックの熱弁と聖剣を失った経けい緯いを涙なみだながらに語るリリアとその二人を守るマークスが大変みじめで面おも白しろかったと、ルドルフがあとで教えてくれた。







「つーまーりーあの三馬ば鹿かはこれからじっくりつぶせばいいんだな。任せろ、世界中の笑いものにしてやる」

「……アイザックさんの方が考えてること容よう赦しやないですよね？」

「はは。僕らをまとめてるんだし当たり前じゃないかな」

「……。皇太子位を失い、聖女の座を取り上げられたんだ。十分、笑いものだと思うが」

「俺もそう思うけどそう平和にはいかねーだろうなぁ。ほら見ろこの記事。魔物コミで禁断の第一皇子につくか、無能でも人間な第二皇子につくか、勢力争いが始まってるだろ」

「あなたたち、何をさぼってるの」

　会議室に入ったアイリーンは、五人で円えん卓たくを囲んでだらけている面々に仁に王おう立だちする。

「さくさく働きなさい。お父様から借りた土地の購こう入にゆう資金、まだ返しきってないのよ。借りを作るのはごめんだわ。アイザック、どうなの売り上げは」

「化け粧しよう箱付き販はん売ばいで売り上げは倍増中。でも、店てん舗ぽ持つか考え時かもな」

「ドニ、城の修しゆう繕ぜんと改装については？」

「ほぼ完かん了りようです！　ベルゼビュートさんも怪け我がが治って、よく仕事手伝ってくれますし」

「アイリーン！」

　会議室の扉とびらが派手な音を立てて開いたと思ったら、まさに話題になった本人だった。

「お前、まだ仕事か。この本を読んでくれるという約束だろう」

「もう少し待って。時間があるならこの間読んだ本を魔物達に聞かせてあげたらどう？　復習にもなるわ」

　最近文字を覚えようとしているベルゼビュートは、素す直なおにこくりと頷うなずき、約束だからなと念押しして出て行く。それを見送ってアイザックが尋たずねた。

「……なあ、ドニ。いつの間にあの魔物、アイリーンを名前で呼ぶようになったんだ？」

「え？　そう言われれば……アイリーン様もいつの間にか呼び捨てだし……」

「彼はどうなんです、アイリーン様。飲みこみは早いですか」

「文字を覚える速度はアーモンドの方が早いわ」

　真顔で答えると、全員が微び妙みような顔をした。

　ごほんと咳せき払ばらいをして、ジャスパーが話題を変える。

「最近姿を見ないけど、あの従者さんはどうした？　従者やめたわけじゃないだろ」

「キース様なら、ものすごい勢いで魔物を買い戻してるわ……クロード様に平気であくどい提案するようになったし、もう手に負えないわね」

「立ち回りすごいですよね。今度、第五層に学校ができるのは彼の手回しだと聞きました」

　リュックの情報は初耳だ。クォーツがあとを継つぐ。

「……魔王の、出資という形で」

「……。ちょっと待って、その資金はまさかうちから出てるの!?　アイザック！」

「慈じ善ぜん事業はこれからの商売に必ひつ須すでーす。大だい丈じよう夫ぶ、うまくやってやるって」

「だからって──アーモンド！」

　影かげから忍しのび出て、会議室の棚たなにあるお菓か子しを漁あさろうとしているカラスの姿を目め敏ざとく見つけたアイリーンは、ぎろりと睨にらみをきかせる。

「行ぎよう儀ぎが悪いから盗ぬすみ食いはやめろと何度言わせるのかしら。聖剣で焼かれたいの？」

「魔王様、言イツケル！」

「言っておくけれど、今のわたくしはクロード様も一いち撃げきで粉ふん砕さいできてよ」

「オ前、ダカラ魔ま剣けんノ乙女おとめ、呼バレル……」

「魔王様は人間だから聖剣、きかないですよね」

「色気で粉砕するんじゃねーの」

　投げやりなアイザックの回答に、アイリーンは円卓を叩たたく。

「いいから、全員、仕事！　わたくしはクロード様に相談があるから」

　はーい、と間延びした返事を聞いて、アイリーンは会議室をあとにした。

（まったく。慢まん心しんするわけにはいかないわ。本当の勝負はここからですもの）

　──クロードが魔王に覚かく醒せいしかけたあのイベントから一ヶ月。

　アイリーンは自分を誘ゆう拐かいし監かん禁きんしたセドリックを追つい及きゆうしない代わりに、クロードの皇位継承権を戻もどすよう皇帝にかけあった。アイリーン救出までのわずかな時間にアイザック達が集めた情報は言い逃のがれを許さない完璧さで、かけあったというより脅おどしたという方が正しいかもしれない。実際やり取りしたのはルドルフだが、ほとんど手こずらなかったと聞いた。

　肝かん心じんのクロードが拒きよ否ひするのではと懸け念ねんしていたが、それも杞き憂ゆうで終わった。聖せい剣けんを手に入れた反動か寝ね込こんでしまったアイリーンを見み舞まいにきた際、ルドルフから「アイリーンは皇帝になる人間の嫁よめにやる」と言われ「では皇帝になろう」とその場で即そく答とうしたらしい。

　それを聞いて、アイリーンが寝しん台だいの上でごろごろ転がって悶もだえたのはまた別の話だ。

　皇太子として仕事をするようになったクロードのために、応接間は執しつ務む室に改装した。そこへひょっこり顔をのぞかせたアイリーンにクロードが目を上げる。

「少し待ってくれ、もうすぐ終わる」

　はい、と頷いてアイリーンは大人しくソファに座る。さらさらと羽根ペンを動かして作業を終えたクロードは、ぱちんと指を鳴らして書類を送り届ける場所へと送る。便利だ。

　一度、魔物になってしまったクロードだが、結局変わらないまま人間兼けん魔王として暮らしている。それがアイリーンは誇ほこらしい。

　魔王としての幸せも、人間としての幸せも、両方手に入れられるのだから。

「それで、どうした？」

「魔物達の教師にいい人間を見つけて、こちらに引きこもうと思っているのですけれども、どう思います？」

「……まだ集めるのか……」

「当然です。うちは人間の味方が足りなすぎますわ。いい人材を集めないと」

「そういう意味じゃないんだが。まあ、好きにすればいい。いざとなれば僕がなんとかする」

　嘆たん息そく混じりの言葉に、ぴくりと眉まゆが動いた。

「それはどういう意味ですの。まるでわたくしにクロード様の庇ひ護ごが必要かのような物言いですけれど？」

「いずれ妻になる女性を庇護して何が悪い？」

　今度は笑え顔がおのまま固まってしまった。クロードが黒こく檀たんの執務机に頰ほお杖づえをつく。

「愛らしく守られるのも妻の役目だ。僕はその権利を手に入れた。君はそのあたりの自覚が足りないな」

　それはその通りだ。だがしかし。

「……。楽しそうに仰おつしやいますのね」

「君が悔くやしいだろうと思うと、楽しくてたまらない」

　そこは正直に言わなくていい。ぎりぎりと内心で歯は嚙がみしていると、ふわりとアイリーンの体が浮ういた。聖剣の乙女になったアイリーンだが、奪うばい取った聖剣だからなのか、意識しなければ普ふ通つうの人間と変わらずクロードの魔ま法ほうにかかる。

　だからといって、抵てい抗こう一つできずクロードの膝ひざの上に落ちてしまうのは納なつ得とくいかない。

　眉を吊つり上げて立ち上がろうとしたアイリーンを、あっさりクロードは抱だきこんだ。反応すれば面白がられるとわかっているのに、うしろから首筋に口づけられて体温が上がる。

「仕事中です！　恥はじらいというものがありませんの、クロード様！」

「君がいつまでたっても慣れないのがたまらない」

「そ、そういう魔王っぽい台詞せりふもやめてくださいませ……！」

「魔王が嫌いやなら逃にげることをおすすめするが？」

[image: ]

　油断すると不ふ埒らちな動きをするクロードの手を押しとどめていたアイリーンは、からかうようなそのささやきにむっと顔を上げる。頭にきて、どかりとクロードの膝の上に座り直した。

「逃げる？　おかしなことを仰いますわね」

　皇太子に戻ってもクロードが魔王であることに変わりはない。魔物に脅おびえる人間達が、必ずセドリックを持ち上げるだろう。リリアが聖剣の乙女であったこともそれに拍はく車しやをかける。

　クロードが皇こう帝ていになるのは決して安易な道ではない。

　だが困難を何食わぬ顔でばきばきに踏ふみつぶしてやるから、人生は楽しいのだ。

　──何よりも。

「あなたがわたくしにつかまったんでしょう。逃がしませんわよ」

　命も、幸福も、皇こう妃ひになる夢も、二度目の恋こいも。




　かつて魔王を打ち斃たおした聖剣の乙女によって建国されたエルメイア皇国。

　かの国が聖剣の乙女を打ち斃した魔剣の乙女によって、魔王が皇帝になる道を目指すのは、ここから先の話である。








あとがき









　初めまして、またはお久し振ぶりです。永なが瀬せさらさと申します。この度たびは拙せつ作さくを手に取ってくださり有り難がとうございます。




　今回はＷＥＢに投とう稿こう・連れん載さいしていた作品を、書しよ籍せき化という形でお目見えさせていただくこととなりました。すでにＷＥＢにアップされているものの書籍化は初めてで、どきどきしております。

　ＷＥＢ版とくらべて大きな変へん更こうはありませんが、ちょこちょこ違ちがう箇か所しよがありますので、そのあたりの比ひ較かくも楽しんでいただければと思います。




　それでは謝辞を。

　イラストを描かいてくださった紫むらさき真ま依い先生。アイリーンをかわいく美人に、特にひたすら本文で「美形」と連呼されているクロードを闇やみに光り輝かがやく魔ま王おう様にしていただいて、感謝しきりです。有り難うございました。

　担当様。結局、いつも通りご面めん倒どうをおかけすることになりました。色々ギリギリの中でスケジュール調整していただき、有り難うございました。

　校正様、編集部の皆みな様さま、デザイナーさんや営業さん、印刷所の皆様、この本を作るにあたり携たずさわってくださった全すべての方々にも、厚くお礼申し上げます。

　ＷＥＢから読んでくださっている皆様。皆様のおかげでアイリーン達がイラストつきで本になることができました。応おう援えん、有り難うございました。

　最後に、この本を手に取ってくださった皆様。ここまでおつきあいくださって有り難うございます。この作品を読んで、少しでも楽しい時間をすごしていただけたらとても嬉うれしいです。




　それでは、またお会いできることを祈いのって。








永瀬さらさ


















『悪役令嬢なのでラスボスを飼ってみました』

電子特典書き下ろしショートストーリー
















　夕日が差し込む執務室で、唐突にクロードが言った。

「ところで、君は僕を愛しているのか？」

　帰り支度を始めていたアイリーンはそのまま固まる。

「君は僕を愛しているのか？」

「二度聞かなくても聞こえています！　と、突然、何を言い出しますの」

　にらむと、婚約者は悠々と足を組み直して、頰杖をついた。

「愛していると、君から聞いていないと気づいた」

「……気のせいでは？」

「記憶力には自信がある」

　前に学園でマークスを打ち負かしたことを忘れていたのに、よく言う。まあ、あれは『忘れた』のではなく、そもそも『記憶してない』が正解かもしれないが。

（で、でもそんなことを、突然言われても）

　できるだけ平静を保ったまま、内心でうろたえる。

　クロードが二度目の恋の相手だという自覚はある。そしてクロードも、アイリーンを愛してくれたから、魔物から人間に戻ったのだろう。だから、なんとなくお互いそうなのだという雰囲気になり、元々求婚していたので婚約が成立した。

　こう考えると流されただけのようだが、婚約者という立場になれたことに甘くくすぐられる喜びはちゃんとある。

　だが、いきなり愛を問われても、即答で返せるような恋愛経験値はないし、素直に答えられる性格でもない。かといって、ここで恋する乙女のようにかわいく恥ずかしがることもできない。もしできたなら、一度目の恋はあんな終わり方をしなかっただろう。

　だから、潔くごまかすことにした。

「婚約したのだから、それが答えで──っ」

　ぐいと腕を引っ張られて、クロードの膝の上に腰が落ちた。

　少し隙を見せたらこれだ。真っ赤になって眉をつりあげたその時、赤い瞳のきれいな顔立ちが鼻先に迫ってきた。

「なら質問を変えよう。君は最初、僕を愛してなかった。なのにいつ、何がきっかけで、僕を愛するようになった？」

「ど、どうしてそれを教えなければいけませんの！」

「自信がないんだ」

　肩にクロードの額がこつんと落ちた。

「僕は魔王だ。人間と相容れない気持ちがどこかにある」

　弱気な言葉に驚いて、息を吞む。

「クロード様。そんなこと──」

「だから、君を射止めた理由を知りたい。……情けないことだな」

　最後の自嘲的なつぶやきに胸をしぼられるような心地になった。

　これは恥ずかしがっている場合ではない。羞恥を押し殺して、アイリーンはぎこちなく唇を動かした。

「……わ、わたくしがクロード様を、い、意識したのは……その、迷子になったフェンリルの子どもを探した日、でしょうか……」

「出会って二日目に、僕はもう好かれていたのか」

　出会って二日目に泣かせたいとか言い出した人物に嬉しそうに言われると微妙に腹が立つが、今はこらえた。

　クロードが元気になるなら、今は怒らずに、どんな望みでもかなえてあげたい。

「では、僕のどこを愛している？」

「ど、どこって……どこって、言われましても」

　知らず顔が上気して、口ごもってしまう。耳元でクロードが質問を重ねた。

「顔は？」

「……正直、腹が立つくらい綺麗ですし、その」

　好みです。小さな小さな声で、そう言うと、クロードがささやき返した。

「好みならよかった。だが、顔だけだというのも悲しいな」

「かっ顔だけではありませんわ！　責任感があるところも、聡明なところも、意外と繊細なところも、ちょっと意地が悪いところも」

　王になれるだろう器も、誰も恨まないその強さも。

　惹かれたところを数え上げたらきりがない。これってベタ惚れというのではないのだろうかと気づくと、耳まで赤くなる。

　でも伝えなければならないのだ。悲しい思いをさせたくなければ──一度目の恋のように、失敗したくなければ。

「た、たくさんありますから、どうか自信をお持ちになっ……」

　ふと気づいた。アイリーンの肩口で打ちひしがれているはずの、クロードの体が小刻みに震えていることに。

　それは泣いているとか、感動に打ち震えているのではなくて、隠しきれない笑いだ。

「──だっ……だましましたわね!?」

「だましていない。本心だ」

「ならその笑いはなんですの！　よくもっ……」

　自分の答えを思い起こして悶えた。その原因を作った恋人も聖剣で串刺しにしてやりたい。

　殺気をこめてにらむアイリーンを、クロードが下からのぞきこんだ。

「では僕が君のことを、いつから、どこを、どれくらい愛しているのか聞きたくないか？」

　──それは、魔王の誘惑。

　アイリーンを堕落させる恋人の罠だ。

「まったく興味がありません！」

「残念だ。君の意地っ張りは筋金入りだな」

「お褒めいただきありがとうございます、わたくしは帰りますわね！」

　ふんとそっぽを向いて、立ち上がる。クロードは引き止めず、唇に笑みを浮かべてそれを見守っていた。それがまた腹立たしい。

（絶対にこのままではすまさないわ、どうしてくれようかしら……！）

「アイリーン」

「なんですの」

「愛している」

　ささやきが心臓が止めかけた。

　ドアノブを手に固まったアイリーンに、魔王は勝ち誇った顔で続ける。

「また明日」

「──明日、覚えてらっしゃって！」

　自分でも何が言いたいのかよく分からない台詞を残し、執務室から出た。廊下で帽子を深くかぶり直したところで、悔しさがこみあげる。

（ああもう、わたくしは本当にかわいげがない）

　かつて破れた一度目の恋に引きずられるつもりはない。ないけれど、もっとかわいくなれればいいのにとは思っている。これが自分だなんて開き直るのは、ただの傲慢だから。

　こんな自分とくらべて、あの魔王はなんて余裕のあることか。

　でもクロードだって悪いから、自分のことをいつから、何故、どれくらい愛しているのか知りたいなんて、絶対に思ってやらない。

「わたくしは、手強いですわよ」

　さあ、明日からどうやって彼の余裕を奪おう。

　愛しているとその言葉を何のてらいもなく差し出せるほどあなたに心を奪われるその日まで、攻略は続くのだ。
















カバー・本文イラスト／紫真依

デザイン／長谷川有香＋マツシタサキ（ムシカゴグラフィクス）










悪あく役やく令れい嬢じようなのでラスボスを飼かってみました




【電でん子し特とく典てん付つき】








永なが瀬せさらさ
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